

































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　近衛このえミキヤは天才魔法使いである。

　魔法が個人の才覚に依よる異能であった古代が終わり、魔法が師弟の間で伝授される技術であった中世が終わり、魔法が科学と双璧を成す開かれた学問となった現代。

　魔法使いの家に生まれ、魔法使いとなるよう育てられ、当然のように魔法を学んだ。

　初めて魔法を使ったのは六歳の頃。

　魔法協会より史上最年少の『入門者ニユービー』として第一階かい梯ていに認定される。

　優れた才能と惜しまぬ努力で同世代の中では常に頭一つ抜けた存在感を示し、僅か四年後、十歳にして『入門者ニユービー』としては最高の第三階梯に到達する。

　その後、ミキヤは妹と共に本場欧州はドイツの名門トゥーレ魔法学園に入学した。

　現代において魔法教育機関いわゆる魔法学園はポピュラーなものであり、特にエリートを目指すならば、海外の、伝統ある、格調高い魔法学園に留学するのは必須であった。

　そして十歳の留学生はドイツでもその才能を如何いかんなく発揮した。

　伝統と格式を重んじる名門トゥーレ魔法学園は全寮制であり特に規則が厳しいことでも有名だったが、それを苦にした様子も見せず神学、召喚術、錬金術、自然魔術、占術、魔法理論等、数々の分野で優れた成績を修め、まもなく第四階かい梯てい『熟練者アデプト』に認められた。

　第四階梯に到達したミキヤは名門トゥーレ内外の、多くの研究室からの勧誘がある中で『四大』を専門課程に選択し周囲を大いに困惑させる。

　地水火風の四大元素を操る精霊魔法は、古代ギリシャはエンペドクレスの時代から存在する伝統的な──言い換えれば古典的で地味で将来性の薄い分野である。

　だが逆に彼の質実剛健で努力を厭いとわぬ、言い換えれば天才らしからぬ性格を知る者たちは大いに納得したものである。

　専門課程に進んだミキヤは新たなる師の元で精力的に学び、元素精霊の召喚は元より、複数精霊の同時召喚、複合精霊の召喚と、次々に『四大』の奥義を習得した。

　十四歳、学生の身としては極めて異例のことながら魔法協会は近衛このえミキヤを第五階梯『達人級マスタークラス』魔法使いの実力十分として昇格を認め。

　その証あかしとして『四大召喚士』の名誉称号と《吠ほえる銀色》の魔法名を与えられた。

　名実ともに、若き天才、伝説級に届きうる魔法使いとして認められたのである。




　そして──十六歳の春。




「……ここが神しん智ち魔法学園、か」

　近衛ミキヤは日本に帰国した。

　春風に花びらが舞う満開の桜並木、石畳の道の上に佇たたずむミキヤはひどく険しい眼まな差ざしをしてこれから自身が通うことになる校舎を見上げていた。

　生真面目な性格がそのまま顔に現れたかのように、気難し気な顔をしている。

　背は高く、生来鋭い目つきと相まって、どこか狼おおかみを思わせる容姿だ。

　ブレザータイプの学園制服をきっちりと規定通りに着用しており、ネクタイは一年を意味する赤色。腰には私物として侍の刀の如ごとく長い杖つえをさしている。

　神智魔法学園。

　三つの森と一つの海を内包し外界から完全隔離された『異界』に位置する全寮制かつ中高一貫制の──規模だけならば世界最高峰の巨大魔法学園。

　魔法の本場欧州はドイツ最高峰の名門トゥーレ魔法学園と比べれば伝統でも格式でも大きく劣る、もはや比べることさえ失礼なレベルの学園である。

　しかし、知名度だけで言えば、勝るとも劣らない。

　ゴシップの類にまるで興味がない性格故に詳しい逸話などは知らないが、まっとうな魔法使いならばその名前を聞いただけで眉を顰ひそめるほどだ。

（まるで島流しだな）

　胸中でミキヤは苦笑する。

　開校は明治時代と意外にも古く、校舎は当時の情勢を感じさせる和洋折衷のモダンなデザインを──していたのだろう、多分、少なくとも、最初は。

　現在の校舎を強いて喩たとえるならば、でたらめな増改築を繰り返した結果縦にも横にも肥大してわけがわからなくなった巨大な城だろうか。

「神しん智ちの生徒会長になれ、か……我が師匠ながらよくよく意味がわからん課題だ」

　客観的な事実として第五階かい梯てい『達人級マスタークラス』の魔法使いは教わる側より教える側に近い。

　おおよその魔法学園において生徒会長は学園最優の魔法使いを意味する称号だが、ミキヤにとって今更そんな称号を手に入れることに意味はない。

「わからんが──やれと言われたからにはやろうじゃないか」

　既に、学園側には立候補の意思を伝え承認を得ている。幸運なことに、現在は生徒会長が不在で新学期早々に生徒会長選挙が行われることにもなっていた。

　ならば、後は全力を尽くして生徒会長の座を勝ち取るだけである。

　最後に一つ頷うなずき。

　ミキヤは、力強く、その第一歩を踏み出した──

「ごきげんよう」

　瞬間、強い風が吹いた。

　桜吹雪が舞い上がり、ミキヤの視界を覆い隠した。

　風が去り、花びらが落ち、一人の少女が、そこに佇たたずんでいた。

　常識的に考えれば、桜吹雪が舞い上がったタイミングで校舎から出て来たのだろう。

　しかし、ミキヤの目には彼女が風と共に桜花を従えやって来たようにさえ見えた。

　ひどく小柄な、しかし、美しい少女だ。

　星のない夜空を溶かしたような艶つやめく長い黒髪が春風に揺れていた。

　冬の朝を思わせるような澄んだ、しかし冷たい瞳をしていた。

　新雪を思わせる白い肌には真っ黒なセーラータイプの学園制服を纏まとっている。

　夜と、冬と、雪と、春を拒み時間を止めたような孤高と神秘が香る少女であった。

「──」

　彼女を一目見た瞬間、ミキヤの心臓は大きく鳴り響いた。

　目が離せなかった。

　体温が上昇し、鼓動が加速し、意識が舞い上がり。

　吐き気がこみ上げ、脂汗と冷や汗が同時に流れ、我知らず足が震えていた。

「お、おまえは──」

　フラッシュバックする過去。

　忘れたかった日本での記憶。

　セピア色の嫌すぎる思い出。

『やめてよー、やめてよー、ぼくは犬じゃないよー』

『だーめ、あなたは一生、わたしの犬として生きるのよ』

『うわーん、いやだよー、おもいよー、うえにのらないでよー』

『くやしかったら、自分の力でどけてみなさいな、ほらほら、どうしたの？』

『ぐりぐりしないでよー、いたいよー、やめてよー』

『泣くの？　泣いちゃうの？　魔法使いのくせに──かっわいーい』

　踏まれ、蹴られ、跨またがられ、椅子にされた日々。

　虐げられ、搾取され、恥辱に塗まみれていた日常。

　魔法使いですらなかった少女によって与えられた天才魔法使いの悪夢。

　親元を離れて異国へ向かうことも厳しい規則に縛られた共同生活も、これから遠ざかれるのだと思えば何一つ辛つらいとは思わなかった地獄と絶望の幼馴染あくま。

「──ひ、柊ひいらぎシガノ！」

　蒼あお褪ざめるミキヤに彼女は静かに微笑ほほえみかけた。

　柊シガノは、薄く形の良い唇に、桜も凍いてつくほどに美しい微笑みを浮かべた。

「六年ぶりかしら？　久しぶりね、泣き虫ミーくん」
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「おれをその名で呼ぶなぁあああああああああああああああああ！」

　叫び、ミキヤは内心で驚きよう愕がくする。

　変わっていない、あまりに記憶の中の姿と変わっていない。

　変わらなすぎて、もはやトラウマとなっている記憶がダイレクトに掘り返される。

「背、伸びたわね」

　顔立ちは記憶の中よりいくらか大人びている。

　元々、浮世離れして美しかったが、さらに美しくなっている。

　体つきも、多少、僅かに、女らしく成長しているように思える。

　白い肌、細い手足、僅かに、本当に僅かに膨らんでいる胸元。

　背も、少し伸びたか？

　いや、違う、ハイヒールだ。

　黒いハイヒールを履いているのだ。

　反射的にあれで踏まれたら痛いだろうなと恐怖したのは仕方ないことだろう。

　唯一見覚えのないのは左腕につけている無骨な──銀の腕輪だろうか。

　ミキヤは喉まで上がって来た胃液を飲み込み、心を奮い立たせ、喘あえぐように口を開く。

「ど、どうして、お、おお、おまえが、ここに、いるん……だ？」

「あら、天才魔法使いと呼ばれている割に察しが悪いのね？」

　くすり、と記憶の中そのままに、見てくれだけは天使のように、可か憐れんに微笑ほほえむ。

　かつてより遥はるかに身長差があるため必然的にそうなるのだが、ミキヤを見上げている。

　見上げられているはずなのに、何な故ぜか見下ろされているような気分になる。

　浮かべた微笑みは優雅ですらあり、たおやかな薄い胸を張り、腕を組んでいる。

　彼女は言った。

「これからは同級生だからに決まっているじゃない」

「な、なん……だと、お、おまえ、まさか、魔法使いに？」

　愕がく然ぜんとするミキヤを見て、面白がるようにシガノは唇を吊つり上あげた。

「どうやら私には才能があったらしくて、今では天才魔法使いと呼ばれているわ」

「ま、待て、どういうことだ？」

「そのままの意味よ」

　悪魔は嗤わらう、美しく。

「先日、あなたとお揃そろいの第五階かい梯てい『達人級マスタークラス』魔法使いに認定されたわ」

「お……おお」

　かつのて悪夢がよりにもよって自分と同じ魔法使いとなっていた。

　天才は絶望し、運命を呪った。

　今までの血を吐くような努力を全て無駄にされたような気分ですらあった。

「名誉称号は『武装召喚士アームドマスター』、魔法名は《狂い咲く暗黒》──なかなか、洒落しやれているとは思わない？」

　そう言いながら、つい、と、彼女は前に出た。

　赤いネクタイを掴つかみ、ぐいと、引っ張る。

　ミキヤの顔を間近から、真下から覗のぞき込こむように見上げ、赤い唇を吊つり上あげた。

「良い顔ね。私は、あなたのその顔が見たかったのよ」

　僅かに、花の蜜を煮詰めたような、甘く、痺しびれるような香りがした。

　気付けば、唇がすぐ傍そばにあった。

「うおあおあああああああああああ！」

　慌てて、ミキヤは、それこそ、鞭むちで叩たたかれた犬のように飛とび退すさった。

　掴まれていたネクタイのせいで首が締まり、彼女が手を放した瞬間に尻餅をついた。

　くすくすと、面白そうに彼女は笑う。

「本当はドイツまで追いかけてやろうと思ったけれど、今ので許してあげるわ」

「お、おれが知らない間に、そんな恐ろしい計画を立てていたのか……」

　シガノの──ミキヤに対する執念にも似た悪意を考えれば満更嘘うそだとは思えなかった。

　外見だけならば絶世の美少女であるシガノがその瞳を僅かに細めた。

　雪と氷の彫像を思わせる白く細い指先が長い黒髪をかき上げる。

　はらりと、黒髪から桜の花びらが零こぼれ落おち、緩やかに宙を舞った。

　ぞわりとミキヤの背筋が粟あわだつ。

　それはかつて数限りなく見た悪魔の微笑。

　まだ何かあるのだと、瞬間的に、ミキヤは悟る。

「あなた、生徒会長に立候補するんですってね？」

　ミキヤの鼻先に、彼女は左の掌てのひらを差し出した。

　指先にひっかけて弄もてあそぶように、銀色の無骨な腕輪が、差し出された。

　一瞬抱いた違和感は、シガノが右利きであることを覚えていたからで。

　次に気付いたのは、全く同じ腕輪を、シガノは左腕につけているということである。

「あ──」

　ミキヤは全てを理解した。

　それは天才魔法使いの鋭い洞察力、というよりは、単なる知識と経験であろう。

　生徒会長に立候補することを知っていたシガノ、左腕の腕輪と差し出された腕輪、何よりも──ミキヤをいじめるためならば手段を選ばないその暗黒の精神。

　皮肉にもミキヤがシガノを理解しているようにシガノもまたミキヤを理解していた。

　表情の変化、硬化した態度から、理解されたことを理解した。

　嬉うれしそうに、楽しそうに、秘密のプレゼントを渡すようにシガノは微笑ほほえむ。

「だから、私も、生徒会長に立候補してあげたわ」

「そ、そこまでやるか、おまえ」

「私の性格を知っていて、どうしてやらないと思うのかしら？」

　悪魔おさななじみは嗤わらう。

　確かにその通りである、ミキヤはそれをトラウマになるほど理解している。

「この腕輪が立候補の証あかしになるわ、また私と遊びたいなら受け取りなさい」

　その時、ミキヤの中に湧いて来たのは怒りにも似た気持ちであった。

　怒りでありながら、それは喜びにも似ていた。

　これはチャンスだ。

　泣き虫ミーくんと呼ばれ虐げられた過去を乗り越える機会であり試練だ。

　柊ひいらぎシガノに勝ち、そして、神しん智ちの生徒会長になる！

「良いだろう！」

　ミキヤは立ち上がった。

　瞳に炎を宿し、ミキヤは差し出された腕輪を力強く掴つかんだ。

　真まっ直すぐにシガノの瞳を見据えて、見詰めて、睨にらみつけた。

　狼おおかみのように、歯をむき出しにして吠ほえた。

「おれは変わったんだ。昔のおれと同じだと思うなよ！」

「どうかしらね、私の目にはそれほど違うようには見えないけれど」

　煮えたぎるようなミキヤの敵意を受け、シガノはいっそ蠱こ惑わく的てきな程に微笑ほほえんだ。

　凍いてついた瞳で、凍てついた微笑みを浮かべて、彼女はその眼まな差ざしを受け止める。

　ミキヤが右腕にその銀の腕輪を装着する。

　一瞬、魔力の輝きが灯ともり、自然と腕輪がロックされる。

　シガノは言った。

「生徒会長は学園の守護者、生半可な魔法使いでは務まらないわよ」

「望むところ……学園の守護者？」

　なにか若干おかしな単語が聞こえて、思わず問い返した瞬間だった。

『シャッギャアアアアアアアアアアアアアアアア！』

　なんか、怪獣っぽい咆ほう哮こうが轟とどろき響いた。

　黒い鱗うろこに燃える瞳、二足歩行する巨大なトカゲのような生物が、その巨体と尻尾で遠慮なく校舎の一部を破壊しながら出現した。

「……ドラゴン？」

「あらまあ」

　ぽかんとするミキヤとは対照的に、シガノはさして驚いた様子を見せなかった。

　まるでよくあること、いつものこと、すっかり慣れているように。

「また生物部あたりがやらかしたのかしら？」

「は？　え、やらかした？　生物部があれを……生物部があれを！」

「ドラゴンの召喚ぐらい、よくやってるわよ」

　やはり事も無げに言うシガノとドラゴンの間でミキヤは何度も視線を往復させた。

　ドラゴンは幻獣種と呼ばれる『かつて存在しなかった生物群』において最高位の存在であり過去にはそれが原因で都市が一つ壊滅したことすらある。

　よってその召喚は厳しく制限されておりトゥーレ魔法学園では最低でも『召喚』を専門とする第五階かい梯てい以上の魔法使い二名と同条件の第四階梯以上の四名が必要とされている。

　つまり──

「学生の部活動で召喚して良いレベルの幻獣じゃねえだろうがあああああああああ！」

『シャギャ？』

「あら、大声を出したから気付かれたようね」

「しまったああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　魔法使いの諺ことわざにあるように『寝起きのドラゴンは機嫌が悪い（※計画を実行する際は時と場合をよく選べという意味合い）』、この場合は文字通りの意味だがドラゴンの剣けん呑のんな瞳は確実にミキヤをロックオンしていた。

『シャッギャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア！』

「うおああああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

「よく叫ぶけれど、あなたの魔法名の《吠ほえる銀色》ってそういう意味なの？」

「んなわけあるかああああああああああああああああ──って、それどころじゃねえ！」

　人間など容易たやすく呑のみ込こむであろう顎あぎとを開き、残酷な刃やいばを思わせる鋭い牙を煌きらめかせ、黒洞の如ごとき喉の奥から怒りと苛いら立だちの炎が迸ほとばしる。

　硝子ガラスを溶かし石を焼かんばかりの劫ごう火かが石畳の床を焼き熱波で覆い尽くす。

　ミキヤは叫びながらも反射的に腰から侍の刀を思わせる長い『杖つえ』を抜いた。

　その動きは速く、淀よどみなく。

「青く、深く、揺蕩たゆたいし乙女、我が呼び声に応えその瞳を開け──ウンディーネ！」

　その言葉もまた速く、そして淀みなく。

　杖の先に魔法陣が浮かび、魔法陣を通じて美しき水の乙女が召喚される。

　眠り姫のように深く閉じた瞳が開かれ、水の壁がそそり立つ。

　迫り来る炎を水の壁が弾はじき散らす。

『シャァ──シャッギャアアアアアアアアアアアアア！』

　人間ごときが小こ癪しやくなと言わんばかりにドラゴンは更に大きく、その禍まが々まがしい顎を開ける。

　火勢が増し、劫火はもはや一種の熱線の如くに放たれる。

「うおおおおおおああああ、なめるなドラゴン！　こんなもの師匠のサラマンダーと比べたら線香花火だあああああああああああああああああああああああああああ！」

　しかし、立ち昇る水の壁もまた勢いを増し、揺らがない。

　直撃すれば岩をも溶かす熱線を受け、半歩たりとも下がらずに受け止める。

　否いな、逆に、押し返しつつすらある。

「この大きさのウンディーネを、水もなしに召喚するなんてやるじゃない。さすが、天才魔法使いと呼ばれてるだけあるわね」

　後ろで、ぱちぱちぱちと、シガノが気のない拍手を送っていた。

「お、おまえなあ！」

「あら、私が珍しく褒めてあげてるのだから素直に喜びなさいな」

　優秀な魔法使いは、使う魔法を見ただけで相手の魔法使いとしてのレベルを見抜く。

　ミキヤのウンディーネ召喚は正統派の魔法使いらしくシンプルだが力強く隙が無い。

「生徒会長は学園の守護者ってこういう意味かよ文字通りの意味すぎるだろ！」

「だから言ったでしょう、生半可な魔法使いには務まらないと」

「やかましい！　だったら、おまえこそ、こいつをどうにかしてみろ」

「もちろん、そのつもりよ」

　たんっ、シガノが跳んだ。

　ミキヤの頭を踏み台にして、赤く炎に満ちた空を、シガノの体が舞っていた。

　長い黒髪をなびかせて、その白い指先に一枚のカードを挟んで。

　見み惚とれるほどに美しく。

「形なきもの、月の影、束縛し、縫いとめる──踊れ、グレイプニル！」

　カードが輝き、魔法陣が投影され、光の鎖が召喚される。

　神をも食い殺す魔狼フェンリルを世界の終わりまで繋つなぎ止とめた鎖──本来は縄──がシガノの手から放たれ瞬く間に黒き竜を拘束する。

「何者も、私の鎖からは逃れられない」

『シャギャ？　ギャギャギャー！』

　拘束し、束縛し、大地に縫い止め。

　あまつさえ、幻獣種の最高ランクであるドラゴンを、力尽くで、引きずり倒した。

　巨体が大地に沈む、轟ごう音おんが響き、粉ふん塵じんが舞い上がる。

　巨竜の頭部がミキヤの眼がん前ぜんに横たわり、その上にシガノが佇たたずんでいる。

　心なしか楽し気に、真まっ直すぐにミキヤを見下ろし唇に薄い笑みを浮かべた。

　見惚れ、呆ほうけていたミキヤは、彼女と目が合った瞬時にひどく険しい表情を浮かべた。

「……その魔法、誰に習ったんだ？」

「誰にも習っていないわ」

　事も無げにシガノは言った。

　優秀な魔法使いは、使う魔法を見ただけで相手の魔法使いとしてのレベルを見抜く。

　錬金術、召喚術、降霊術、自然魔術、呪術、占術、カバラ、陰おん陽みよう道どうに神仙道──四大を扱う古典的な程の正統派だからこそミキヤは古今東西の基本的な魔法の形式を知っている。

　その知識に照らし合わせてみればシガノが使ったのは『魔法』ですらない。

　より原始的で、原理的な、魔法以前の技術──『異能』と呼ばれるものに近い。

　おおむね強力で、不安定で、汎用性に乏しく。

　体系化されていないからこそ、大きく個人の才能に依よる。

　ミキヤは師の言葉を脳裏に思い浮かべた。

　魔法とは意思の力だ。

　意思とは願いであり、願いとは望みであり、望みとは祈りだ。

　師が定義するところによれば、魔法の才能とは祈り望み願う魂の強さである。

　魔法使いの家に生まれ育ったミキヤとは違う。

　何がそこまで柊ひいらぎシガノを突き動かしたのかはわからない。

　天才魔法使い──その言葉の意味を、ミキヤは灼やけつくような苦みと共に噛かみしめる。

「『武装召喚士アームドマスター』《狂い咲く暗黒》柊シガノ、か」

　狼おおかみのように、ミキヤは、喉の奥で小さく唸うなった。

　これが、おれの、打ち倒すべき敵か──そう小さく呟つぶやいた。

　熱い、熱い、眼まな差ざしでシガノを見詰めて、見上げていた。

　彼女はそれが当然であるかのようにミキヤを上から見下ろしていた。

「ふふっ」

　その時、場違いな程に涼やかに──春の風が吹いた。

　周囲は瓦が礫れきで遮るものは少なく、シガノはドラゴンの上に乗っている。

　神しん智ち魔法学園の制服は、セーラーにしろブレザーにしろスカートは短めだった。

　スカートは短めであった。

　柊シガノは油断しすぎだった。

　近衛このえミキヤは視線を逸そらそうとしたが、ある可能性に気付き、動きを止めた。

　小柄なために下からの視線には無頓着気味なのかシガノに気付いた様子はない。むしろ文字通りの上から目線でミキヤを見下ろすことにご満悦の様子だ。

　しかし、ここでミキヤが不自然な動きをすれば──例えば、さり気なさを装い視線を逸らすなどすれば、間違いなくシガノはその不自然さに気付く。

　この暗黒幼おさな馴な染じみはミキヤの弱みに関しては文字通り悪魔的な嗅覚を発揮するからだ。

　そうなれば後は言うまでもあるまい。

　間違いなく、弄いじられる！

　過去の経験に照らし合わせて考えれば三日はネタにされる！

　このまま、大人びたを通り越してマジですかシガノさんと問いかけたくなるような黒い薄手のレースの模様の一つ一つまで網膜に焼き付いてしまう前に現状を打破せねば──

　ふ、と、シガノが視線を逸そらした。

「あら」

「ん？」

　これ幸いと同じ方向に視線をやる。

「いっやっほぉおおおおおおお！　うちのリューくんを捕まえてくれたんだね！」

　と叫びながら、分厚い眼鏡に汚れた白衣の、多分、女生徒がこちらへと突っ込んで来る。

　その背後にも、似たような白衣の生徒が数人いた。

「なんだ？　むしろ誰だ？」

「見覚えがあるわね。確か、生物部の上級部員よ」

『……シャギャァ』

　ドラゴンの体に沿うように滑り降りたシガノがミキヤの疑問に答えた。

　気のせいか、シガノのグレイプニルで拘束されているドラゴンすら若干引いている。

　目の前まで来た白衣眼鏡の彼女は勢いのまま近くにいたミキヤの手を握り、大おお袈げ裟さに、ぶんぶんと上下に振り回し、多分、恐らく感謝の意を伝えた。

「ありがとう、ありがとう！　少ないがこれは報酬の『票』だから受け取ってくれ！」

「は？　は？」

　一通り手を振り回した彼女は満足したらしく白衣の内側から、掌てのひらに乗るほどの布袋を取り出して、半ば無む理り矢や理り押し付けるようにしてミキヤに渡す。

　袋の口が緩かったのか、押し付けられた拍子に中身が少々零こぼれた。

　五百円玉ほどの大きさのコインで、表面に大きく『票』と刻まれている。

「我々は風紀委員が来る前にリューくんと一緒に撤収するから後はよろしくぅ！」

　最初から最後まで一方的に自分の言いたいことだけを言った白衣眼鏡は一緒について来た白衣の学生に手で合図を送り、全員で、てきぱきとドラゴンの体に張り付いた。

　しゃらりと、シガノが長い黒髪をかき上げて薄い微笑ほほえみを浮かべた──

「──これが神しん智ちの生徒会選挙よ」

「すまん、何一つ意味がわからんのだが」

「そうね、簡単に説明すれば」

　ミキヤが未いまだに掌に乗っけている布袋から、『票』のコインを一枚指先で掴つかみ取る。

「これを多く集めた側が次の生徒会長ということよ」

「……どうやら、おれの中で選挙という単語の意味を再定義する必要があるみたいだな」

　頭痛を堪こらえるかのように、ミキヤは額に手を当てて喉の奥で唸うなった。

　師は何を考えてこんな学園に自分を送り込んだのか、問とい質ただしたい気分だった。

　どどどどどどどどど──と続いて地響きにも似た無数の足音が聞こえた。

「おい、ドラゴンが暴れて校舎が壊れたのはここか！」

「よっしゃ本当に壊れてる、こいつは宝の山だぜ！」

「回収される前に校舎の石材を運び出せ、こいつで『生きた彫像』を作るぞ！」

「美術部に先をこされるな！　瓦が礫れきを回収するのは我々、土木研究会だ！」

「ふざけるな！　あの素材は我々、科学部錬金術派が実験に使うのだ！」

「おまえらはそんなに量はいらないだろこっちに譲れ！」

　あるものは大八車を引き、あるものは運搬用ゴーレムを引き連れ、あるものは取るものもとりあえずと言った様子で、様々な生徒たちがドラゴンが破壊した校舎の瓦礫を求めてハイエナの如ごとく集まった。

　要するに火事場泥棒である。

「風紀委員です！　危ないので離れてください！　勝手に瓦礫に触れないでください！　こら、そこ、持って行くな！　持って行くなって言ってるでしょうが！」

　彼らを阻止せんと揃そろいの青い帽子をかぶった風紀委員の一群までやって来た。

　ドラゴンを連れて逃げようとする生物部、火事場泥棒をしているその他の連中、それを止めようとする風紀委員会。

　師は何を考えてこんな学園の生徒会長になれと命じたのだろうか──

　わりと真剣に悩み始めたミキヤの隣でシガノがしゃらりと長い黒髪をかき上げる。

「ようこそ、世界で一番混こん沌とんとした魔法学園へ」

　恐ろしく皮肉っぽい微笑ほほえみを美しい唇に浮かべていた。

　伝統、格式、秩序、厳しい規則。

　慣れ親しんだ美徳が、この学園ではおよそ意味を持たないことぐらいは察していた。

　混沌、なるほど、確かにそうだ。

　思わずミキヤは天を仰いだ。




　春の空に混沌の叫びが響き渡る。

　風は吹き、雲は流れ。

　学園は今日も平和であった。
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『実践こそ魔法の真理なり』

　それは神しん智ち魔法学園創設者の遺のこした言葉であり学園を貫く理念であった。

　徹底して実践本位のカリキュラムは、学生に大幅な自由を許し、好奇心の使命感の趣味の情熱の思い付きの勢いの赴くままに魔法を学び使うことを許されている。

　かくて三つの森と一つの海を内包した世界最高規模の『異界』はドラゴンが跋ばつ扈こし妖精が跳ちよう梁りようする学び手たちのおもちゃ箱『世界で一番混こん沌とんとした魔法学園』となった。

『せやから、うちは他よ所その魔法学園じゃ受け入れてもらえんかった尖とがった子が多いんよ』

「は……はあ」

　神智魔法学園本校舎最上階学園長室。

　転入したミキヤはドラゴンの一件が終わると呼び出された。

　黒こく檀たんのデスクの向こうには、一冊の『本』が、ふよふよと浮かんでいた。

　表紙の中央に『目』があり、翼もないのに空を飛び、口もないのに言葉を発し、腕の代わりにページの隙間から伸びた触手をうねうねと動かしていた。

『ん、どした学園長が珍しいか？』

「いえ、ああ、いえ、珍しいですね」

　アーティファクト──魔法の道具、その中でも、現在の魔法技術では再現不可能なものがそう呼ばれている。当然だが貴重かつ稀き少しようであり、普通、は厳重に保管されている。

『意思を持つ魔導書インテリジエント・グリモワール』ともなればまさに伝説級の一品であり、ミキヤですら、実物は見たことがない。

　それが、学園長をやっている。

　あまつさえ気の良いおっちゃんのように陽気な似え非せ関西弁で喋しやべっている。

　シガノとの再会とは別の意味で眩暈めまいがしそうだった。

『そかー、ま、そこが神智の懐の深さってことやね』

　腕組みするように触手を組んで、うんうん、と学園長が頷うなずく。

『おっと話を戻すわ。そういう尖った子が多いから色々と起きるわけやけど、うちは基本的に学生のことは学生でって方針でもある。せやから生徒会長に求められるのもトップに相応ふさわしい……なんや？　問題解決能力か？　まあとにかくそういうのや』

「……」

　それはもはや放任主義を通り越した無責任ではないだろうかと思ったが、言葉にしない程度の礼儀は弁わきまえていた。

　ぱたぱたと、学園長が触手を左右に振る。

『こんなもんポスターを貼ったり演説をしたり握手をしたり──なんて普通にやっても全然伝わらんやろ？　せやから実際に、やってみてもらおうってことになってな』

「結果が、あの『票』コインですか？」

『せや、選挙期間は一か月、候補者は実際に生徒から依頼を受ける。その報酬に「票」を貰もらう。どっちがより多くの「票」を集めたかで生徒会長が決まるっちゅーわけやな』

「なるほど」

　いかにも実践本位の神しん智ち魔法学園らしい考え方だとミキヤは思った。

　学園長の触手が、ついと、ミキヤの右腕にはめられた腕輪を指した。

『で、それが一目でわかる立候補者の──生徒会長代行の証あかしってわけやな』

「因ちなみにこれ、なにか特殊な効果があったりは？」

『せんで、単なる飾りや』

　わっはっはっはっと、気の良いおっちゃんそのままに学園長は笑った。

　ともあれミキヤは生徒会選挙への立候補を正式に認められ生徒会長代行となった。

　今から、一か月『票』を求めて依頼を解決する忙しい日々を送ることになる。




「ねーねー、近衛このえちん、票あげるから宿題を写させてー」

「自分でやれ阿あ呆ほう」

「近衛くん、中世のレシピを再現した惚ほれ薬の実験台になってくれないかな？」

「そもそも人体実験をするんじゃねえ！」

「う、うわあああああ！　部費を稼ぐために作成した錬金術のケラちゃん先生（巨乳）フィギュアを洒落しやれでゴーレム化したら普通に暴れ始めたあああああああああああ！」

「この学園の連中は、魔法を無駄遣いしてるアホしかおらんのかああああああああ！」




　そしてあっという間に一週間が過ぎた！

　規則に厳しいドイツ時代とは正反対の自由を通り越して暴走気味な新しい学園生活。

　ミキヤは次々に持ち込まれる依頼を、精力的にというか、やけくそ気味に解決した。

「つ……疲れた。どいつも、こいつも、遠慮なく仕事を持って来やがって。おれはファンタジー世界の冒険者じゃないんだぞ」

「兄さんは相変わらず真面目というか、手抜きが出来ないひとですねえ」

　放課後の、随分と遅い頃おい。

　ミキヤは閉店間際のカフェテリアでぐったりとテーブルに突っ伏していた。

　因ちなみにこのカフェテリアは実践の一環として魔女部──名前の通り魔女学を研究しているクラブである──が学食に間借りして運営している店である。

　学食は本校舎よりは比較的まともに建設当時の姿を残したモダンな建物であり、昼時ともなれば押し寄せた生徒たちによって戦争めいた光景が繰り広げられている。

　しかし、もう放課後、それも、閉店間際ともなれば静かなものだ。

「お疲れさまでした。とりあえず紅茶でも飲んで、元気出してください」

「……サンキュー」

　照明の大半を落とし、掃除も終えた、薄暗いカフェテリアの中央。

　足元には学生鞄かばんを置き、傍かたわらには紅茶を運んで来た銀髪の少女が佇たたずんでいる。

　のろのろと起き上がったミキヤは、目の前に置かれた湯気の立つ紅茶に手を伸ばす。

　一口飲んで、ほう、と、安あん堵どしたような息を吐いた。

「美う味まい、やっぱり、ミヤの淹いれてくれた紅茶が一番だな」

「はいはい、お世辞を言っても何も出ませんよ」

　ミヤと呼ばれた少女は呆あきれたような顔でそんなことを言っているが、さり気なく、紅茶には二枚ほどのジンジャークッキーが添えられていた。

　このクッキーもまた、さくりとした歯応えと仄ほのかな甘みが紅茶によく合っていた。

　文字通り一服したミキヤは銀髪の少女に視線を向ける。

「どうしました？」
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「いや──」

　瞳はぱっちりと大きく、どこか子犬を思わせる愛らしい顔立ちをしている。身長は女子としてはやや高い程度だろうか。飛びぬけた美少女というわけではないが、家庭的な、どこかほっとするような雰囲気だ。

　特筆すべきはその豊満な、シガノなど足元にも及ばない、もしも擬音をつけるなら『たゆゆん』となるであろう、見事な胸の膨らみだろうか。

　今も制服の上に着たバイト用のエプロンの胸元を大きく押し上げていた。

　ネームプレートには『近衛このえ』とある。

「なあ、ミヤ」

「はい、なんですか兄さん？」

　ミキヤは真面目な表情を浮かべて妹の顔を見た。

「今更だが、中等部三年なのに、付き合って日本に帰って来なくても良かったんだぞ？」

「そんなこと言って、わたしがいないと兄さんすぐに生活が荒れるじゃないですか」

　半ば呆あきれたように、半ば諦めたように、ミヤが嘆息する。

　はっきりと言われたミキヤは困ったように小さく喉の奥で唸うなる。

「そもそも、ドイツについて行ったのだって兄さん一人じゃ心配だったからですよ」

　しょうがないなあ、と言いたげに、しかし親しみを込めてミヤが微笑ほほえんだ。

「勉強熱心で真面目なのは良いですけどね、少しは自分のことも考えてください」

「……わかってるつもりなんだが、これが、なかなかなあ」

　わしゃり、と灰色の頭をかいてミキヤがぼやく。

「それで票集めは順調なんですか？」

「あー、そっちはまあまあってとこかな」

　ミキヤは足元の鞄かばんから、『票』のコインが詰まった袋を取り出しテーブルに置いた。

　掌てのひらに乗るほどの袋が三つ、硬貨同士がぶつかる金属音が響く。

「わ、凄すごいじゃないですか、ちょっと見ても良いですか？」

「ああ、良いぞ」

　ミヤは袋の口を緩く開き、『票』コインを一枚手に取りしげしげと眺める。

　そんなミヤを、ミキヤは口元に微笑みを浮かべて見詰めていた。

「ミヤは今日もかわいいなあ……」

「妹を口説いてどうするんですか兄さんは」

　呆れたように、しかし満更でもなさそうにミヤは苦笑した。

「明日は日曜だし、久しぶりに二人で遊びに行くか？」

「だから妹を口説いてどうするんですか兄さんは」

「ミヤが遊んでくれないなら、一人でゴロゴロしてるしかないな」

「はいはい、だったらそれこそ六年ぶりにシガノさんを誘ったらどうです？」

「どうしておれが自分から休日を地獄に変えなきゃならんのだ」

　気分が台無しと言わんばかりに眉根を寄せて嫌そうにミキヤは言った。

　ミキヤとシガノが幼おさな馴な染じみであるように、ミヤもまたシガノとは知己である。

　ミヤは苦笑を浮かべた。

「兄さん、相変わらず、シガノさんが苦手なんですね」

「おれから言わせれば、どうしておまえがあれと友達をやれているのかわからない」

「まあ、シガノさんがいじめてたの兄さんだけですし」

「それが一番納得いかんのだ！　いや、犠牲者を増やしたいという意味じゃないぞ！」

　ぐるぐると狼おおかみのようにミキヤは唸うなる。

「毎日毎日、文字通りの意味で踏んだり蹴ったりで尻に敷かれた恨みは絶対に忘れんぞ！　マウントを取る（物理）だからなあいつの場合は！」

「その割には毎日のようにシガノさんのところに行ってませんでした？」

「おれが行かないとあいつが来るんだよ！　だったら行くしかないだろ！」

「やっぱり仲良しですよね？」

「なら、あれだ。忘れもしない、九歳のバレンタインデーだ。ドイツに渡るちょっと前、おれはクラスで一番の美人と評判だった宮みや崎ざきさんに義理だがチョコを貰もらえた」

「覚えてますよ、兄さんが大喜びして何な故ぜかお仏壇に供えてましたよね」

「あれは神棚に供えるのと間違えた、いやとにかく、その大切なチョコを、あの悪魔は勝手に食べてしまいやがったわけだ！　秘密にしておいたはずなのに！」

「すみません、それ教えたの私です」

「ミヤさん！」

「喜びすぎてる兄さんがちょっぴりうざかったので、つい」

「え、えー、お兄ちゃんショック。いや、うん、今はシガノの話だったな。ひどいのはこの後だ、奴やつがお詫わびと称して持ってきた、なんすかこれ炭ですかと言いたくなるような苦くて硬くてパサパサした謎の物体を、おれは無む理り矢や理りに食わされたんだ！」

「ああ、シガノさんが手作りチョコに挑戦して失敗した話ですね」

「おれはあれをチョコレートと認めない、失敗作だとしてもだ」

「因ちなみに、宮崎さんは同じクラスの山やま内うちくんと付き合ってたらしいです」

「マジで？　おれ、普通に山内とも仲良かったのに全然知らなかった……」

「というかですね、もう面めん倒どうくさいのでぶっちゃけてしまいますけど」

「うん」

「シガノさんは昔からずっと兄さんのこと好きなんだと思いますよ」

　数秒の沈黙が兄妹の間に訪れる。

「すまない、よく聞こえなかった。いや聞こえてはいたがおれの耳がおかしくなってしまったみたいだ、悪いがもう一度、ゆっくりと言ってくれるか？」

「はい」

　妹は頷うなずき、話を続けた。

「シガノさんがですね」

「うん」

「昔からずっと」

「ああ」

「兄さんのことをラブなんです」

「なるほどな」

　ミキヤはふっと微笑ほほえみを浮かべて頷いた。

　シガノが、ずっと昔から、ミキヤのことを好きだったと。

　なるほど妹はそう言っているのだと、きちんと理解した。

「ハハハ、妹よそれはない、それはない」

　パタパタと手を振りながらミキヤは笑い飛ばした。

「なんでも男女の恋愛沙汰に結び付けてしまうのは、おまえの年頃なら仕方のない話なのかもしれないがな、おれとシガノに限ってそれはない」

「そうですかね？」

「だったら、おれに対する長年の暴虐はどうなる、あれが間違えても好きな相手にするような行動か？　今でもたまに夢に見てうなされてるんだぞ！」

「シガノさん、好きな人ほどいじめたくなるタイプですから」

「そんな愛情表現は溝どぶに捨ててしまえ！」

　過去の色々をうっかり思い出してしまいヒートアップしたミキヤが叫ぶ。

　瞳に炎を灯ともし、席を立ち、決意を固めるように強く拳を握りしめて宣言する。

「とにかく！　おれは、この選挙に勝ち、過去のトラウマを払拭する！　おれの人生というレールを塞ぐどころか圧おし潰つぶそうとしている柊ひいらぎシガノという悪魔を滅ぼしてやる！」

　高らかに宣言した次の瞬間、学食のドアが開く音がした。

「すみません、もう閉店なんです」

「構わないわ、すぐ終わるから」

　カツンカツンカツンとヒールの音も高らかに、さながら、進軍する魔王のように。

　小柄な、小柄すぎる体に有無を言わせぬ迫力と力強さを秘めて。

　威風堂々と問答無用にやって来た彼女は脂汗と冷や汗を同時に垂れ流しているミキヤの前に腰を下ろし、すらりと細く、だが引き締まった足を組んだ。

　しゃらりと長い黒髪をかき上げて、にこやかに微笑みかける。

「ごきげんよう、あなたの人生というレールを塞ぐどころか圧おし潰つぶそうとする悪魔よ」

「き、聞いてるんじゃねえよ！」

　若干声が震えていたが、それでもミキヤはシガノを真っ向から見据えて言い返した。

「おれの憩いの一時を邪魔するんじゃねえ、何しに来やがった！」

「あら失礼な態度ね」

　薄く、シガノが赤い唇を吊つり上あげる。

　ちらと、彼女の視線はテーブルに置かれた、ミキヤの『票』に向けられた。

「私の依頼に、あなたを協力させてあげようと思ったのにね？」

「……なに？」

　思わず、ミキヤは怪け訝げんな顔をした。

　結局のところ生徒会選挙とは票の奪い合いである。

　シガノは同じ生徒会長代行であり生徒会長の座を争うライバルだ。

　二人の腕には、それぞれ、生徒会長代行の証あかしである無骨な銀の腕輪が輝いている。

　ライバルの依頼に首を突っ込むメリットはあれど、首を突っ込ませるメリットはない。

　つまりそれは独力では解決できないと判断したか、さもなければ、依頼にかこつけて何かを企たくらんでいるかのどちらかだ。

　そして性格上、間違いなく後者だとミキヤは踏んだ。

「悪いが──」

　断ろうとしたところで、シガノが、どん、と重たげな袋を置いた。

　自重で僅かに傾き、口から『票』と書かれたコインがじゃらりと数枚零こぼれ落おちた。

　袋は一つでもミキヤが集めた『票』の倍はあるだろうか。

「なん……だと……」

　選挙期間が始まりわずか一週間、ここまでの差がつく理由がわからない。

　この一週間、特に大きな事件もなかった──否いな。

「ご明察。これが中等部から神しん智ちだった私と転校したてのあなたの差かしらね」

　一段階、シガノが笑みを深くする。

　ぐう、と、ミキヤが呻うめきシガノを睨にらんだ。

　端的に言えば人脈と地盤の差である。

「……依頼人は？」

　ひどく苦々しい顔をしてミキヤは問うた。

　これで、罠わなだと確信していても、シガノの誘いに乗るしかなくなった。

　勝ち誇るように、薄く、静かに、シガノが微笑ほほえむ。

「風紀委員会だから報酬は期待できるわ」

　生徒会長が学園の守護者なら、各委員会は学園の実務者である。

　要するに公務員である。

　風紀委員の場合は警察権を与えられ学園の治安維持活動を担っていた。

「依頼は危険幻獣の捕獲、もしくは、退治」

「……ほう？」

「場所は水晶ヶ池」

「確か、寮の向こうの、森の中にある湖だったか？」

「現れたのは水棲馬ケルピーよ」

「大事じゃねえか！」

　幻獣『ケルピー』、水棲馬ケルピーの名に相応ふさわしく川や湖に住まう馬である。

　黒い鬣たてがみに青白い肌、その馬体はギリシャ彫刻の如ごとく逞たくましく美しい。

　しかし、その性質は残忍にして狡こう猾かつ。水場に近付いた人間を引きずり込み溺死させその腸を撒まき散ちらすと言われている。明確な悪意を宿して害を為なすその性向はある意味でドラゴンより性質が悪いかもしれない。

「どうなってんでこの学園は、幻獣種なんてそう簡単に現れるもんじゃないだろ」

「生物部がドラゴンを召喚する学園でそれを言うの？」

「……そうだったな、ここは魔法学園としてもどうかしてるんだったな」

　言われてみれば転入直後にドラゴンと遭遇していたと、ミキヤは頭を抱えた。

　ここは実践主義かつ放任主義の神しん智ち魔法学園である。

「誰かが召喚して、きちんと召還せず池に捨てたなんて可能性もあるわけか」

「あるいは、うっかり迷い込んでしまったのか」

「野良犬じゃねえんだぞ」

　嘆息して、気を取り直すように首を振る。

　生真面目なミキヤからすれば、どちらにせよ放っておけない話である。

　そして、シガノは、そこまで読み切った上でこの話を持って来たのだろう。

（これだから、幼おさな馴な染じみという奴やつは性た質ちが悪い）

　苦々しい顔をして、じろりとシガノを睨にらんだ。

　平然と、シガノは氷の仮面のような薄い微笑ほほえみを浮かべてその視線を受け止めた。

「幸いまだ犠牲者は出ていないけれど急いで対処してほしいと頼まれているわ」

「……そりゃそうだろうな。引き受けるのは構わないが肝心の報酬はどう分配するんだ」

「もちろん、決まっているでしょう」

　ぴん、と、彼女は人差し指を立てる。

「ケルピーを仕留めた側が総取りよ」

「乗った」

　生物部のドラゴン脱走以来の大型依頼である。

　この依頼の報酬を独占した側が生徒会長に一歩近づくのは間違いないだろう。

　静かに、彼女は頷うなずく。

「明日の午後二時、集合は現地で」

「午後二時に水晶ヶ池だな」

　ミキヤもまた頷く。

　頷きながらもその視線は熱く、火花を散らすようにシガノを睨にらみ続けている。

　ぬるい──ミキヤが注文したはずの──紅茶を、シガノは一息に飲み干した。

　睨むミキヤを見つめ返し、くすりと、からかうように笑った。

「それじゃあ、明日を楽しみにしているわ」

　静かに立ち上がり、現れた時と同じように颯さつ爽そうと歩き出す。

　小さな背中で長い黒髪が揺れていた。

　ハイヒールが床を叩たたく音も高らかに、長い黒影と共にシガノは去って行った。

「ふん、おれこそ、明日が楽しみだよ」

　不敵に、ミキヤは笑った。

　舞台は池、敵は水棲馬ケルピー。

　四大元素を扱うミキヤにとっては得意分野ですらある。

　シガノが何を企たくらんでいようとも正々堂々と打ち破ってやる──そう胸中で呟つぶやく。

「覚悟しろ、柊ひいらぎシガノめ！」

　っていうか声に出ていた。

「ちょっと良いですか兄さん」

「うん、どうした妹よ」

「もしかして、今のは遠回しなデートの誘いだったんじゃないですかね」

「……依頼の話だろ？」

「多分、シガノさんはわざと言わなかったと思うんですけど……」

　ミヤは兄の察しの悪さに呆あきれたように小さく首を振った。

「水晶ヶ池って、学園で一番有名なデートスポットですよ？」

「……なん…………だと？」




　翌日午後十四時、集合の五分前に、ミキヤは現場を訪れた。

　待ち合わせには少し早かったのか、まだシガノの姿はない。

　水晶ヶ池──『異界』神しん智ち魔法学園が取り込んだ三つの森のうち最も危険度が低いとされる『守護森』に存在する大池、実質的には湖である。

　位置としては本校舎の南方にある学生寮、のさらに南方にあたり、本校舎からでは遠いが学生寮からならちょっとした散歩コースぐらいの距離にある。

「なるほどな、それで水晶ヶ池、か」

　目の前の絶景に、ミキヤは思わずため息を漏らした。

　名前の通り、水晶のように澄んだ、美しい湖面であった。

　透明度の高い、澄んだ水が、春の陽光を反射してキラキラと輝いている。

　ぱちゃん、と、魚が一匹、湖面に跳ねた。

　周囲を囲む森から吹く風もまた、緑の匂いを含んで心地よい。

　すうと深く息を吸い込む、それだけで少しだけ気分が明るくなるようだった。

　水の精霊の力も強く、きっと、ここなら良いウンディーネが召喚できるだろう。

　しかし、少しばかり落ち着かないのは。

「……本当に、カップルばっかりだな」

　季節は春。

　多くの動物が発情期を迎える時節である。

　古代中国では、この時季に限って、農民は婚礼なしでの結婚を許されていたそうだ。

　だから、ではないが、まるでそういうマナーでもあるかのように、一定の間隔を保ち、カップルが池の縁に並んでいた。自分のように制服姿──やはりいつも通り、侍の刀よろしく腰に杖つえをさしている──の学生は見かけない。

　ケルピーの出現はもう風紀委員により通達されているというか、水晶ヶ池へ向かう途中に立札が立てられていたので知らないはずはないだろう。

　危険もなんのその、ケルピーよりもデートが大事ということである。

　その逞たくましさに呆あきれるやら感心するやら、ミキヤは小さく苦笑した。

「あら、待たせてしまったかしら」

「いや、さっき来たところだ」

　草を踏む音、佇たたずむミキヤの背後から声がする。

　声に反応して振ふり返かえる。

「──」

（な、なに──）

　思わず、息を呑のんだ。

　白い、清せい楚そな、ワンピースの裾が風に揺れていた。

　片手に小ぶりなバスケットを下げている。

　心地よい春風にシガノは瞳を細め、長い黒髪を手で押さえる。

　柔らかく、微笑ほほえみかけて来る。

「良い天気ね」

「……あ、ああ、そう、だな？」

（……シ、シガノが、かわいい、だと？）

　一体、何な故ぜ、私服なのか。

　依頼、生徒会長代行としての仕事なのだから、制服で来るべきじゃないのか。

　代行の証あかしである腕輪が少々、白いワンピースからは浮いているかもしれない。

　しかし似合っているか、いないか、で言えば、圧倒的に似合っている。

　普段、黒い服ばかりを好んで着ているしそれもまた似合っている、が、純粋な趣味だけで言えば白の方が好みであるかもしれない──

「め、珍しいな、おまえが、白いのは」

「そうね」

　からかうようにシガノが笑った。

「でも、あなたはこういうの好きでしょう？」

「なっ」

（ま、まさか、本当に、デートの誘いのつもり、だったのか──）

　いや、まさか、そんな、馬鹿な。

　だが、しかし。

「ほら──」

　くるり、と、ステップでも踏むようにミキヤの前で一度、回って見せる。

　ふわり、白いワンピースが風を孕はらんで膨らみ揺れる。

　しゃらり、艶つややかな長い黒髪が風に揺れて静かになびく。

　思わず、どきりと、胸が跳ねる。

　白いワンピースの裾から覗のぞく、ハイヒールを履いた足が、ひどく、眩まぶしかった。

「──ね？」

　くすりと、また、からかうように笑う。

　こういうの好きなんでしょ？

　と、その悪戯いたずらっぽく輝く猫のような瞳が言っていた。

　ぐぬぅと呻うめき、ミキヤは視線を逸そらす。

「た、単に珍しいから見てしまっただけだ、おまえを相手に好きも嫌いもあるか」

「ふぅん？」

　つい、と一歩、ミキヤに近寄った。

　少し背伸びをするようにして、彼女はミキヤの顔を覗き込む。

　視線を逸らせば、逸らした方向に追いかけて来る。

　長い黒髪が春風にそよぎ、僅かな、花の香りが鼻をくすぐる。

「まあ、許してあげるわ」

　にんまりと、シガノは口元に手を当て、先程より強くからかいの色を込めて笑った。

　ミキヤは何故か、命からがら虎の顎から逃れたような気分で大きく息を吐いた。

「よ、よし、さっさとケルピーを捕獲してしまおう」

「そうね」

　奇妙なぐらいに上機嫌にシガノは頷うなずく。

　だが、ミキヤの本能は、その機嫌のよさに危険信号を感じ取る。

　当たり前のように、シガノは、ミキヤの手を取り、握り、繋つないだ──

（なにぃいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい──！）

　ミキヤの心臓が飛び跳ねる。

　シガノの、女の子の、掌てのひらは、思ったよりも小さく、柔らかい。

「な、なななななな、なんのつもりだ！」

「あら、だって、釣りをするなら餌が必要でしょう？」

　くすくすと、ミキヤの困惑を面白がるかのようにシガノが笑う。

「ケルピーを誘おびき寄せるにも、それ相応の囮おとりが必要よね？」

「まさか、まさか、おまえ！」

　反射的に周囲に視線を走らせる。

　学園でも有数のデートスポット、等間隔に並んだ恋人たちの群れ、そして、報酬を奪われる可能性を理解しながらあえてミキヤを依頼に誘った理由──

「水晶ヶ池でデートをするカップルのふりをする、つもり、なのか？」

「別に、私は、ふりでなくても、構わないわよ？」

「ま、待て、囮なんて使わなくても、ウンディーネを召喚すればいくらでもやり方は」

「あるでしょうね。私があなたの一人勝ちを許してあげるならば」

「ぐっ……」

　四大を操るミキヤにとって水の精霊の力が強い水晶ヶ池は有利なフィールドだ。

　水中呼吸で直接乗り込んでも良い、渦や水竜巻を起こして引っ張り出しても良い。

　そもそもケルピーが厄介なのは水中を棲家にしているという点が大きいのだ。

　翻って、シガノの鎖では、それこそ、餌でもつけて吊つり上あげるしかないだろう。

　だから、ミキヤを誘った。

　一応、筋は通って……いない。

　ウンディーネを使わせず、囮作戦をするなら、ミキヤを誘う意味はない。

　どうしても、無む理り矢や理りに、そこに意味を見出すとすれば──

（ま、まさか、本当に、回りくどいデートの誘いだったのか？）

　だとすれば、ミヤの言葉は、正しかったということになる。

　今までの暴虐が本当に単なる捻ねじ曲まがった愛情表現であり、シガノは──

（いや冷静になれ近衛このえミキヤ！　相手は柊ひいらぎシガノだ！　この暗黒に暗黒を注いで煮詰めたような幼おさな馴な染じみのことだ、きっと、何か、別の企たくらみがあるはずだ！）

　瞬間、ミキヤの脳裏に圧倒的な閃ひらめき、天啓が訪れた。

（そうか、この女は、依頼にかこつけて、おれの心をへし折るつもりだな！）

　ミキヤにとってシガノとはトラウマの塊である。あえてカップルのふりを強要し精神に致命的なダメージを与えてしまえば、もはや生徒会選挙どころの話ではない。

（読めた、読み切った、おまえの負けだ柊ひいらぎシガノ！）

　伊だ達てに、幼少の頃から、シガノの暴虐に耐え続けたわけではない。

　今更、一日、デートもどきをしたところで折れるほど弱い心はしていない。

　ミキヤは自分を納得させ、胸中で快かい哉さいの叫びをあげた。

「わかった、おまえの囮おとり作戦に乗ろうじゃないか」

「よろしい」

　満足そうに、シガノは頷うなずく。

「なら──恋人ごっこを始めましょう」




　かくてケルピー討伐囮作戦が始まった。

　二人は早速、どこからどう見てもちょっとばかり身長差があるカップルのように手を繋つないで湖のほとりを歩き、程よい位置で、ピクニックシートを敷いて腰を下ろした。

　正面、彼女が置いたバスケットを挟んで、向かい合う。

「ずっと気になってたんだが、そのバスケットはなんだ？」

「マドレーヌを焼いて来たの」

「なん……だと？」

　瞬間、ミキヤの脳裏に過よぎったのは、幼いシガノが製作した炭と間違えてしまうようなというかもうこれ完全に炭だろと言いたくなる自称手作りチョコレートである。

　その例を省みれば、マドレーヌと称するレンガが出て来てもおかしくはない。

　九割の不安と一割の絶望を抱いたミキヤの前で、シガノはバスケットを開いた。

　まず取り出されたのは大ぶりな魔法瓶とティーカップだった。

「本当は、淹いれたての紅茶を用意したかったのだけれど」

「あ、ああ、屋外だし、まあ、仕方ないだろうな」

　ミキヤは処刑を先延ばしにされたような気分で安あん堵どの息を吐いた。

　シガノが魔法瓶から紅茶を注つぐ。

　白い湯気がふわりと立ち昇り、春風に揺れなびく。

　紅茶の香りが、ミキヤのささくれだった心を僅かに癒いやす。

「さて、と──」

　満を持して──バスケットの中から、マドレーヌを四つばかり収めるには手ごろな大きさであろう紙箱が取り出された。

　ミキヤはこの世に存在する全ての悪が封じられているというパンドラの箱を見るように、シガノの小さな手が紙箱を開けるのを見守った。

　果たして、そこにあるのは──

「……マ、マドレーヌだ！　マドレーヌがある！」

　狐きつね色いろの焼き目も美しい、紛まぎれもない、マドレーヌが存在していた。

「当たり前でしょうに、なにを言っているのよ」

「待てよ……味付けに塩コショウと辛子を用いているという可能性が？」

「ないわよ」

　さすがに呆あきれたようにシガノが肩をすくめた。

「それより、ちょっとこのマドレーヌを温め直してくれるかしら」

「へ？」

「あなた、四大が自慢なのでしょう？」

「あ、ああ、そういうことな」

　あまりに真っ当なマドレーヌが出現したことでかえって思考が追い付いていないミキヤが慌てたように数度頷うなずいた。

　そして精神を落ち着けるために数度、ゆっくりと、深く呼吸を繰り返す。

　火の精霊を召喚してマドレーヌを温め直す程度、天才魔法使いと呼ばれたミキヤには造作もないことである。造作もないことではあるが。

　魔法とは意思の力であり、イメージの産物である。

　心が乱れていては簡単な魔法すらしくじる可能性は十分にあった。

　魔法を使うには落ち着きが肝要なのだ。

「──サラマンダーの舌よ」

　杖つえを使うまでもない、短い呪文と共に、掌てのひらに乗るほどのサイズの精霊を召喚した。

　召喚された燃えるちびっ子はその体でマドレーヌに抱き着くようにして熱を伝える。

　徐々にマドレーヌから、焼きたてを思わせる、香ばしい香りが漂い始める。

「女の子の姿をしているのね」

　興味深そうに、シガノはサラマンダーを眺めていた。

「サラマンダーは文字通り、火のトカゲではなかったかしら？」

「ああ、プリニウスの博物誌からずっと、サラマンダーは火のトカゲだよ」

　ミキヤは頷き、口の端に小さな苦笑いを浮かべた。

　伝統的、古典的、正統派の魔法使いとしては僅かにだが外れている。

「どうも擬人化した方が扱いやすくてな、外見だけアレンジした」

「ふぅん」

　しげしげと、シガノはサラマンダーの、主に顔を眺める。

　サラマンダーも、心なしか、不思議そうにシガノを見ているような気がした。

「ねえ、この子のモデルって、私？」

「……いや、違うというか、モデルなんて使ってない」

「でも、擬人化にはあなたのイメージが関わっているのよね？」

「それは、まあ、な」

「だとしたら、私の要素が全く含まれていないわけでもないわよね」

「それは……まあ…………多少は、無意識的に混ざった可能性は」

　ない、と言い切れない、かもしれない。

　シガノは勝ち誇るように薄い微笑ほほえみを浮かべ、からかうように囁ささやいた。

「変態」

「ぬぐぅ！」

　謂いわれのない、だが、反論しきれない侮辱にミキヤが呻うめいた。

「全くドイツで何を学んで来たのかしらね」

「魔法だよ！　毎日魔導書を読んで、儀式をして、瞑めい想そうして、真面目に勉強してたよ！」

「知ってるわ、ミヤの手紙を読んだもの」

　くすくすとシガノが上機嫌に笑う。

「ねえ、そろそろ、マドレーヌも良い頃合いじゃないかしら？」

「……そうだな」

　ミキヤはサラマンダーを呼び戻す。

　サラマンダーは頷うなずくと、そのままぴょこんとミキヤの肩に乗った。

　温め直したマドレーヌが改めて皿に乗せられ紅茶の隣に置かれる。

「いただきます」

　と、シガノが意外に礼儀正しく手を合わせた。

　ミキヤも同じく手を合わせ、まずは紅茶を口に含んだ。

　春の空気に、紅茶の温かさが心地よい。

　目の前に広がる美しい水晶ヶ池を眺めながら飲む紅茶の贅ぜい沢たくなことよ。

「美う味まいな」

「どういたしまして」

　純粋な好みで言えばミヤの淹いれる紅茶であろうが、屋外で飲む紅茶もまた悪くない。

　そして若干の覚悟を決めながら、ほんの一瞬躊躇ためらうも、マドレーヌに手を伸ばした。

　匂いはマドレーヌである。

　味もまた、驚くべきことにマドレーヌであった。

「──！」

　しっとりとして舌触りも良く、バターの香りが高く、豊かな甘さが舌に広がる。

「う……美う味まい」

「そう、口に合ったようで良かったわ」

　僅かにシガノが微笑ほほえんだ。

　春風が長い黒髪を僅かに揺らす。

「いや、本当に美味いな、驚いた……」

　辛うじてマドレーヌだと理解できる程度の味をしていれば御の字だと思っていたミキヤは完全に予想外の、ごく普通に美お味いしい、街の菓子屋で売っていてもおかしくはない程度に上出来のマドレーヌに半ば感動に近い思いすら抱いた。

　ふふ、と、満足そうにシガノが笑う。

「これでも練習したのよ」

「……へ、へえ」

　まさかおれのために──などと、思ってしまったが言えるわけがない。

　囮おとり作戦の恋人ごっこにしては手が込んでいるとは言え、思いついてしまったこと自体が恥ずかしいような明らかに自意識過剰な台詞せりふである。

　それもこれも、昨日のミヤのセリフが後を引いているせいであった。

『シガノさんは昔からずっと兄さんのこと好きなんだと思いますよ』

　脳裏に過よぎる言葉をかき消すようにミキヤはもう一口マドレーヌを食べた。

　続けて、ふと思い出し、マドレーヌを紅茶に軽く浸す。

「洒落しやれたことをやるわね」

「あ、ああ？　これか、向こうドイツで教わったんだよ」

「ふぅん、私もやってみようかしら」

　なんとか動揺を気取られずに済んだとミキヤは安あん堵どする。

　狐きつね色いろのマドレーヌは琥こ珀はく色いろの紅茶に濡ぬれ、さながら少女が服装によってその趣を変えるように、甘い焼き菓子に上品な紅茶の香りと微かすかな渋みが加わり新しい彩を宿していた。

　より芳ほう醇じゆんで、より複雑な味わい、新しい顔を見せていた。

　シガノが真ま似ねをして、マドレーヌを紅茶に浸す。

　一口、小さな口に運び、少し驚いたように口元を押さえた。

「あら本当、美味しいわねこれ」

「だろ？」

　心なしか自慢気にミキヤが言った。

　ぺしぺしと肩の上のサラマンダーがそんなミキヤの頬ほおを叩たたく。

　ミキヤは苦笑し、サラマンダーの口元に紅茶に浸したマドレーヌを運ぶ。

　燃える乙女は満面の笑みを浮かべてマドレーヌに噛かじり付つき、その三分の一ほどを、あるのかも怪しい胃に収めると幸せそうに上半身を揺らした。

「ご苦労、もういいぞ」

『……♪』

　ぺこり、役目を終えたサラマンダーが一礼をする。

　その足元に魔法陣が浮かび、火の精霊、燃える乙女は還かえった。

　そのやり取りをマドレーヌ片手にじーっと見ていたシガノが呟つぶやく。

「変態」

「なんでだ！」

「全くドイツで何を学んで来たのかしらね」

「魔法だよ！　毎日魔導書を読んで──ってさっきもやったぞこのやり取り！」

「その結果が、自分好みのちっちゃな女の子を召喚してペットのように可愛かわいがる姿？」

「おれの魔法を特殊な趣味の発露みたいに言うな！　四大の魔法使いは、まず精霊と良い関係を築くところから始まるんだよ。だから召喚した後は必ずお礼をするんだ！」

「ふぅん」

　にやり、と彼女が口元に笑みを浮かべた。

　ぞっ、と、ミキヤの背筋に悪寒が走った。

「だったら、あなたは私にもお礼をするべきね」

「な、なんのお礼だ」

「美お味いしいマドレーヌをご馳ち走そうになったお礼よ」

「…………しまった反論できない！」

　マドレーヌ自体が罠わなだったのか！

　果たしてどんな無理難題を要求するつもりかと、ミキヤは思わず身構えた。

　しゃらりと、シガノは長い黒髪をかき上げる。

　つい、と彼女は身を乗り出した。

　片手をシートについて、ミキヤを下から覗のぞき込こむような姿勢で、紅茶に浸したマドレーヌを口元に運ぶ。

「はい、あーん」

「……あ？」

　ミキヤは目を丸くした。

　数秒、何を求められているのか理解できなかった。

　理解の後に襲って来たのは恐怖と戦慄であった。

　シガノが、あの柊ひいらぎシガノが、それこそラブラブなカップルのように素直に『あーん』などするはずがない！

　大人しく口を開けてマドレーヌを待っていたら食べる寸前でひょいと取り上げてお預けした挙句に自分で食べてしまう、ぐらいの悪戯いたずらならばまだかわいい方だ。

　油断したところを喉の奥に叩たたき込こまんばかりに無む理り矢や理り詰め込むつもりか！

　あるいは今、シガノが持っている一つだけ、辛子入り激辛マドレーヌかもしれない！

「──！」

　そこまで一瞬にして深読みしたミキヤは気付く。

　ぐっ、と、身を乗り出して上目遣いにこちらを見上げているシガノの胸元、良く似合う白いワンピースは、その実、小柄な彼女に対して少しばかりオーバーサイズだった。

　気付いてはいまい。

　ほんの僅かに余っていた布地が重力に従い下方へ垂れ、肌と布の間に空洞を作り、出来上がった隙間から無防備にも、黒い、そう、隠すべき胸を隠す布地が見えていることに。

　指摘するべきか、指摘しないべきか。

　いずれにせよろくな未来が見えない！

「隙あり」

「むぐぅ！」

　とか、色々と考えていたら普通にマドレーヌを口に突っ込まれた。

　幸い喉奥に無理矢理とかではなく、少々強引に、食べさせられたぐらいではあった。

　瞬間パニックになるも、冷静になれば飲み込めなくもない。

　マドレーヌを飲み込み、紅茶を一気に飲み干して息を吐く。
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　ミキヤの顔を、すぐ傍そばからじっとシガノが見詰めて小首を傾かしげる。

「どう？」

「え、あ？　ああー……うまい、よ？」

「本当は？」

「…………びっくりして、味がわからなかった」

　ふいとミキヤは気まず気に目線を逸そらして答えた。

　その姿が余程に面白かったのか、ミキヤの目の前でシガノが笑い始めた。

「あははははははははははは！」

「……シガノ？」

　蹲うずくまって、掌てのひらでシートを叩たたきながら、一人でまさしく大爆笑している。

　シガノのそんな姿を見るのは、初めてだった。

　昔の、記憶の中にある彼女は、楽しそうに──ミキヤを椅子にしたり犬にしたり馬にしたり踏んだり蹴ったり跨またがったり──していた時ですら陰があったように思う。

　こんな風に笑うことがあったのか。

　あるいは、こんな風に、あけっぴろげに、笑えるようになれたのか。

　歳月は人を変える。

　離れている間に変わってしまうのは自分だけではないのだと当たり前のことに気付く。

「……おまえ、元気になったなあ」

「六年もあればね」

　ごろん、と彼女はシートの上に仰あお向むけに転がった。

　くすくすと、まだ、楽し気に唇の端に微笑ほほえみを浮かべていた。

「ああ笑わせてもらったわ、バッカみたいね、あなた」

「うるせえ！　そもそも、おまえは何がしたかったんだ！」

　なんの悪戯いたずらでもなく、攻撃でもなかったことが逆に驚きである。

「別に？　ただ、あなたを驚かせてあげたかっただけよ」

　片膝を立てるようにして、寝転んだまま器用に足を組む。

　白いワンピースの裾が僅かにめくれ、ミキヤは紳士的に視線を逸らす。

「ふふっ──」

「──ッ！」

（──しまった、気付かれたか！）

　事故であれ、偶然であれ、見えたと気付かれたら攻撃の口実を与えることになる。

　誤魔化さねば、と、思うミキヤの眼がん前ぜんで、予想外のことが起きた。

　シガノが、逆立ちをしていた。

　もやは裾からちらりところではない、スカートがめくれ上がってモロである。

　同時に、ミキヤは戦慄した。

（なんという見事な黒……だが、これは、この色いろ艶つやは、まさか──！）

「み、水着だと！」

　シガノの両足が、ミキヤの首を挟み、天地がひっくり返る。

　気付けば、互いの体勢が変わっていた。

　ミキヤが地面に仰あお向むけに倒れている。

　その上に、それこそ馬に跨またがるようにシガノが座っていた。

　春風に長い黒髪が揺れる。

「水場の依頼だから水中戦に備えて着ておいたの」

　からかうように彼女は言った。

「これでもガードは固いつもりよ」

「そいつは用意周到だな！　良いから、さっさと、おれの上からどけ！」

　トラウマを刺激されるマウントポジション、声の震えを抑え込み叫ぶ。

　身長差も体重差も下手をすれば大人と子供ほどもあるのに押しのけられない。

　体重のかけ方が絶妙、ミキヤの動きに合わせ、否いな、先読みして妨害しているのだ。

「どこでこんな寝技を覚えやがった」

「あなたを待っている六年間によ」

「ぐおっ！」

　ぐい、と、シガノがミキヤのネクタイを掴つかんだ。

　ネクタイを掴み、上から組み敷くように、シガノが顔を寄せる。

「色々と勉強したわ。料理に、お菓子作りに、魔法に、投げ技、足技、それと関節技」

「げ、元気になりすぎだろ！　三つ目から、いや、妥協して四つ目からおかしい！」

　そして顔が近い。

　トラウマとは別の理由で、心臓の鼓動が激しくなる。

「あら、格闘技なんて魔法使いの嗜たしなみでしょう？」

「こ、ここまで本格的にはやらないだろ」

　事実、大半の魔法学園では体育の授業中に武術を教えている。

　純粋な護身、体力作り、精神の鍛錬、集中力の強化等が主な目的である。

　ミキヤも多少の心得はあるがシガノの見せた動きは明らかに多少の範はん疇ちゆうを超えていた。

「ほら、戻って来たあなたをいじめてあげるのに役立つと思って」

「学んだ理由が最悪すぎるぞこの悪魔……」

「ふふっ、なんとでも呼びなさい」

　花開くように、可か憐れんに微笑ほほえむ。

　思わず見み惚とれてしまいそうなほどに。

　吐息と吐息が交わるほどに、近く。

「ずーっといじめてあげるわ、天才魔法使いさん」

「ま、待て、これは、あくまで依頼のための芝居じゃ──」

　長い黒髪、赤い唇、白い肌。

　甘い、花の蜜に似た、脳の痺しびれるような、シガノの香りがする。




「って、いい加減にしろ貴様らああああああああああああああああああああああ！」




　ざっぱぱぁぁぁぁぁん！

　怒りに燃える声と共に、湖の中から黝あおぐろい肌をした逞たくましい馬が現れる。

「ケルピーだ！　ケルピーが出たぞー」

「逃げろ、引ひき摺ずりこまれるぞ！」

「ねえ、なんか大きくない！」

　わっ、と、その姿に驚いたか、池を囲むようにして並んでいたカップルが逃げる。

　圧倒的な巨きよ躯く、幻獣種と呼ばれるに相応ふさわしく逞しい馬体から発せられる威圧感。

　黒い鬣たてがみ、青い肌、見開かれた双眸は憎悪に滾り二人を睨にらむ。

「我はこの水晶ヶ池の守護者なり、この美しき湖を穢けがすものに天てん誅ちゆうをくだーす！」

「なっ、ケ、ケルピーが喋しやべった！」

　水棲馬ケルピーの知能は高いがそれはあくまで動物的な知能の高さだ。いかに幻獣種であれど人語を解すなどありえない、この珍事にミキヤは目を見開く。

「ヒッヒーン！」

　嘶いななきと共に水棲馬ケルピーはその太い前足を跳ね上げ、二人を水中に引きずり込まんと──

「グレイプニル──」

　次の瞬間、すかさず立ち上がったシガノが長い黒髪をなびかせ光の鎖を振るう。

「なんとぉ！」

「おわー」

「おっとっとー」

　一体のはずのケルピーから悲鳴が三つ。

　鎖はケルピーの全身に絡みつき、そのまま一本釣りの要領で湖から引き上げた。

「……なんだこりゃ？」

　釣り上げられ湖のほとりに転がされたケルピーは、なんとも安っぽい……ベニヤと布で作った張りぼてのような姿をしていた。

　もぞもぞと、張りぼての下から、中の人たちが這はい出て来た。

「お、おのれぇ……」

「やっぱ喋しやべったらダメっすよリーダー」

「普通ケルピーは喋らないっすからねえ、あれでバレちゃった感ありますよね」

　張りぼてケルピーの中の人たち──紙袋ををすっぽり被かぶって顔を隠したもはや怪しいとかそういうレベルではない完全な不審人物が口々に言う。

　制服を着ているから多分、神しん智ちの生徒なのだろう……

「……なにこれ」

「いや、えーと……誰だ……と、いうかなんだ、おまえら？」

　呆あきれたようにぼやくシガノ。

　ミキヤもまた完全に気の抜けた顔で三人に問うた。

　しかし不審者三人組のリーダーらしき紙袋は堂々と立ち上がりやはり堂々と名乗った。

「我々はこの水晶ヶ池のガーディアン！　水晶ヶ池環境保護推進同好会──」

　一度言葉を切り、わざわざ、ためを作って宣言する。

「人呼んで、正義の戦士クリスタルシェパードであーる！」

「まあ無認可同好会なんすけどねー」

「リア充どもむかつよくねーってノリで始めたところあるしねー」

　三人の間にも微妙な温度差があるらしく、リーダーの左右の二人がそう補足した。

　ミキヤたちの微妙な顔にも気付かず紙袋リーダーは熱弁を振るう。

「そう我々は気付いたのだ！　この美しい水晶ヶ池を守り真に学園生徒の憩いの場とするためには、この湖を我が物顔で不当に独占するリア充を追い出さねばならぬと！」

「あいつら、後から来たくせに『空気読んでどっか行け』とか言いやがるんだもなー」

「男同士で水晶ヶ池に来て悪いか、風ふう光こう明めい媚びな自然を楽しんで悪いかって話だよなー」

　なー、と、やはりリーダーの左右の紙袋が顔を見合わせ頷うなずく。

　やはり微妙な顔で、一応立ち上がりながら、ミキヤは重ねて問うた。

「要するに……この事件は、おまえらクリスタル、クリスタルシェパードが？　水晶ヶ池からカップルを追い出すために引き起こしたってことだな？」

「その通り、リア充どもに冷や水をぶっかけデートを台無しにしてやったわ！」

「やり過ぎて風紀委員の目が厳しくなったから大人しくするつもりだったんだけどなー」

「あれだけ目の前でいちゃいちゃされたらリーダーが我慢できるはずないよなー」

　何な故ぜか自信満々に胸を張る紙袋リーダーと相変わらずゆるーく同意する残り二人。

　結果として、シガノの考案した囮おとり作戦は犯人たちの急所をついていたらしい。

　もっとも当人はさして嬉うれしそうではない。

　唇を尖とがらせた、拗すねているような怒っているような、言うならば手をつけたばかりのケーキを取り上げられたような顔をしている。

「……なによ」

「い、いや、なんでもない！」

　うっかり見詰めていたら目が合ってしまい、ミキヤは慌てて目を逸そらす。

　わしゃりと何かを誤魔化すように灰色の髪をかき三人組に向き直る。

「一応主張は理解した。つまり、おまえら環境テロリストか」

「環境テロリストではない！　無私なる自然環境保護者だ！」

「わかったわかった、で、その……張りぼてのケルピーで？」

「うむ、最初は我が専門分野である呪術を使いリア充どもを片っ端から呪ってやろうかと思ったのだがさすがに効率が悪い。そこでケルピーの召喚を考えたのだが」

　無駄に力強く、紙袋リーダーは拳を握りしめた。

「畑違いだから、何度やっても中途半端に門が開くだけで全く成功しなかった！」

「あったり前だ馬鹿野郎！　幻獣種の召喚がそんなに簡単でたまるか！」

「しかし我々は諦めなかった！　三人で力を合わせて頑張った！　具体的にはベニヤとかビニールでケルピーの外側を作り馬の鳴き真ま似ねを練習した！」

　残りの紙袋たちが順番に手を上げる。

「ケルピーを本物っぽく見せる幻術担当でーす」

「リア充をびっくりさせるの担当でーす。主に妖怪すねこすりを召喚してましたー」

　因ちなみに『すねこすり』とは人間のすねをこすって転ばせるという洋の東西を問わずよくいる『悪戯いたずら妖精（妖怪）』のことである。

　紙袋リーダーはやはり無駄に重々しく頷うなずいた。

「これぞ創意工夫！　まさに神しん智ちの実践精神ではないだろうか！」

「いや、明らかにおまえだけ大した役に立ってないだろ！」

「そんなことないっすよー、リーダーあってのおれたちクリシェパっすよー」

「いざとなったら責任を押し付けて逃げられるもんなー」

「見たか、これが人望というものだ！」

「人望か！　本当に人望なのかそれは！」

　会話しているだけでどっと疲れた気分になるのは何な故ぜだろうか。神智には尖とがった生徒が多いと学園長が言っていたが、この尖り方はありなのだろうか。

　ミキヤは頭痛をこらえるような顔をして盛大にため息をついた。

「……どうなるんだよこれ」

「そうね、一つだけ言えることがあるとしたら」

　ミキヤの隣で、多少は機嫌を直したらしいシガノがにやりと笑う。

「報酬の風紀委員会『票』は、私が独占したということよ」

「あっ……ああ！　しまった、くそっ、完全にやられた！」

　そうか、あの、強引なアプローチと思えなくもない一連の動きは囮おとりの役割を果たすと同時にミキヤを混乱させ判断力を奪うための一手だったのだと理解し納得し安心する。

　間違えても、あれだ、恋人ごっこのはずがつい本気になったとかそういうのではない。

「ふふっ、負け犬の遠とお吠ぼえが心地良いわね」

　しゃらりと長い黒髪をかき上げて、彼女は勝ち誇るように笑う。

「これで私はまた一歩、生徒会長に近付いた。まさか忘れてはいないでしょうね、敗者は副会長どれいになり生徒会長に仕えるという約束を」

「当たり前だ、忘れるもの……か…………いや、待て、そんな約束してないよな！」

　一方、三人組もまたミキヤたちの正体に気が付いた。

「その腕輪……そうか、貴様らが最近話題の生徒会長代行コンビか！」

「あー、あの、ドイツ帰りの天才魔法使い近衛このえなんとかとー？」

「あの体育祭で鎖ぶん回して大暴れしてた柊ひいらぎシガノがコンビを組んだ的な？」

「近衛ミキヤだ。コンビは組んでない。あと最後の微妙に気になるエピソードはなんだ」

「くくくくく、しかし、貴様らが風紀委員でないなら我々にも考えがあるぞ！」

　紙袋リーダーが不敵に笑う。

「こんなこともあろうかと創意工夫した我が魔法を見せてやろう！」

「なにぃ！」

　抵抗するつもりかと、ミキヤは反射的に腰の杖つえに手をかけた。

　同時に、紙袋リーダーは全身を投げ出すかのように大地へ倒れ込んだ──

「すみませんでしたあああああああああああああああああああああああああ！」

　地面に手を着き、紙袋をこすり付るそれはジャパニーズ謝罪スタイルこと土下座。

「もう二度と馬鹿な真ま似ねはしないので見逃してください！」

「これからは心を入れ替えて真面目にモテるように頑張るっス」

「マジ、自分たちが間違ってたっすわー」

　左右の二人もリーダーに続き土下座した。

　その迷いのない土下座っぷりに、ミキヤは若干引いた。

「え、えー……それで良いのかおまえら？」

「ふっ、勝てそうにない相手とは戦わないのが我らのポリシーよ！」

「やめちまえ！　おまえらもう環境テロも何もかも！」

「やめたら許してくれるんですか？」

「いや風紀委員には突き出すけど、報酬がもらえないし」

「そんなー」

「当たり前じゃあああああああああああああああああああああ！」

　もはや我慢も限界とばかりにミキヤは叫んだ。

「そもそもな！　おまえら、もうちょっとまともなことに魔法を使え！」

「わ、我々の義挙のどこがまともではないと言うんだ！」

「そうだそうだー、リア充たちにも問題があるぞー」

「あいつら、普通にゴミとかポイ捨てしてるんだぞー」

「やかましい！　どれだけ言葉を飾ってもやってることは逆恨みのテロじゃねえか！　本当に環境を守りたいならまず風紀委員なりに訴えろ！　マナーの問題も同じだ！」

「くっ！　なんという正論！」

「……馬鹿馬鹿しい、相手にするだけ時間の無駄ね」

　叫び疲れたミキヤがぜえぜえと肩で息を整える。一方のシガノも完全にやる気をなくしたように肩をすくめていた。

　水晶ヶ池に風が吹き、太陽が傾き始めた空にカラスが飛ぶ。

　カー、と、一声鳴いた。

「隙ありいいいいいいいいいい！」

　次の瞬間、土下座していた紙袋リーダーが動いた！

　紙袋リーダーは狡こう猾かつにも土下座をしたまま不意打ちの準備を整えクラウチングスタートの姿勢に移行し、ミキヤたちが気を抜いた瞬間を突いたのだ！

　既にその左手に藁人形を、右手には物々しいハンマーを握っている！

「油断したな天才魔法使い！　魔法使い同士の戦いは一瞬の隙が勝敗をわけることを忘れていたのか！　自らの愚かさを噛かみしめながら我が必殺の呪術に敗れるが良い、食らえ、簡略型丑の刻参りダイレクトアタック──」

「台詞せりふが長い」

「げふはっ！」

　光の鎖、グレイプニルが一閃。

　紙袋リーダーは普通に殴り倒され、あまつさえ、勢い余って湖にどぼんと落ちた。

　ぶくぶくぶくぶくと、当たり所が悪かったのか凄すごい勢いで沈んで行く。

「あちゃー、リーダーやっちゃったかあ」

「リーダーは諦めが悪いからなあ」

「いや、まあ……逃げずに立ち向かったあたりは評価しても良いんじゃないか？」

　呆あきれ半分、感心を半分、なんとなく、沈むリーダーを見送る……

「って、さすがに溺れたら死ぬだろあいつ！」

「そうね溺れたふりをして逃げられても困るわ」

　シガノが釣り糸よろしく光の鎖を水晶ヶ池に投げ込んだ。

　そして、何か違和感を覚えたかのように、眉根を寄せた。

「……なにか、いるわね」

「……みたいだな」

　ほぼ同じタイミングで、ミキヤもまた池の異常に気が付いた。

　四大の使い手としての直感と経験が、この美しい湖の底にある澱みに気付く。

　なにかがいる、否いな、なにかが──来る！

　ざっぱぱぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁん！　と、再び巨大な水柱が立ち昇る。

『ヒッヒィィィィィィン──！』

「ふはーはっはっはっはっはっ！」

　美しく水晶の水面を砕き、逞たくましくも禍まが々まがしい空気を纏まとう青黒き馬が現れる。

　ついでに、その馬の首筋に紙袋リーダーが頑張ってしがみついている。

「助けてくれえええええええええええええええええええ！」

「おいおい、冗談だろ──」

　一匹だけではない。

　ミキヤたちの見ている前で、湖面に幾本もの水柱が上がる。

　怒りのような嘶いななきと共に。

　青黒い水棲馬ケルピーが、何匹も、何十匹も、水晶ヶ池を埋め尽くさんばかりに現れた。

　いずれも、その瞳に、爛らん々らんと敵意の炎を宿してこちらを見ている。

「そーいえばリーダー、失敗した召喚用の門をそのままにしてたもんなー」

「あれヤバイと思ってたんだけどなー、今頃になって召喚成功しちゃったかー」

「しかもちゃんとした召喚じゃないからめっちゃ機嫌悪いみたいだなー」

「数も凄すごいしー、これヤバイよなー」

「ヤバイに決まってんだろ魔法の後始末ぐらいちゃんとしろやああああああああああ！」

　どこまでも呑のん気きで気楽な調子の紙袋二人。

　事態の原因を理解したミキヤは叫び、頭痛を堪こらえるような顔をして首を振る。

　じろりと、狼おおかみのような眼でシガノに視線を向けた。

「おい、依頼は確か水晶ヶ池に現れたケルピーの退治だったな」

「そうね、厳密には捕獲もしくは退治だけれど」

「つまり依頼内容的にこのケルピーの群れをどうにかする必要があるわけだな」

「そういうことになるわね」

「報酬はどう分配する」

「素直に山分けにしましょうか、さすがに、この数が相手ですもの」

「よし決まりだ」

　にやりと笑って、ミキヤは指を鳴らす。

　シガノが詰まらなさそうに肩をすくめる。

「折角、『票』を独占できると思ったのに困ったものね」

「困りついでに悪いが、少し、時間を稼いでくれ」

「構わないけれど、どうして？」

「四大の魔法はおよそ、呼び出した精霊の大きさがそのまま扱える力の大きさになる」

　ミキヤは腰の『杖つえ』を抜いた。

「当たり前だが、大きな精霊ほど召喚に時間がかかる」

「構わないけれど」

　ふっ、とシガノは唇の端に笑みを浮かべて長い黒髪をかき上げた。

「あまりのんびりしていると、私が独り占めしてしまうわよ？」

『ヒッヒィイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイン！』

　巨大な嘶いななきが轟とどろき、青黒い水棲馬ケルピーの一群が一斉に湖面を駆けた。

　杖と鎖、二人の魔法使いが、それを迎え撃つ。




　後に、『代行二人が水晶ヶ池で水棲馬ケルピーの群れを相手に無双してた件について』と呼ばれる戦いはこうして始まった。




　そして──

「ふふっ、懐かしいわね」

「ああ、悪い意味で懐かしいな」

　太陽が沈み、夜の帳とばりが降りる頃。

　月と星に照らされた夜道を、シガノを背負って歩いていた。

　どさくさに紛まぎれて逃げ出そうとした紙袋三人組の再捕獲から、ケルピーの群れ退治、風紀委員への連絡など、後始末をしている間に時間はどんどんと過ぎて。

　最終的にこうなった。

　ミキヤは苦々しい、だが色々と諦めたような顔をして嘆息する。

　対照的に、シガノは上機嫌な様子で小さく笑っていた。

「日が暮れるまで遊んで、遊び疲れて、家に帰る、まるで子供に戻ったようだわ」

「戻るな、迷惑だから」

「いやーよ」

　くすくすと、背中のシガノが冗談めかして答える。

　ミキヤが心底嫌そうに、うんざりしたようにもう一度ため息をついた。

　シガノが重たいわけではない。

　六年が過ぎ、ミキヤの体は大きくなり、力も強くなった。

　かつては苦労して運んだ重さも、今ならば、むしろ軽いとさえ思う。

　しかし、どうして自分は素直にこの迷惑暗黒幼おさな馴な染じみを背負ってしまったのか。

「ちくしょう、置いて行けばよかった」

「出来るものならやってみなさい」

　ぎゅっ、とシガノはミキヤの首筋に回した腕に力を込めた。

　鎖のように首筋に絡みつき、仄ほのかな膨らみが背中に押し当てられる。

「私は逃がしてあげるつもりはないわよ」

「わかったわかった、送ってやるから、ちょっと緩めろ普通に苦しい！」

「選挙が終わったら副会長としてこき使ってあげる」

「帰り道だけの話じゃなかったのか！」

「私が振り回す人、あなたは振り回される人」

「おれはそんな話、認めるつもりはないからな！」

　異界の夜にも月があり、星が瞬く。

　ぎゃあぎゃあと、子供のように色気なく騒ぎながら二人は歩く。

　帰り道は、やがて分かれ道に辿たどり着つく。

　正面に向かえば本校舎、西に向かえば女子寮で、東に向かえば男子寮だ。

「ここで良いわ」

「ああ」

　ゆっくりと、石畳の道にシガノを降ろす。

　夜の風が彼女の長い黒髪を揺らす。

　一瞬の沈黙。

　じっ、と、夜空のような瞳が、ミキヤを見詰めて、見上げていた。

「ねえ──」

　静かな声だった。

「どうして、私は生徒会長に立候補したと思う？」

「……嫌がらせだろ」

「まあ、それもあるわね。ほんの少し、全体の九割ぐらいかしら」

「ほとんど全部じゃねえか！」

「そうね」

　シガノが微笑ほほえむ。

　懐かしく、どこか、優しく、ひどく可か憐れんに、何よりも──儚はかなく。

　どきりと、不意に、ミキヤの胸が高鳴る。

　背伸びをして、手を伸ばす。

　口づけをするように。

「決めていたの、あなたが帰って来たら、やりたいことを全部やるって──」

　月の光が彼女を照らす。

　秘密の合言葉を教えるように幼おさな馴な染じみの少女は告げる。

「おかえりなさい、ミキヤ」

「……」

　虚を突かれて返事をし損ねている間に、シガノは背を向けて歩き出していた。

　小さな背中に長い黒髪を揺らして去って行った。

「そうか……おれは、帰って来たんだな」

　遅れて、実感が湧いた。

　日本にではない、ましてや、この神しん智ち魔法学園にでもない。

　思い出したくもない思い出の日々。

　柊ひいらぎシガノの隣に帰って来たのだと、遅れて、実感が湧いた。

「ただいま、シガノ」

　呟つぶやきは風に流れて消えて行く。

　あるいは風に乗り、シガノの耳に届いた可能性もあっただろう。

　ふと、背中に、まだ、シガノのぬくもりが残っているような気がしていた。




　………………

　…………

　……

　同じ頃、神智魔法学園風紀委員詰所内部地下牢ろう獄ごくにて──

「くそっ！　どうして正義を貫いた我々が捕まらなければならないのだ！　これは不当逮捕だ！　学園当局による弾圧だ！　風紀委員の横暴だ！」

「リーダー、さすがにそれは無理があるのでは？」

「とりあえず、ケルピーの群れに襲われて無事だったことを喜ぶべきっすよー」

　自称クリスタルシェパードの紙袋三人組、そのリーダーが、独房の鉄格子を掴つかんで揺さぶりながら大声で叫んでいた。

　が、宿直の委員は上階にいるためリーダーの叫びは聞こえておらず完全な徒労である。

　一方の、部下二人は諦め気味だ。

　あるいは単純に疲れただけかもしれない。

「取り調べは明日になるらしいですから、もう寝ませんか」

「罰として補習授業二週間ぐらいっすかねー」

「くっ……我々はここまでなのか」

　鉄格子を握ったまま、リーダーは膝をついた。

　余談だが、風紀委員の温情で紙袋の持ち込みは許されていた。

「『魔法』とは意思の力だ」

　その時である、ぞっとするほどに冷たく、無機質な声がしたのは。

「だ、誰だ！」

「意思は力であり、力は願いであり、願いとは欲望に他ならない」

　それは足音すらさせず、空気を揺らすことすらせず、影のように歩いている。

　気付けば、それは、リーダーの目の前にいた。

　気付けば、二人の仲間は、気絶するように寝台に崩れ落ちていた。

　あるいは、上階にいる風紀委員すらも。

「……だ、誰…………い、いや、おまえ、は」

　なんだ？　と、声にならない声が漏れる。

　夜闇に沈み込むような黒い仮面と全身を覆う純白のローブ。

　手には金色の、槍やりの穂先のように鋭く尖とがった、枝を手にしていた。

　その姿は、奇妙な程に強く、死神という単語を連想させるだろう。

「さあ──おまえの欲望を解放しろ」

　ばさり──と純白のローブは翼のように翻される。

　鋭い金枝が、刹那、輝く。

「や、やめろ、来るな！　来るなああああああああああああああ！」

　独房に、悲鳴が、響き渡った。

　しかし、その悲鳴を耳にしたものは誰もいなかった。
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　尖った才能がいつも暴走気味で生徒会長代行が毎日のように頭を抱えて『この学園にはバカしかおらんのか！』と叫んでいる神しん智ち魔法学園も一応は教育機関である。

　故に、生徒がいて、教師が存在し──当然、授業もあった。

「ケラちゃん先生の、楽しい錬金術、はっじまるよー」

　と、子供向け教育番組のような挨拶をかましてくれたケラちゃん先生──鮮やかな青色のマントを羽織った女性教師はどこか浮世離れした雰囲気とバニラビーンズの甘い香りを纏まとい、厚い唇と眠たげな瞳が特徴的だった。

　背はすらりと高く、その腰は括くびれており、乳と尻は豊満であった。

　具体的にはばいんばいんであった。

　その顔立ち、肌の色いろ艶つや、声は若々しく、マントより制服が似合うかもしれない。

「よろしくおねがいしまーす！」

　生徒たちも無駄にノリよく返事をする。

　一人、窓際最後尾の席に座るミキヤだけがこの神しん智ち的なるテンションについていけずに微妙な、なんとも居心地の悪そうな顔をしていた。

「今日は、みんな、大好き、黄金錬成の時間でーす」

「いえーい！」

「作った黄金は持って帰っても良いですよー！」

「いえーい！」

「むしろ、できるもんならやってみろー！」

「いえーい！」

　生徒会長代行として選挙のために事件を解決しているが未いまだにこの神智的なるテンションに以下略。

　ケラ教師は教壇に立ち、黒板に大きく、『錬金術のお・う・ぎ♪』と書いた。

　その指先は、その手首は、その腕は──球体関節で構成されている。

　否いな、手だけではない。

　僅かに覗のぞく首筋も、僅かに見える足首も。

　球体関節によって構成され人間に似て非なるエナメルの色いろ艶つやを宿している。

　瞳は硝子ガラスで肌はエナメル。

　人工物の肉体に知性を宿した彼女は学園に存在する『自動人形コツペリア』の、一人だ。
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　アーティファクトとしての稀き少しよう性は、知性ある魔導書である学園長に匹敵する。

「なんだってこの学園は貴重なアーティファクトがその辺を出歩いてるんだ……」

　神しん智ち的なテンションに以下略。

　ケラ教師がばゆんばゆんと無駄に豊かな乳を無駄に揺らしながら授業を始める。

「早速、先生が黄金錬成を実践するのでよーく見ておいてくださいねー」

「はーい」

　一部の生徒は明らかに、揺れる乳の方に視線が行っていた。

　では、と、ケラ教師は胸の谷間から──どのような手段で収容しているのかは全く不明であり、生徒からは専ら『四次元谷間』と呼ばれている──フラスコ、小さな炉、そして真黒な金属の欠片かけらを取り出す。

「黄金錬成は錬金術の基本にして奥義、すなわち『火』による『純化』です。この場合の『火』は属性としての火であり、化学的な意味での火であり、また精神現象としての火でもあることに注意ですよ。三つめの精神的な純化に関しては『錬心術』とも呼ばれていますけど、説明が面めん倒どうになって来たのでレッツファイヤー！」

「ファイヤー！」

　掛け声に合わせて、フラスコに金属片を放り込んで炉に点火。

　ごう、と、一瞬、教室の天井に届くほどの激しい炎が燃え上がりフラスコが消滅した。

　後には、火の消えた炉と、純金の欠片が転がっていた。

「ウルトラ上手にできましたー！」

「できましたー！」

　純金の欠片を摘つまみ上あげ、ケラ教師が無意味にばゆゆんと胸を張った。

「それでは、みんなもやってみましょー！」

「はーい！」

「もし上手にできたら先生手作りの特製クリームパイをわけてあげますよー！」

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

「来た！　ケラちゃん先生のクリームパイ来たぁ！」

「先生のクリームパイのためなら、俺は命を懸けられる！」

　歓声と拍手と口笛が一斉に上がった。

　主に男子の大半と、大体半分の女子から。

　そして先程ケラ教師が使ったのと同じフラスコ、小さな炉、黒い金属片──通称黄金錬成基本セットが生徒たちに配布される。

　配布された基本セットを眺めてミキヤは思った。

（教室で普通に火を使った実験しても良いんだろうか）

　因ちなみによくない。

　それ専用の教室がちゃんと存在している。

　ただしちょっとばかり遠くて移動が面めん倒どうである。

「ああくそ、黒のままだ失敗した！」

「白……やっぱまだ無理かー」

「あたしのクリームパイがああああああああああああ！」

　生徒たちは次々に挑戦して、そして当たり前に失敗している。

「失敗してもちゃんと結果を記録するんですよー」

　教室を歩き回り生徒たちの結果を眺めながらケラ教師が補足していた。

「『火』の練度がそのまま『純化』の度合いに反映されますからね。黒から白、白から赤、そして赤から金色に辿たどり着つけばそれは錬金術の一つのそして最初の到達点です」

「ケラちゃんせんせー、ぶっちゃけ、『入門者ニユービー』で赤とか金色とかいるんすか？」

「んー、それが出来たら余裕で第五階かい梯ていですかねー」

　言いながらケラちゃん先生は足を止めた。

　じーっ、と、ミキヤを見詰めている。

　斜め後ろに立ち、その豊かな乳でプレッシャーをかけるように前まえ屈かがみになり。

　じーっ、と、何かを期待するようにミキヤを見詰めている。

「あの、なんでしょうか」

「やらないんですか？」

「……いえ、やりますけど、授業ですし」

「お、近衛このえがやるってよ」

「マジか、見ようぜ見ようぜ」

　教室中の視線がミキヤに集まる。

　ドイツ帰りの天才魔法使いで生徒会長代行の実力に誰もが興味があるのだろう。

　ミキヤは注目を浴びやり辛づらそうな顔で黒い金属片をフラスコに入れ、炉に固定する。

　杖つえを抜き、目を閉じ、精神を集中し──火の精霊に呼びかける。

「赤く、高く、燃え盛る乙女、我が呼び声に応えその胸に抱け──」

　一瞬だけ、激しい炎が灯ともった。

　燃え盛る乙女に相応ふさわしい火の精霊が一瞬だけ現れた。

　天井に届きそうなほどの巨大な炎でありながら周囲には焦げ一つ残さず消え去り、ミキヤが手にしたフラスコの中には黄金の欠片かけらが残っていた。

　おおー、と、教室にどよめきが起きた。

「うふふー、これは、予想外に予想以上でしたねー」

　瞳を輝かせて、口元を手で押さえて、にまっとケラ教師が笑った。

「実は先生、近衛くんには目をつけていたんです」

「は、はあ？　そうですか」

　引き気味のミキヤに対し、ケラ教師はずずいっと顔を寄せた。

　ついでに乳も寄せた。

　ミキヤは引き気味どころではなく、明確にのけぞった。

「先生の研究室で助手をするつもりはありませんか？」

「すみません、お誘いは嬉うれしいのですが生徒会長代行が忙しいので」

　そもそも神しん智ちに転入したこと自体がトゥーレ魔法学園にいる師の命令である。

　あくまで礼儀正しくミキヤはケラ教師の誘いを辞退した。

「うーん、残念ですね……あ、じゃあ」

　たゆゆんと乳を揺らして、ぱちんと掌てのひらを叩たたく。

「妥協して、精子だけください」

「なに言ってんだこの教師！」

「ホムンクルスの素材です、先生の錬金術師としてのテーマは『生命の創造』なので」

「いや使い道を聞いてるわけじゃなくてですね」

「わかりました、じゃあ、助手になってくれたら特製クリームパイ食べ放題です！」

「わーい、クリームパイ食べ放題だー……ってなるか！　ならねえよ！」

「だったら、もう先生に出せるものはありません！」

「手札が少ないにも程がある！　いや提供するつもりはありませんけど！」

「どうしてダメなんですか？　先生はただ、近衛このえくんの遺伝子が欲しいだけなのに」

「倫理的な問題に決まってんだろうがあああああああああああああああああ！」

　生真面目なミキヤには珍しく、というか、生真面目だからこそ我慢できず、教師相手に全力で叫びながらツッコミを入れる。

　ぜえぜえと、息を吐き、わしゃりと灰色の髪をかく。

「とにかく、お断りします！」

　きっぱりとミキヤは拒絶した。

　するとケラ教師が拗すねたように頬ほおを膨らませた。

「先生ぷくーです」

　悔しいことにちょっとかわいい。

「先生のお願いを聞いてくれない意地悪なミッキーなんて嫌いです」

「その世界的に有名な黒くろ鼠ねずみみたいなの、もしかしておれのあだ名ですか？」

「こうなったら先生、遺伝子を提供してくれるまで付つき纏まとってやります！　四六時中、後ろでダダ捏こねて泣なき喚わめく先生の姿を見て心を痛めるが良いのです！」

「やり口が普通にえげつねえ！」

　完全に拗ねた子供である。

　外見が大人で、立場が上で、中身が子供──最高に性た質ちが悪い組み合わせだった。

　シガノとどちらが扱いに困るかと聞かれたら、かなり、良い勝負をするだろう。

「バーカ、バーカ、ミッキーのバーカ、将来禿はげろー」

　子供っぽいを通り越して子供そのままの悪口を残し、ケラ教師は青いマントを翻して教室を出て行ってしまった。

「って授業ぉぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

「よっしゃ休講だあああああああああああああああああああああ！」

　思わず立ち上がったミキヤが叫ぶとほとんど同時に、クラスメイトが歓声を上げた。

「ナイス、ミキヤ！」

「おれの票だ、持って行け！」

「うちの部でやってるお店の割引券あげるから遊びに来てね！」

　握手、ハイタッチ、割引券の押し付けがミキヤを襲う。

　口笛を吹き、クラッカーを鳴らし、気の早いものは昼の弁当まで取り出した。

　ガララ──

『そうは学園長が許さへんでー、授業は真面目にやりやー』

「やーん」

　ドアが開いた。

　ケラ教師の豊満な肉体が学園長の触手により妙にマニアックな姿勢で縛られていた。

「亀甲縛りだ！」

『正確には菱ひし縄なわ縛しばりや』

　そのままケラ教師を教室の中まで引っ張って来て、無む理り矢や理り、教卓に立たせる。

『自分らも遊んでないで席につくんやで、さもないと触手ヌルヌルの刑や』

「はい、学園長先生！　だから触手ヌルヌルだけは勘弁してください！」

　果たして触手ヌルヌルとはどんな刑罰なのか、大騒ぎしていたクラスメイトたちは机の位置を整え、取り出した弁当を鞄かばんに戻し、教科書を開いた。

　その変わり身の早さにミキヤは呆あきれるやら感心するやらである。

　ぽん、と、触手の一本がそのミキヤの肩を叩たたいた。

『ミッキーも、生徒会長代行なんやからちゃんと面めん倒どうみたってや』

「生徒に教師の面倒をみろとな！」

『そんなミッキーに、ここで唐突な学園長の選挙アドバイスや』

「まずミッキー呼ばわりをやめてくれませんか？」

『ずばり、票は、教師も持っとる。こっちは柊ひいらぎさんも手薄やから狙い目やで』

「……なるほど」

　意外にも本当に役立ちそうなアドバイスだった。

『ほな、頑張ってや』

　ウインクをして──目は一つしかないが多分、当人はそのつもりだったのだろう──触手を振りながらふよふよと学園長は教室を出た。

　ガララ、と再びドアが閉まる。

「と、いうことで先生、早速ミッキーに依頼しようと思います」

「遺伝子がどうこうとか言い出したら学園長に直じか談だん判ぱんに行きますよ」

　ばゆゆんと相変わらず無駄に豊かな乳を揺らしてケラちゃん先生が手をあげる。

　すでに嫌な予感しかしていないミキヤがクソ真面目な顔で釘くぎを刺した。

「んー、仕方ありません、では長期計画でミッキーの好感度を稼いでお願いする方向で」

「諦めてはないんですね」

「もちろんです！」

　何な故ぜか、ケラ教師はえっへんとばかりに乳もとい胸を張った。

　全く関係ないが、男子生徒の大半と一部の女子生徒がありがたやありがたやと拝んだ。

「先生はこう見えても顔が広いので、いっぱい票を用意してあげられますよ！」

「いえ、別に、依頼に見合った報酬があればそれで良いですよ」

「ミッキーは真面目ですね。今、先生の好感度が三ほど上がりましたよ」

「そうですか、生あい憎にくと興味がありません」

「クールなところにキュンと来たので好感度が八アップです！」

「好感度が上がりやすいにもほどがあんだろこの教師！」

「おまけに先生の特製クリームパイもわけてあげましょう」

「わーい、クリームパイだーって、あんたそれさっきも言っただろうが！」

　疲れて根負けした犬もとい狼おおかみのようにミキヤは肩を落として息を吐く。

「もう……とりあえず依頼の話をしてくださいよ」

「ちょっとしたお使いです」

　ぱちん、と、ケラちゃん先生は、そのばゆゆんと豊満な胸の前で手を叩たたいた。

「学園の地下図書館の十二階から、本を借りて来てください」

「はあ？」

　ミキヤは思わず首を傾かしげた。

「そんなもの、おれに頼むより自分で行った方が速くないですか」

「時間的にはそうなんでしょうけど、先生、図書館って苦手なんですよねー」

　ケラちゃん先生が言う。

「ほら、図書館ってお喋しやべりはできないしおやつも食べられないじゃないですか」

「なに当たり前のことを言ってるんですか」

　ミキヤはわしゃりと灰色の髪をかく。

　ケラ教師の依頼内容はともかく票田として教職員側に繋つながりを作るのは悪くない。

　水晶ヶ池での一件で名前が売れて依頼は増えたが、それでもシガノとは違い新参の自分なのだからなおさらである。

「わかりました、借りて来るからタイトルを教えてください──」




　この選択をミキヤは大いに後悔することになる。

「借りて来て欲しいのは地下十二階にある錬金術の本『生命の燃焼』です。期限は、とりあえず、今日中ぐらいにしましょうか。クリームパイを焼いて待ってます」

　少し考えれば疑問に思ったかもしれない。

　この魔法学園としてもどうかしている神しん智ち魔法学園の図書館が、果たして、単なる図書館であるだろうか。

　結論から言えば、この地上三階地下十二階建ての大図書館は『生きて』いた。

「気をつけなさい、ルールを破れば大図書館から制裁を受けることになるわ」

「ルール？」

「『飲食禁止』、『大声禁止』、そして最後に『蔵書の無断持ち出し厳禁』よ」

「なるほど、おれに依頼された理由がよくわかったよ」

　確かにあのケラ教師には相性が悪い場所だろう。

　問題は、何な故ぜ、その大図書館に──

「わからないのは、おまえが、ここにいる理由だけだ」

　警戒もあらわに、ミキヤは彼女を睨にらんだ。

　時刻は放課後、場所は神智魔法学園大図書館地下一階。

　薄暗い照明の下、冷えた古書の香りが漂い、無数の書架が墓標の如ごとく立ち並ぶ。

　その場所に、彼女は当たり前のように待ち受けていた。

　しゃらりと長い黒髪をかきあげて、黒いセーラー服を纏まとった悪魔が微笑ほほえむ。

「あなたが教職員票を狙って選挙活動を始めたと聞いたから邪魔しに来たわ」

「堂々と選挙妨害とな！」

　どすんっ──叫んだ、ツッコミをいれたミキヤの頭頂部に、辞典ぐらいある分厚い本が落ちて来た。

　思わず、蹲うずくまり、ミキヤは呻うめいた。

「な、なんだ」

「ふふっ、これが大図書館の制裁よ」

　ミキヤの頭頂部に激突した本はひとりでにあるいは見えない司書がそこにいるかのように浮かび上がり再び書架へと戻る。

　薄い胸の下で腕を組み、勝ち誇るようにシガノは告げた。

「違反を繰り返すほどに制裁は重くなり最終的には追放される。他はともかく、根が真面目でツッコミ気き質しつのあなたに『大声禁止』は厳しいでしょうねえ」

「き、貴様……」

　怒りと、戦慄、そして、僅かな恐怖。

　蹲うずくまるミキヤが、下からぎろりと、狼おおかみのような眼めで睨にらみつける。

「それが、狙いか」

「職員票は私も狙っていたのよ」

　平然と、その険しい眼まな差ざしをシガノは受け止める。

　余裕すら見せて、文字通りの上から目線で見つめ返している。

「あなたが無事に地下十二階に辿たどり着つきケラちゃん先生から依頼された本──錬金術奥義書の一つ『生命の燃焼』を手にしたら、私は大人しく身を引いてあげるわ」

「……良いだろう、その勝負、乗ってやろう」

「あら、素直ね」

「簡単だよシガノ」

　にぃ、と、狼は笑った。

「そのルールなら、おまえが追放されるように仕向けたとしても問題はないはずだな」

「ふぅん、やる気が出たってことかしら」

　面白がるように、赤い唇を三日月のように吊つり上あげて、悪魔もまた笑った。

　かくて気楽なお使いだとばかり思っていた依頼は生徒会長代行による決闘に転じる。

「さあ、始めましょうか」

　現地位置は地下一階、目的地の地下十二階を目指して二人は歩き出した。

　道のりは長い。

　階段と階段は遠く離れ、敷地は広大であり、時に書架の通路は迷路の如ごとく入り組む。

　特に階を下るほどにその傾向は強くなり、大図書館自身が利用者を──あるいは侵入者を拒むように振る舞うことから時に迷宮にも喩たとえられる。

　しかしまだ地下一階、迷うようなこともなく二人は板張りの床の上を進む。

　当然のように、制裁を警戒して無言であり、互いに隙を窺うかがう状況だ。

（さて……啖たん呵かを切ったは良いが、この勝負、おれが不利だな）

　転入したばかりのミキヤと中等部から神しん智ちのシガノ、単純な情報量の差である。

　その差異を埋めるべくミキヤは歩きながら視線を走らせる。

　真面目人間のくせで、書架に並べられた背表紙を目で追ってしまう。

（ほう）

　思わず、声に出さず、感嘆した。

　無論大半は一般的な魔導書やそれに関する書籍であるが、中にはトゥーレですら見たことのない貴重な古書や、書名しか知らない奇書までが並んでいる。

　こんな場合でなければ宝の山だと喜んだかもしれない。

　くすり、と声がした。

　はっ、と、気が付いてシガノを見た。

「勉強熱心だこと」

「くっ……」

　からかうように、彼女は言った。

　勉強熱心は悪いことではない、はずだが、ミキヤは妙な気恥ずかしさを覚える。

　しゃらりと彼女は長い黒髪をかきあげた。

　びくり、とミキヤは身構えた。

　何か仕掛けて来るのかと、体が勝手に反応したのだ。

　にやにやとシガノが笑う。

「その調子で、大丈夫かしらね」

（こ、この女！）

　ミキヤは胸中で歯は噛がみをする。

　やはり性た質ちが悪い、性格が悪い、根性が捻ねじ曲まがっている。

　絶対に油断などしないと改めて自分に言い聞かせる。

　シガノが目を細め、悪戯いたずらっぽく唇を吊つり上あげた。

　長い黒髪を一房、そのしなやかに細い指で絡め取り、そっと唇に当てる。

　何をするつもりだと、ミキヤは訝いぶかしみながらも、見守ってしまう。

　シガノは言った。

「一発芸、ヒゲ」

「ぶほぉ！」

　ばこんっ、ばこーんっ！

　今度は二冊、ミキヤの頭の上に、分厚い本が落ちて来た。

　普段なら絶対笑わない一発芸も、このような沈黙を強いる場所では効果抜群である。

　我慢するどころではなく思わず盛大に噴き出してしまった。

　またも蹲うずくまり、痛みに顔をしかめ、怒りと屈辱に震える。

「お、おまえげふはっ！」

　怒りに任せて立ち上がるや、今度は正面から本が飛んできて顔面にぶつかった。

　油断してはいけない、シガノから目を離してはいけない。

　そう考えてしまう真面目人間の真面目故の弱点を見事に突かれた形である。

　しかし、さすがにここまで完璧に決まるとは思っていなかったのか、シガノすら肩を震わせ口元を手で押さえ笑いを堪こらえていた。

「ご、ごめんなさい。い、今のは、私が、悪かったわ……」

　面白すぎて普通に謝るシガノという貴重なものまで見ることが出来た。

（ぐおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！）

　心の中でミキヤは叫ぶ。

　まさしく負け犬の遠とお吠ぼえであるが、この負け犬は負けっ放しでいるつもりはない。

　やられたらやり返さなければならない。

　自分のキャラクターでないことは千も承知で、ドイツ仕込みの爆笑ジョークを披露する覚悟を決めて、一つ咳せき払ばらいをする。

「知っているかシガノ──」

　最後にはドヤ顔になる勢いで自信満々に披露したジョークの結果は沈黙であった。

　むしろ、気の毒そうな視線を向けるシガノという貴重なものまで見ることが出来た。

「……え？」

「……ごめんなさい、どこで笑えば良いのかわからなかったわ」

　あまつさえ普通に謝られた。

「なん……だと」

「行きましょうか」

「う、嘘うそだ……」

　心なしか先程よりも早足でシガノは歩き出し、ミキヤは茫ぼう然ぜんとして頭を抱えながらもその隣に並ぶ。

　ミキヤは気付いていなかったが結果として時間稼ぎに成功していた。

　地下十二階まで追放されることなく辿たどり着つき本を入手すれば勝ちであるミキヤにとってはむしろこの、世にも冷え冷えな空気の方が望ましい。

　問題は当人のプライドだけであり、しかし、そのプライドの問題で後に引けない。

（くっ、笑いを取るのは無理でも、何か、一矢報いねば！）

　我を取り戻したミキヤは誓う。

　そして再びシガノの隙を狙い、横目でちらちらと眺める。

「なにかしら」

「──っ！」

　視線があった。

　再び反射的に、ミキヤは身構えた。

　この真面目人間は先程と同じ轍てつを踏んでいることにまるで気付いていない。

　意識しまいとするあまり意識しすぎていることにまるで自覚がない。

（二度と笑いなどするものか！）

「ふふっ」

　そして悪魔はそれを理解しているからこそ静かに微笑ほほえむのだ。

「ねえ、少し、足元が暗いとは思わないかしら？」

「は？　ああ、まあ、地下図書館だしそんなものじゃないか？」

「見てのとおり、私はハイヒールでしょう？　少し不安なのよね」

「いや脱げよ。そもそも校則違反だろそれ」

「あらまあ、私の脱ぎたてのハイヒールでなにをするつもり？」

「何もしねえごぐおっはっ！」

　四度目は後頭部への一撃であった。

　図書館の制裁は徐々に容赦なく、狙いが危険になり本も重たくなっていた。

　果たしてあと、何度の猶予が残されているのか。

　灰色の髪をわしゃりとかき、喉の奥で狼おおかみの如ごとく唸うなる。

　しかし、ミキヤは勘違いをしていた。

　シガノの攻撃は、あれで終わりだと。

「それじゃあ、よろしくお願いするわね」

　当たり前のように、するりと、シガノがその腕を取った。

　水晶ヶ池の偽デートですら、手を繋つないだだけであったのに。

　腕を絡めて、寄り添って来た！

（なにぃいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい！）

　ミキヤが目を見開く。

　シガノが腕に寄り添い、上目遣いに見上げてくすくすと笑っている。

「どうしたのかしら？　まさか、この程度で、うろたえたりしないわよねえ。ドイツ帰りの天才魔法使い、『四大召喚士』にして《吠ほえる銀色》の近衛このえミキヤさん」

　わざとらしい。

　なんとわざとらしい挑発だろうか。

　こんなわざとらしい挑発に、ミキヤは当然──乗った。

「あ、当たり前だ」

　この暗黒幼おさな馴な染じみに弱みは見せられない。

　もう散々に見られているような気がするが、それでも見せてはいけない。

　だがそれすらも悪魔の策略だった。

　異変に気付いたのは、シガノに寄り添われて歩き始めて程なく。

　階を一つ下った頃だった。

（お、おれとしたことが迂う闊かつだった──）

　薄暗く、静まり返り、大声を禁じられた図書館では必然感覚が鋭敏になる。

　結果、しゃらしゃらと揺れる長い黒髪が、僅かに甘い花の蜜に似た香りが──普段以上に、鮮明に感じられてしまう。

　相手が不ふ倶ぐ戴たい天てんの暗黒幼おさな馴な染じみであるとわかっていても、緊張する！

（しかも、この女！）

　気付いているのか、気付いていないのか、それすら策戦のうちか。

　黒いセーラー服越しに、ぷにゅっと、柔らかな膨らみが当たっている。

　むしろ押し付けられている。

　傍はたから見れば舌打ち必至の図書館デート中カップルの如ごとくに押し付けられている！

「ふふっ、良かったわね。また一歩、勝利に近付いたわ」

　からかうように告げる悪魔の微笑ほほえみから、その真意を見て取ることはできない。

　その乳をどうにかしろと言えば間違いなく藪やぶ蛇へびになるだろう。

　ミキヤの額に冷や汗が滲にじんだ。

「あら、どうしたの、顔色が悪いわね」

「いや、な、なんでもない」

　緊張と、拭い切れないトラウマがもたらす恐怖に声が震えていた。

　さり気なく目線を逸そらして平静を保とうと試みる。

　にやぁ、と、悪魔が一段階その微笑みを深くしたことに気付かなかった。

「そう、気のせいかしら？」

「気のせいだろうさ」

「暗くて、よく、わからないわねえ」

　左腕──会長代行の無骨な腕輪が装着されている──は未いまだ絡めたまま右腕を伸ばす。

　ミキヤの肩に手を伸ばし、踵かかとを上げて、顔を近付ける。

　必然的に、そのお世辞にも豊かとはいえない膨らみは存在感を増す。

　ミキヤの心臓は加速し、否応なく鼓動が激しくなる。

「わかった、まいった！　おれの降参だ、離れてくれ！」

「さて、どうしようかしらね──」

　ふにゅん──と。

　それは不幸な偶然だった。

　もう勘弁してくれと、シガノを押し返そうとして伸ばした腕。

　もう少しミキヤをいじめてやろうと近付いた体。

　ミキヤの手が、シガノの胸の膨らみを、これ以上ないぐらい見事に包み込んでいた。

「……」

「……」

　ふにっ、ふにっ、ふにっ──

　ミキヤは目を見開き、その光景を疑うように、結果として、揉もんだ。

　悪魔は会心の笑みを浮かべた。

　耳元に顔を寄せ、口付けでもするようにそっと囁ささやいた。

「この、変態──」

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　絶叫、地上まで届きかねない大絶叫がミキヤの喉から迸ほとばしった。

　あわわ、あわあわと、見ていて滑稽な程に狼狽うろたえている。

　両腕を無意味にばたばたと動かし、のけぞるようにしてシガノから離れようとする。

　どすっと見事に背後の書架に激突し、振り回した腕が、本を薙なぎ払はらうように落とす。

「あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ……あ！」

「……これは、少し不ま味ずいことになったかもしれないわね」

　騒ぎすぎた利用者への制裁。

　かたかた、と、書架の本が、まるで震えるように動き出す。

　最初は一冊、次に二冊、四冊と震える本が増え、やがて周囲一帯の本が──嵐の如ごとく射出される。

　天才魔法使いの本能か、ミキヤは腰の杖つえを抜き放ち魔法を唱えていた。

「白く、遠く、舞踏する乙女、我が呼び声に応えその翼にて包み込め──シルフ！」

　間一髪。

　召喚された風の乙女がミキヤの周囲に強烈な風の流れを作り、本の嵐を受け流す。

「ぐっ、こいつは──」

　予想以上に、図書館の制裁が激しい。

　四大の魔法は、召喚した精霊の強度と魔法の強度がほぼイコールで結ばれる。

　優秀な魔法使いはより短い詠唱でより強力な精霊を呼び、詠唱を長くすることで強大な精霊を召喚する。水中のサラマンダーや空中のノームのようにその精霊が本来存在しない場所ですら召喚を行えるのもまた優れた魔法使いの証あかしである。

　しかし風の精霊が存在し辛づらい屋内、それも地下では、やはり十全ではなかった。

　じりじりと本の嵐に押されて行く。

　このままでは押し負ける。

　追放され、依頼を果たせず、『票』を稼げない。

　そう思った瞬間、脳裏に過よぎったのは皮肉にもシガノの顔であった。

「──なめるなあああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　魔法とは意思の力である。

　一瞬の意思の爆発が本の嵐を押し返した。

　やがて、あらかたの本を射出して弾切れを起こしたのか嵐が終わる。

　ミキヤは肩で息をしていた。

　はっ、と気付いて周囲を見回す。

「シガノ！」

「大したものね、けれど、大声を出したらまた制裁がくるのではないかしら？」

　声は上からした。

　ミキヤの後方、本の嵐が作り出した、射出された本の小山に彼女は佇たたずんでいた。

　光の鎖を絡めた指先でしゃらりと長い黒髪をかきあげる。

「……なんだよ」

　光の鎖──グレイプニルで上に逃げたのだと、ミキヤは気付いた。

　わしゃりと灰色の髪をかき、無意識の安あん堵どの息を漏らした。

「でも大したものね。あれは確か利用者を追放する際に引き起こす制裁のはずよ」

「物騒な図書館……うん？」

　ミキヤは気付いた。

「つまり、あれを乗り越えたということは、もう自動的におれの勝ちか？」

「どうかしらね、勝負の行方は最後までわからないと思わない？」

「……むっ」

　確かに、そうだと、頷うなずいた。

　改めて、シガノを見上げた。

　見上げて、すぐに、紳士的に、ミキヤは視線を逸そらした。

　神しん智ち魔法学園の制服は、セーラーブレザーを問わずスカートが短めである。

　距離があり、定かではないが、何かがちらっと見えたような気がしなくもない。

（ばれてないよな？）

　そう思いながら、こほんと一つ咳せき払ばらいをした。

「とりあえず下りて来たらどうだ」

「そうね」

　割合素直にシガノは頷いた。

　そして、踏み出した瞬間、思い切り、彼女の足元の本がずるりと滑った。

「──あら？」

　当たり前だが安定感があるとは言いい難がたい山積みの本の上で、当たり前だが安定感があるとは言い難いハイヒールでは無理はないだろう。

「っておい！」

　本の小山は本の津波となり、滑り落ちるシガノと共に降り注いだ。

　今度は逃げ遅れた、紳士的に視線を逸らしていたせいで反応が遅れた。

　一方、グレイプニルで本の嵐を避けたシガノは、なにか、ろくでもないことを閃ひらめいたように悪魔の微笑を浮かべていた。

「うふっ」

「はいっ？」

　光の鎖を、よりにもよって、ミキヤに巻き付けた。

「きゃー、助けてー」

　わざとらしい棒読みで悲鳴を上げながら、シガノが本の津波に乗り迫り来る。

　というか、光の鎖をガイドにしてミキヤに向かって突っ込んで来る。

「なにがしたいんだ貴様ぶほらはぁ！」

　二人まとめて吹っ飛ばされる。

「うおおおおおおおおおおおおあああああああああああああああああああああ！」

「アハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハ！」

　叫ぶミキヤと笑うシガノ、鎖で繋つながれた二人は盛大に宙を舞い。

　落下、着地、激突、カチ──

　ぽっかりと、床が開き、ボッシュートと言わんばかりに再度落っこちる。

「なああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

「アハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハ！」

「笑ってんじゃねえぞこのクソ女ああああああああああああああああああああああ！」

「あら、ジェットコースターみたいで面白くないかしら！」

　闇の中に落ちる。

　突如として視界が白い光に覆われる。

　白い光に呑のみ込こまれる。

「ッ──」

　目を閉じ、再び、目を開いた時には全く別の光景が広がっていた。

　見知らぬ小部屋だ。

　床も壁も板張りで、飾り気はまるでない。

　簡素な机が一つ、丸椅子が一つ、それとは別にソファーが一つ。

　奥にもう一つ、小さなドアがある。

　窓はない、だが、室内は読書に不自由しない程度には明るい。

　コテージの一室か、あるいは、質の良い牢ろう獄ごくのような雰囲気がある──

「──シガノ！」

　見慣れた幼おさな馴な染じみの姿がないことに気付く。

　慌てて立ち上がり、焦りも露わに、周囲を見回す。

　どこだ──体に巻き付いた鎖を辿たどる、上に向かって伸びている。

　即座に、天井を見上げた。

　狼おおかみの如ごとく鋭い眼まな差ざしで、一つの異常も見落とさないとばかりに。

　次の瞬間、ミキヤの視界に、突然、パンツが出現した。

（青と白のしま模様──）

　俗に言う、しまパンである。

　より正確に表現するならば真っ先に目に入ったのが青と白のパンツであり、次に引き締まったしかし肉付きの良い太ももに気付き、最後に黒いスカートの裏地が見えた。

「ってうおおおおおおおおおお！」

　唐突なしまパンに思考が止まり行動が遅れた。

　受け止めなければと思って手を伸ばしたときにはもう遅い。

「……お？」

　すたん、と──危なげなく着地した。

　空中で軽く身を捩り、長い黒髪が揺れたかと思えば、両足を広げ片手をついて、蜘蛛のように鮮やかなポーズで着地していた。

　しゃらりと長い黒髪をかき上げ、赤い唇を吊つり上あげて彼女は言う。

「ただの落とし穴に見せかけてテレポーターとは手が込んでいるわな」

「あ、ああ……そうだな」

「ふふっ」

　困惑したようなミキヤの顔を見上げて、にんまりと意味あり気に悪魔は笑う。

「残念だったわね」

「な、なんの話だ？」

「いわゆるラッキースケベ展開を期待していたのでしょう？」

「なっ！　そ、そんなわけがあるか！」

　そもそも期待するまでもなくパンツが丸見えだったわけで青と白のしまパンというチョイスはやや子供っぽくもあり黒を好むシガノの性格と趣向を考えれば意外でもあったが、だからと言って悪いかと言われれば悪くもなく、むしろこういうのもありだと──

（って、何を考えている冷静になれ近衛このえミキヤ！　相手は暗黒幼おさな馴な染じみの大悪魔柊ひいらぎシガノだぞ！　たかが、しまパンの一つや二つで、絆ほだされそうになってどうする！）

　性格が最悪でトラウマの元凶でなお現在も執拗に嫌がらせを繰り返されているのを忘れるな──そう強く自分に言い聞かす。

　ごほんごほんごほん、と、盛大に咳せき払ばらいをして話題を変えた。

「そ、それにしても、ここは、どこなんだろうな？」

「ふふっ、聞いたことがあるわ」

　軽く手首を振るようにして、シガノは光の鎖を回収する。

　しゃらり、そのまま長い黒髪をかき上げ、改めてこの謎の小部屋を見回した。

　黒い瞳を細め、赤い唇を吊つり上あげ、冷えた美貌に静かな微笑ほほえみを浮かべて告げる。

「地下図書館のさらに地下、追放すら生温い不届き物が送り込まれる牢ろう獄ごくがあると」

「ろ、牢獄だと」

「別名、『反省室』よ」

「……表現が一気に軽くなったな」

「ふふっ、油断しない方が良いわよ。記録では一週間ほど監禁されたケースもあるわ」

「ふぅん、それは大変だな……大変じゃねえか！」

　ミキヤはぎょっとして大声を出す。

「冗談じゃないぞ！　おれは今日中に『生命の燃焼』を借りて持って行かなければ──」

　依頼が達成できないのみならず、下手をすれば一週間も、この閉鎖空間で、シガノと二人きりで過ごさなければならない。

「──貴様、まさか！」

「ふふっ、どうかしらね」

　この苦境に追い込んだ張本人であるシガノは面白がるように笑っているばかりだ。

「年頃の男女が、密室で二人きり、何が起きてもおかしくないとは思わない？」

「思わねえよ！」

　むしろ、もっと何か、厄介なことを企たくらんでいる可能性が今の一言で跳ね上がった。

　シガノのことである、まさか二人きりで閉じ込められてドキドキいやーん、などとラブコメめいた甘酸っぱい展開を狙っているわけではないだろうが──

「くそっ！」

（やはり柊ひいらぎシガノ！　目的のためには手段を択ばない女！）

　ならばこちらも手段を選んではいられないと、慌ててミキヤは部屋の様子を確かめた。

　具体的にはまず小走りに奥の小さな扉を開けた。

　まるで数日に及ぶ監禁を前提としているかのように小さなキッチンがあり、更にトイレとバスルームにも繋つながっていた。

　部屋に戻って今度は四方の壁をどんどんと叩たたいてみるが都合よく隠し扉が見つかったりはしない。

「それならこうだ！」

　腰の杖つえを抜き放ち、ミキヤは叫ぶ。

「黒く、硬く、築き上げる乙女、我が呼び声に応えその鎚つちによりて砕け──ノーム！」

　杖の先端に魔法陣が展開され精霊が召喚される。

　地下図書館すなわち土中はノームの精霊力が強い。召喚された土の乙女もまた豊かな精霊力を示すように豊かな乳房を持ち、その手には巨大な鎚を持つ。

　土の乙女は殴りつければ巨人でも昏倒するであろう大おお鎚つちを振り上げた。

「ねえ、こっちに、反省室を出る条件が書いてあるわよ」

「なに！　ノームストップ、ちょい待て！」

　精霊を制止したミキヤはその一言に飛びついた。

　簡素な机の上に置かれていたらしいメモをシガノからひったくるように受け取る。

『は・ず・れ♪』

　シガノの字で書いてあった。

「おまえなあああああああああああああああああああああああああああああああ！」

「ふふっ、冗談よ。それは裏面だわ」

「くそっ、どんな時でも嫌がらせを忘れないいじめっ子の鑑め！」

　悪口になっているのか怪しい絶妙な悪口を吐き捨てながらメモをひっくり返す。

　お手本のような、しかし、几き帳ちよう面めんすぎて堅苦しい筆跡でこう書かれていた。

『図書館利用規約違反者に反省文（原稿用紙二十枚以上）の提出を求めます　図書館』

「よかった、内容は普通……いや、二十枚はきついな、むしろ多すぎるだろ！」

　ミキヤの言葉が聞こえていたかのように、というか実際に聞こえていたのだろう。

　新しいメモが天井から降って来た。

『図書館は大声を出す場所ではありません　図書館』

『もちろん、図書館はいちゃいちゃデートする場所でもありません（おこ）　図書館』

　ミキヤが受け止めたメモを、右横やや斜め下から覗のぞき込こみながらシガノが言う。

「（おこ）がちょっとかわいいわね」

「確かにちょっとかわいい……いや、そういう問題じゃねえだろ！」

　わしゃりと灰色の髪をかき、ミキヤは天井を見上げて異議を唱えた。

「合わせ技で合計二十枚はわかったがいちゃいちゃはしてない！　断じてしてない！　れは柊ひいらぎシガノの悪質な選挙妨害だから、その分を差し引いてくれ！」

『原稿用紙と筆記用具は引き出しに入っています　図書館』

　しかし几帳面すぎる文字の通りに杓子定規な返答が帰って来ただけであった。

　諦めたように嘆息し、ミキヤはポケットから取り出した小銭をノームに渡した。

「反省文を書くことにする。ご苦労だったなノーム」

『……♪』

　こくり、と一つ頷うなずき小銭を受け取ったノームの姿が消えた。

　くすり、と小さくシガノが笑う。

「相変わらず真面目だこと」

「納得はいかんが騒いだのは事実だからな」

　こちらもまたクソ真面目に答えて、目の前の簡素な机についた。

「まあ、二十枚なら三時間ってところか」

「速いわね」

「ただし、おまえが邪魔をしなければだ」

　じろりと、釘くぎを刺すようにミキヤは睨にらみつける。

　くすりと、彼女は小さく笑う。

「そう、だったら、私はお風呂にでも入って来るわ」

「おれが反省文を書いてる後ろでおまえがくつろいでると思うと若干不愉快だな」

「それは遠回しに、一緒に入りたいと言っているのかしら？」

「んなわけあるか！」

「照れなくても良いのよ？　昔は一緒にお風呂に入ったじゃない」

「それは……いや、ねえよ！　勝手に幼おさな馴な染じみっぽいエピソードを捏ねつ造ぞうするな！」

「ヒント、夏休みに、庭で」

「ありゃビニールプールだ！」

「よく覚えているわね、まったく、律儀だこと」

　軽く肩をすくめて、シガノはバスルームへと向かった。

　ミキヤは一つため息をつき、原稿用紙と筆記用具を取り出して反省文に取り掛かった。




　カリカリと、ミキヤの鉛筆が、原稿用紙を埋める音がする。

　それよりも大きな音で、シガノのシャワーの、水音が小部屋に響く。

「…………」

　シャワーの水音がする。

　扉一枚向こうで、シガノがシャワーを浴びている。

　反省文を書き終わるまで出られない部屋でシガノがシャワーを浴びている。

「…………」

（落ち着かねえ！）

　あんなものはただの水音だ、水道を流しっぱなしにしているのと変わらない。

　変わらない、はずなのに、無性に落ち着かない！

　ミキヤは大きく首を振り、深呼吸を繰り返した。

　師は魔法とは意思の力だと言った。

　意思とは願いであり、願いとは祈りであり、祈りとは即ち力である。

　しかし、その、意思の力を制御し魔法という形で使うには冷徹さが必要だ。

　冷徹を伴わない魔法使いは魔法に振り回されて破滅する。

　冷静冷徹であるべき魔法使いが、こんな、たかが水音に心を乱されてはいけない。

　きりり、と生真面目極まりなく表情を引き締め、ミキヤは改めて原稿用紙に向かう。

「ふんふん♪　ふーん♪」

　ぼきぃ──！

　あまつさえ鼻歌が聞こえて、勢い余って筆圧が強すぎて鉛筆が折れた。

　否応もなく、想像力が掻き立てられる。

　想像力もまた魔法使いには重要なファクターであるが故に、否応なく掻き立てられる。

「ぬおおおおおおおおおおおお！」

　ミキヤは低く呻うめき、奥歯を噛かみしめた。

　新しい鉛筆を取り出し、再び原稿用紙に立ち向かう！

「きゃっ！」

　ぼきぃ！　※二本目。

（なんか妙に可愛かわいらしい声が聞こえたああああああああああああああああああああ！）

　ごほん、ごほん、と、ミキヤは自分を誤魔化すように咳せき払ばらいをする。

「ど、どうしたシガノ、なにか声がしたけれど！」

「あら、ごめんなさい。石せつ鹸けんを落としただけよ」

　耐え切れずに声をかけると、あっさりと真相は判明した。

「なんだ、そんなことか」

「ええ、そんなことよ」
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　そして聞くんじゃなかったと後悔した。

　再び水音が響き、天才魔法使いの頭脳は気付くべきではないことに気付いてしう。

（……つまり、これから体を洗うところってことじゃねえか！）

　情報が増えたせいで、これまた余計なことを想像してしまう！

　ボディーソープをスポンジで泡立て、その白い体を洗う──どこから！

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　ぐさり、ミキヤは、己の左手を、芯がへし折れた鉛筆で刺した。

　反省文を書くには右腕さえあれば良い。

　天才魔法使いとしての意地、プライド、そして克己心。

（負けん！　おれは負けんぞ！　あの悪魔の誘惑などには負けん！）

　何よりも柊ひいらぎシガノへの対抗意識が近衛このえミキヤを突き動かしていた。

　水音などもはや耳に入らない。

　シャワーを浴び、体を洗い、浴槽に体を沈めてくつろいでいる姿など想像しない。

　全身全霊を込め、反省文に体当たりするかのように鉛筆を加速させる。

　一時間と三十分！

　入浴としてはやや長く、二十枚の反省文を書くには狂気の如ごとき短い時間が過ぎた。

　カチャリと、バスルームのドアが開いて、シガノが姿を見せる。

「ふぅ……調子はどうかしら？」

「くくっ……終わったよ、終わらせたよ」

　疲弊した、しかし、勝ち誇るようにミキヤは振り向いた。

「あら、それは大したものね」

「──っっっっっっっっっっっっっっっっっっ！」

　バスタオル姿であった。

　振ふり返かえると、バスタオル一枚を纏まとったシガノがいた。

　しっとりと、湿り気を帯びてその艶つやを増した長い黒髪。

　僅かに色づき、桃色を帯びた、白い肌。

　火照ったような赤い頬ほおと、濡ぬれたような大粒の瞳。

　首筋から鎖骨にかけてのラインと、辛うじて、バスタオルで隠れた淑やかな胸元。

　ハンマーで殴られたかのようにミキヤは目を見開いた。

（あれ、もしかしてこいつ、かわいい？）

　一方、シガノも、珍しく、ぎょっとしたように目を丸くした。

「ど、どうしたのよ、その左手！」

「え？　左手？　ああ──いってええええええええええええええええええええ！」

　無駄に全力で、鉛筆をぶっ刺したことを思い出してミキヤは叫ぶ。

　見ればシガノが驚くのも仕方ないと納得するぐらいに血まみれであった。っていうか、鉛筆の芯のせいか赤黒く染まっており軽くホラーだった。

「なに、誰かに呪いでも受けているの、ちょっと見せてごらんなさい！」

「あ、いや、待て、大丈夫だから、ちょっと──」

　普通に心配しているシガノというレア中のレアなシガノに思わずミキヤは動揺する。

　気にも留めず、シガノは駆け寄り、ミキヤの手を取る。

　瞬間、香ったのは石せつ鹸けんに似た、清潔な、湯上りの匂い。

　桃色の肌はまだ熱を感じさせ、濡ぬれた黒髪は艶つややかに。

　そんな場合ではないのに、胸を高鳴らせてしまう。

「──ふ、服を着ろ！」

「あっ──」

　しかし警告は一瞬、遅かった。

　はらり、と、悪魔のバスタオルは天使の翼の如ごとく舞い落ちた。




　結論から言えば、ミキヤの左手の怪我はそう深いものではなかった。

　出血が派手に見えただけできちんと消毒し軽く包帯を巻くだけで治療は十分だった。

『反省文を受理しました　図書館』

『何で血で汚れてるんですか（こわい）　図書館』

『ともかく今後は図書館で騒がないように注意してください（おこ）　図書館』

　書き終えた反省文を改めて机に置くと、そのようなメモが天井から振って来た。

　がたん、と音がして、壁面に新しいドアが設置される。

『速やかに退館してください　図書館』

「……待ってくれ、おれは『生命の燃焼』という魔導書を借りに来たんだが」

『速やかに退館してください　図書館』

「……」

　今回は見逃してやるからさっさと出て行け、ということだろう。

　依頼の本はどうしたものかと思いながらミキヤは嘆息する。

　そして、ちらと、隣のシガノに視線を向ける。

　当たり前だが既に制服に着替え終わっている。

「なにかしら？」

「……いや」

　目が合い、思わず、目線を逸そらした。

　あれは事故である、事故ではあるが、非常に居心地が悪い。

　やはり謝るべきだろうかと、ミキヤは真剣に考え込んでいる。

　くすりと、笑う声がした。

「別に怒っていないわ」

「そ、そうか」

「あなたに見られるのなら、ね」

「それなら良かった……なに？」

　今、さらりと、とんでもないことを言われたような気がした。

「さあ、さあ帰りましょうか、今日はとても楽しい一日だったわ」

「お、おう？」

　しかし問いかけるよりも早く、彼女はさっさと反省室のドアを開けてしまう。

　長い黒髪をなびかせ、スカートの裾を揺らし、ハイヒールを鳴らして。

　ミキヤは慌てて、シガノを追いかけ、隣に並んだ。

　彼女の横顔はいつも通り、不敵で、自信に満ちて、悪魔のような柊ひいらぎシガノで。

「あらまあ」

「……なんじゃこりゃ」

　反省室を出ると、そこは書架と書架に挟まれた長い通路だった。

　通路の先に階段が見える。

『キャハハハハハハハハハハハハ──』

『久しぶりのニンゲンだね』

『ねえねえ、ボクたちと遊ぼうよ！』

　そして、ぞっとするほどに、膨大な、悪霊で満ちていた。

　無数の悪霊の声が、重なり、絡み、増幅され、不吉な反響を残して響き渡る。

　ミキヤは思わず眉根を寄せた。

『無視してください　図書館』

　本棚に図書館からのメモが貼ってある。

　確かに一匹一匹はただ『囁ささやく』程度しか出来ない取るに足らぬ悪霊だ、肉体的精神的に衰弱した状態であればともかく、現状なら無視し通り抜けてしまうのが一番だ。

　しかし、この数は尋常ではない。

　まるで、悪霊の巣だ。

『その通りです　図書館』

『地下十三階は決して外に出してはいけない邪悪な魔導書を封印している聖域　図書館』

『この悪霊たちは魔導書に惹かれて誘おびき寄せられる　図書館』

「……なるほどな」

　ミキヤはそして、恐らくはシガノも、図書館のルールの意味を理解した。

『飲食禁止』、『大声禁止』、『蔵書の無断持ち出し厳禁』

　いずれも聖域を聖域として保つため、穢けがれを持ち込まないためのルールだったのだ。

　そして地下十三階がこの図書館の本質であると教えるためのツールが反省室なのだ。

　ミキヤは腰の杖つえを抜いた。

「赤く、高く、燃え盛る乙女、我が呼び声に応え穢れしを祓はらえ──サラマンダー！」

　杖の先端に赤い魔法陣が展開される。

　赤く燃える髪をした、炎の乙女が召喚される。

　燃える瞳に燃える髪、燃える手足に燃える肉体。

　サラマンダーは、情熱的な踊りのように、その手足を、その体を振り回す。

『キャハハ──ハ？』

　錬金術師が金属を純化するように、炎は穢れを浄化する。

　本を焼くことなく、書架の通路に満ちた悪霊のみを包み込み、燃やし尽くす。

「師匠が言っていたよ。悪霊や呪いの類は焼くに限るとな」

「なかなかバイオレンスな師匠ね」

「これで、少しは、静かになるだろうさ」

　杖を腰に戻し、サラマンダーを退去させる。

　ミキヤは図書館に向けて、頭を下げた。

「騒いで申し訳なかった。今日は退散して、明日、改めて本を借りに来る」

『……』

　返事は、頭の上に落ちて来た、革張りの分厚い本であった。

「ぐおおおおっ、ふ、普通にいてえ」

　ミキヤは頭を押さえながら本を拾い上げ、何気なく表紙を見る。

『返却は一週間後です　図書館』

　メモが貼ってあった、書名は『生命の燃焼』だった。

「……きちんと、反省が伝わったのかな？」

　くすりと、シガノが横で笑う。

「図書館がデレたわね」

「そういう表現はやめろ」

　灰色の髪をわしゃりとかいて、ミキヤがぼやいた。

　しかし図書館に気に入られたのは満更嘘うそでもなく。

　その後、ミキヤが図書館を訪れると不思議なことが起きるようになった。

　探していた本がいつの間にか目の前にあったり、読み終えた本がいつの間にか本棚に戻っていたり、問答無用で地下に落とされ溜まった悪霊掃除をさせられたりである。




　それはさておき、無事に本を借りたミキヤはシガノと別れ依頼人の元へと向かった。

　礼儀正しくドアをノックし、返事を待ち、ケラちゃん先生の研究室のドアを開けた。

「失礼します……うわ」

　強烈なクリームパイ、それに用いるのであろうバニラビーンズの匂いがした。

　果たして錬金術師のアトリエなのか菓子屋の厨房なのか。

　部屋の中央に大釜があるかと思えば壁際に本格的オーブンが備え付けられ、作業用テーブルを見れば菓子作りに用いたと思われる天秤と調合に用いたらしきボウルがあり、錬金術の魔導書と本人直筆のレシピが錬金術的暗号を用いて記されていたりした。

「うふふー、良いタイミングですよミッキー、今。新しいのが焼けたところです」

「……はあ」

　丁度、オーブンから、焼きたてらしきクリームパイが取り出されていた。

　バターの香りも芳しく、生地の焼き目は艶つややかな程に美しい。

　なるほど大したものだと見ればわかる。

「とりあえず、これが本です」

　錬金術師なのかパティシエなのかわからなくなるような部屋を横切り、ケラちゃん先生に借りて来た『生命の燃焼』を渡した。

「そうそうこれです、間違いありません。ありがとうございました」

「いえ、依頼ですから」

　ミキヤは本と引き換えに『票』の詰まった布袋を受け取る。

　ケラちゃん先生は本を頭の上に掲げるようにして、ご機嫌にくるくると回る。

　たゆんたゆんと、その乳が、大きく上下に揺れていた。

「これさえあれば、今年の水着も安心ですよー」

「……はい？　え？　それ、錬金術の奥義書ですよね？」

　なんで水着、と、ミキヤは思わず首を傾かしげた。

　ケラちゃん先生も小首を傾げた。

「なんの話です？」

「え、いや、だって、その本──」

「『生命の燃焼』は自らの肉体を炎になぞらえ効率的に燃焼させる方法を記した──」

　ぐっ、と拳を握り、たゆゆんと乳を揺らして先生は言った。

「錬金術的ダイエットの本ですよ！」

「なんじゃそりゃああああああああああああああああああああああああああ！」

「非常に珍しい本なのは間違いないですけど、奥義書ではないですねー」

　ミキヤは思い出した。

　ケラちゃん先生は『生命の燃焼』と書名しか伝えなかった。

　錬金術の奥義書という情報を、ミキヤに伝えたのは──

「あの腐れ暗黒幼おさな馴な染じみめえええええええええええええええええええええええええ！」

　この理不尽な虚脱感、落胆、そしてやり場のない憤り。

　それをミキヤに味合わせるためだけに、さり気なく偽りの情報を混ぜたのだ。

　狼おおかみの如ごとく歯をむき出しにして、ぎりぎりと、口く惜やし気に噛かみしめる。

　実害はないが、とにかく、妙に、腹立たしい！

　シガノの高笑いが、今にも、聞こえて来そうだった。

「よくわかりませんけど、食べて行きますか先生お手製のクリームパイ」

「いただきます！」

　痩せたいならそもそもクリームパイを控えろとか、自動人形コツペリアって太るのかよとか。

　色々と言いたいことを我慢して答え、ミキヤはクリームパイをやけ食いした。

　ケラちゃん先生の手作りクリームパイは、食べ損ねてガチ泣きする生徒が出るのも納得の絶品だったことが、恐らく唯一の救いであろう。

　………………

　…………

　……

　生徒は元より学園長すらその全貌は知らないと言われる学園の地下。

　地下独房から地下図書館へ。

　青年はいかなる繋つながりが存在したのか、いかなる道を進んだのか。

『逃げられないよ、逃げられないよ』

『ねえ、おはなしをしようよ』

『ともだちになろうよ』

『ねえ？　ねえ？　ねえ？』

「あ……あああ…………」

　純白の死神から逃げ、惑い、そして悪霊の巣に迷い込んでしまった。

　迷い込んでしまったが故に、『図書館』すら、青年の存在に気付いていなかった。

　青年は紙袋を被かぶっており、その表情を伺い知ることは出来ない。

　出来ずとも想像するのは容易であったであろう。

　ひどく焦燥し、疲れ果て、枯れ果てた、絶望の空気を纏まとっていた。

　何日食べていないのだろう、何日飲んでいないのだろう、何日眠っていないのだろう。

　飢えが、渇きが、疲労が、眠気が、そしてそれを上回る恐怖と絶望に苛さいなまされていた。

『もう諦めなよ』

『だーれも、助けてくれないよ？』

『本当は、わかってるんでしょ？』

　囁ささやく程度しか出来ない、取るに足らない悪霊たち。

　しかしその、延々と続く永遠の如ごとき囁ささやきは確実に青年の精神を蝕んで行く。

　彼がもう少し幸運であれば悪霊を焼き払う浄化の炎で救われただろう。

　彼がもう少し不運であれば地下図書館に辿たどり着つくことすらできなかっただろう。

　どうしてこうなったのかと青年は自問自答する。

　こうなって原因は──原因は、なぜ、どうして、こんな目に──

「近衛このえ……ミキヤ」

　あの男が邪魔をしたから、あの男に邪魔をされたせいで、あの男さえいなければ──

　悪霊に侵され、追い詰められ、狂気の縁に立つ精神は容易たやすく歪ゆがんだ結論に着地する。

「あいつさえ、いなけれ、ば──」

　魔法とは意思の力であると近衛ミキヤの師は言った。

　意思とは願いであり、願いとは望みであり、望みとは祈りである。

　祈りであれば、望みであれば、願いであれば、意思であれば、それは力となる。

「近衛、ミキヤァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア！」

　──たとえ、どれほど、捻ねじ曲まがった、歪んだ祈りであったとしても。
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　会長コイン──『票』を十票ずつ積み上げ丁寧に机に並べミキヤは小さく唸うなった。

　場所は放課後の教室である。

　スタートダッシュでこそシガノに後れを取ったが水晶ヶ池のケルピー退治で名前が売れ、ケラちゃん先生経由で教職員からの依頼が来るようになり、こつこつと票を積み上げた。

　手応えとしては確実に当選するにはもうひと押し欲しい、というところだろうか。

　開票日まで残り十日を切り時間が残っているとは言いい難がたい。

「代行、なにしてんの？」

「うん？　ああ友とも田だか、見ての通り『票』を数えてるんだよ」

　友田はミキヤのクラスメイトでありなかなかに気の良い人物である。

　いわゆる情報通で、同じクラスの誼よしみもあり幾度か依頼を紹介されたこともあった。

　ミキヤはふうと嘆息して並べた『票』を片付け始める。

「もう一つぐらい、大きな依頼を受けたいところだな」

「代行も大変だな……あ、そうだ」

　ぱちん、と友とも田だが指を鳴らした。

「気晴らしに、学生街のメイド喫茶なんてどうだ？」

「メイド喫茶ねえ……あれは一体、何が楽しいんだ？」

「代行はああいうの苦手なタイプ？」

「単純に理解できないだけだ」

「そっかー、代行の妹ちゃんがバイトするらしいから伝えとこうと思ったんだけど」

「ミヤが？」

「臨時でバイトすることになったってさっき聞いた──」

「──詳しい話を聞こうか」

　かつてないほどに真剣な表情をして、近衛このえミキヤは立ち上がった。




　生徒会長が学園の守護者であり各種委員会が学園の実務者であるならば、もはや乱立に近い勢いで設立されているクラブや同好会は学園の企業である。

　生徒たちは長期休暇を除いて基本的に学内で生活をするためニーズは大きく、クラブはそれに応える形で技術もしくは労働を提供する──平たく言えばたまには違うものが食べたいし不健全な漫画が読みたいし遊びに行きたいけど誰もやってくれないから自分たちでやっちまおうぜ！という実践的精神に溢あふれた神しん智ちらしいバカによる取り組みである。

　そのバカに対する賛同者が集まった結果が、各種クラブの運営する店舗がひしめく学園のメインストリートこと学生街である。

「ここか──」

　学生街の外れに近い一角に目的の店はあった。

　本格メイド喫茶『ヴィクトリアン』、由来は言うまでもなく近代メイド文化が花開いたイギリスはヴィクトリア朝であろう。

　場所柄か、丁寧に手入れされてはいるが古さの見える建物のせいか、良く言えば落ち着いた老舗の空気を、悪く言えば少々寂れた雰囲気を与える。

　メイド喫茶、という看板がなければ、シックな喫茶店にしか見えないかもしれない。

　しかしそんなことはミキヤにとって重要な問題ではない。

　そもそもを言えば選挙も終盤に入り情勢としてはおよそ互角の状況で呑のん気きにメイド喫茶で遊んでいる暇などないのだ。そんなことをしている暇があれば一つでも多くの依頼をこなして『票』を稼ぐべきである。しかし大切な妹が世話になっているバイト先ならば顔を出して挨拶をするのが義理人情というものであろう決してミヤのメイド姿が見たいとかそういうわけではなく、あくまで兄の義務として妹を見守るためにやって来たのでだからこれは何の問題もない行いである──と、ミキヤは理論武装を完成させた。

　いざ本格メイド喫茶『ヴィクトリアン』に堂々入店す！

「あ、えっと、おかえりなさいませご主人さま……って、兄さん！」

「おお……」

　店名に違たがわずヴィクトリア風で統一されたインテリア。ドアベルの音と共に、ロングスカートの裾を僅かに揺らして一人のメイドがミキヤを出迎えた。

　太陽に照らされた雪のように儚はかなくも輝かしい銀髪、玉のような大粒の瞳が飾る愛らしい顔立ち、女子としてはやや高い身長と非常に豊かな胸元に正統派のメイド服。

　すなわち、ホワイトブリムと、紺のロングスカートと、純白のエプロンである。

　清せい楚そなメイド服に可か憐れんな妹、これほどに素晴らしい組み合わせがあるだろうか。

　ミキヤは思わず目頭を押さえた、いや本当に泣いているわけではないが。

「立派になったなあ……」

「……なに言ってるんですか、もう」

　恥ずかしいなあ、と言いたげに銀色のお盆を胸元に抱いて口元を隠した。

　そのはにかんだ仕草が──照れて、僅かな桃色を宿した頬ほおと相まって、果てしなくかわいらしい。

　もはや見る癒いやしである。

　ミキヤの胸の中に、柔らかくも暖かい春の風が吹いたようですらあった。

「イイ……とてもイイ」

　今ならばわかる、メイド喫茶は素晴らしいものであると。

「どうしてバイトしていることを教えてくれなかったんだ！」

「それは……なんていうか……まさか本当にすぐ来るとは思わなかったというか……」

　困ったような、哀れむような、やっぱりなあと諦めていたような、複雑な表情を浮かべてミヤは言いい淀よどむ。

「とりあえず、兄さん」

「なんだいマイシスター！」

「ご愁傷様です」

　ガチャリ──それが、ドアをロックする音だと気付いた時にはもう遅かった。

　静かに、首筋に、細い腕が絡む。

　背中に、仄ほのかな、柔らかいものが触れる。

　僅かに甘い、花の蜜に似た香りが、鼻をくすぐる。

「きっと釣れると思っていたわ、ミヤのメイド姿を餌にすれば」

「うおおおおおおおおおおおおおおあああああああああああああああ！」

　一瞬の戦慄、背後から聞こえた悪魔の声に思わず叫びをあげる。

　振ふり返かえる、振り返ろうとする、するりと首筋に絡む腕が離れる。

　危うく足を滑らせ尻餅をつきそうになりながらもミキヤは見た。

　全身から冷や汗が噴き出し、心臓の鼓動が加速し、わなわなと手指が震える。

　長い黒髪をかき上げて、くすりとそれは小さく嗤わらった。

「おかえりなさいませ、ご主人さま──かしらね、この場合は」

「シ、シガノ？」

　夜を溶かしたような長い黒髪に映える純白のホワイトブリム。

　処女雪の如ごとく白い肌を包み華きや奢しやなその体を飾る正統派のメイド服。

　清せい楚そなるロングスカートとはアンバランスなほどに挑発的なハイヒール。

　衣装が意味する属性とは正反対に、獲物を弄もてあそぶ猫のような微笑ほほえみを浮かべて佇たたずむ。

「オススメは冷静に考えるとお高い気がする二千円のケーキセット。お望みのメイドがケーキに魔法（マジ）をかけてくれるサービスもついているわよ」

「か、帰る！　おれは帰るぞ！」

　まさに天国から地獄。

　メイド服の天使いもうとを求めて邪悪な微笑みを宿した暗黒大悪魔おさななじみに遭遇してしまうとは何たる運命の残酷か。

　否いな、全ては悪魔の掌てのひらの上だ。

　ミキヤの交友関係を把握しきった上で情報を流し、その反応速度すらも予測して、熟練の狩人かりゆうどの如く獲物の通り道に罠わなを仕掛け待ち構えていたのだと気付いたが既に遅い。

　逃げ道──出入り口は塞がれ、あまつさえ鍵すら閉められている。

　まさか、生徒会長代行が窓をぶち破ったり壁を破壊したりして逃げるわけにもいくまい。

　それがわかっているからこそ、シガノは悠然と微笑んでいる。

「せっかくなのだから、もう少しくつろいで行きなさいな」

　実に白々しい、悪魔的な宣言だ。

　ぐう、と、ミキヤは喉の奥で狼おおかみの如く唸うなった。

　長い黒髪、赤い唇、白い肌、平へい坦たんな胸の微かすかな膨らみ。

　傲慢、残酷、気まぐれ、その気になれば新しい七つの大罪でも作れそうな勢いでメイドらしからぬ属性が山盛りである。しかしそれすらもメイド服の包容力によって許され一種の魅力へと昇華されているのかもしれない。

　あるいはそれが正統派の、清純かつ清楚なるメイド服であるからこそ。

　どこまでも美しく、そして艶なまめかしく、魅力的であることは認めざるを得ない。

　だからこそ、ミキヤはその目とその声に強く抵抗の意志を込める。

「ミヤを餌にしておれを呼び出してまで、一体何を企たくらんでいる！」

「企んでいるなんて失礼ね、私はただ生徒会長代行の近衛このえミキヤに依頼があるだけよ」

「依頼……だと？」

　同じ生徒会長代行、生徒会長の座を巡って争うライバルである柊ひいらぎシガノの依頼。

　あまりに意外な申し出に、ミキヤは怪け訝げんそうに眉根を寄せた。

　その鼻先に一枚の紙切れ、チラシが付きつけられる。

「これよ」

「……見せつけろ主従の絆きずな、メイド喫茶対抗大メイド大会？」

　でかでかとした文字でチラシにはそう書かれていた。

　ついでに、妙に達者な二次元のメイドイラストが描かれていた。

　開催は学生街自治会並びにメイド喫茶連盟とある。

「つまり──」

　チラシをミキヤに押し付け、彼女はしゃらりと長い黒髪をかき上げた。

「あなたには私のご主人さまになって大会に参加してもらうわ」

「なるほど──まるで意味がわからん」

　本当にわからない。

　シガノは言った。

「現在、学生街には十軒のメイド喫茶が存在しているわ。この本格メイド喫茶『ヴィクトリアン』はその中でも最初にオープンしたお店よ」

「……多くないか？」

「多いわね。だから、潰し合いが始まった」

　よくある話だ。

　一つ流は行やれば、二匹目のドジョウを狙って後を追うものが現れる。

　そして増えすぎた結果、市場が飽和して淘とう汰たが始まる。

　生き残るためには他店との差別化が重要になるのだが。

「そこで本格の看板が足を引っ張った。服飾研究会のコスプレメイド喫茶、生物部の本物けもみみメイド喫茶、錬金術部のメイドロボ喫茶──それぞれの特色を生かしたメイド喫茶が増える中、元祖の看板だけでは戦い切れず、この有様ね」

　皮肉気に唇を吊つり上あげシガノはしゃらりと長い黒髪をかき上げる。

　言われて、ミキヤは店内を見回した。

　白いテーブルクロス、掃き清められた床、本格派メイド喫茶の名前に違たがわずイギリス風で統一された店内には気品すら漂い、そして、肝心のお客の姿が全く見えなかった。

「定休日か？」

「営業日よ、ただ見事に閑古鳥が鳴いているだけのね」

　静かに首を振り、薄い胸の下で腕を組み、シガノは嘆息した。

「このままでは閉店も時間の問題、これが最後のチャンスでしょうね」

　丁寧に清掃された店内を見ればサービスの質が悪いということではないのだろう。

　しかし大きな売りがなく、元々、学生街の外れと場所も悪い。

　消滅寸前のメイド喫茶が、大会に優勝すれば──

「報酬として私の集めた『票』の一部をあなたに譲るわ」

「おれにとっては有利な話だが……」

「まだ何かあるのかしら」

「単純な話だよ。おまえが、そこまでこの店に入れ込む理由がわからない」

「大した理由ではないわ」

　シガノが言った。

　珍しく、視線を逸そらして、少し、躊躇ためらうように口にした。

「ここの店長には借りがある、それだけの話よ」

「つまり義理人情か……義理人情の話なのかこれ！」

　ミキヤが驚きの余りに頓狂な声をあげた。

　あんまりにもびっくりした顔で、まじまじと、シガノを見詰める。

　珍しく、本当に珍しく、シガノが頬ほおを桃色に染めて視線を逸らした。

　少しだけ、拗すねたように、唇を尖とがらせている。

　清せい楚そなメイド服と相まって、ミキヤですら一瞬ドキリとするほど可愛かわいらしい。

「そういう反応をされることぐらいわかっていたわよ」

「い、いやすまん、本気で驚いた」

　この悪魔にも義理や人情を解するまともな人間らしい感覚があったのかと驚いたが、冷静に考えたら、むしろ悪魔が悪魔たるのはミキヤを相手にした際だけである。

　無論、間違えても、誰にでも親切な性格とは言えないが。

「その店長はどうしたんだ、姿が見えないようだが」

「大会に向けて特訓中に倒れて現在入院中、本来出場予定だったメイドも同様」

「おまえ、メイドの経験はあるのか？」

「ないわよ、メイド服を着たのすら今日が初めて」

「肝心の大会はいつだ？」

「明日よ、チラシに書いてあったでしょう」

「ああ、書いてあったな」

　わしゃりと、ミキヤは灰色の髪をかいて盛大にため息をついた。

「勝ち目あるのかそれ？」

「正直ないわね、でも、全くないわけでもない」

　シガノは言った。

「『見せつけろ主従の絆きずな』、つまり、『絆』が今回の大会のテーマらしいわ」

「……つまり？」

　嫌な予感がした。

　シガノはぐっと拳を握り断言する。

「幼おさな馴な染じみの絆きずなを武器にすれば十分に勝ち目はある」

「な、なるほど……」

　メイドとご主人さまではない、更に六年のブランクがあるとはいえ幼馴染として良くも悪くも多くは悪くもお互いのことを知っている。

　それは間違いなく絆で……絆で…………絆…………

「ろくな思い出がないんだが」

　しかし、確かに、六年ぶりに再会しても一瞬で当時を思い出すぐらいに深く心に刻まれているという意味では生半可な主従の──ましてやメイド喫茶レベルの──絆など足元にも及ばないのは確かであろう。

　問題はただひたすらミキヤが嫌な気分になることである。

　実に理不尽な話でありミキヤにとってはもはや天敵に等しい暗黒幼馴染ではあるが逆に考えるなら、ミキヤの協力が絶対的に必要な状況であり、交渉で選挙の有利を引き出すも、単に断って復ふく讐しゆう心しんを満たすも、シガノを好きなように料理できるチャンスである。

　絶好のチャンスではあるけれども──

「……くそっ、人助けじゃあなあ、おれも断るわけにはいかないだろうなあ！」

「……自分で言うのもなんだけれど、引き受けてもらえるとは思わなかったわね」

「自分で言うのもなんだが、おれもどうして引き受けたんだかわからねえよ」

「報酬は弾むわ」

「いらねえよ、おまえだって無報酬だろ」

　ちらと、ミキヤはシガノの左腕に視線を向けた。

　そこに見慣れた生徒会長代行の腕輪がないことに、ミキヤは気付いていた。

「そう──」

　にやりと、柊シガノおさななじみは悪魔のように笑った。

「あなたなら、きっとそう言ってくれると思ったわ」

「訂正する撤回する今のなし、やっぱり報酬はきちんと請求する」

「言質は取った、証ミ人ヤも聞いている。今更それは通らないわねえ」

「え……ああー、まあ、聞いちゃいましたからねえ」

　黙って二人の交渉を眺めていたミヤが苦笑を浮かべて頷うなずいた。

「因ちなみに、ミヤは大会の運営側よ」

「ただの雑用の臨時バイトですけどね」

「ぬっがああああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　頭を抱えてミキヤは叫んだ。

　まさしく負け犬の遠とお吠ぼえであった。

「そうだよ、こいつはこういう女だよ！　情に絆ほだされたおれがバカだった！」

「いつまで経たっても学習しないのがあなたのいじめ甲が斐い……面白いところでしょう？」

「フォローしているつもりかそれで！」

「傷口に塩を塗る程度には」

「この腐れ幼おさな馴な染じみがああああああああああああああああああああああああああああ！」

「ふふっ、でも確かに私の都合に付き合わせて無報酬も悪いわね」

　叫びすぎたミキヤがぜえぜえと息を吐く。

　悪戯いたずらっぽい微笑ほほえみを浮かべて、彼女はそっと人差し指を自分の唇に当てた。

「優勝したら、個人的なご褒美でもあげましょうか？」

「……いらん」

　ミキヤは露骨に嫌そうな顔をした。

　ますます愉快そうに、彼女はしゃらりと長い黒髪をかき上げた。

「欲がないわね。かわいいメイドさんに抱きしめてもらいたい、とか、そのロングスカートの中に入りたいとか、男の子には夢がたくさんあるでしょうに」

「ない、とは言わんが、おまえにそれを要求するほど無謀でもなければ愚かでもない」

「ふふっ、じゃあ明日に備えて特訓でもしましょうか？」

「時間はあるから構わないが、特訓？」

　怪け訝げんそうにミキヤが首を傾かしげる。

　チラシを見た限り明らかになっているのは『絆きずな』のテーマだけであり具体的にどのように競うのかまでは書かれていなかった。

　恐らくは公平性を期するためにそのようにしているのだろうが、逆に言えば対策の打ちようがないということでもある。

　くすり、とシガノが微笑む。

「幼馴染として、改めて、お互いの絆を深めましょう──」

「用事を思い出したからおれは帰る！　明日の大会でまた会おうじゃないか──」

　ぞわり、と、背筋に悪寒が走った。

　逃げろ、と、全身の細胞が訴えていた。

　次の瞬間に、天地が逆転した。

　メイド喫茶の床、絨じゆう毯たんの上に、仰あお向むけに転がされていた。

　足払いからの投げで押し倒されたのだと気付いた頃には、当たり前のように、体の上にシガノが跨またがっていた。

　翻るロングスカートと倒れ込む肉体の間で一瞬だけ垣間見えたのは清せい楚そなる純白。

（ガ、ガーターベルトつきだと！）

　とどめを刺すようにネクタイを掴つかみ、犬の首輪の如ごとくネクタイを引く。

「はい、捕まえた」

「ぐ、ぐうう……」

　ホワイトブリムが飾る長い黒髪の下、幼おさな馴な染じみは悪魔のように可か憐れんに微笑ほほえむ。

　一方、ミキヤの額にはうっすらと冷や汗が浮かんでいた。

　身長差でも体重差でも圧倒的であり本来なら容易たやすく逃れられるはずなのに、シガノによるマウントポジション──覗のぞき込こむような黒い瞳、薄く笑う赤い唇、花の蜜に似た微かすかな香りと柔らかな重みが否応なくミキヤのトラウマを想起させ金縛りにでもあったかのように動けなくなる。

　文字通りの意味で尻に敷かれていた。

「ふふっ、思い出すわね。昔もよくこうやって……あなたで遊んだものだわ」

「せ、せめてあなた『と』であるべきだろうそこは」

　若干震え、引ひき攣つった声で、それでも反論をする。

　言葉を発したことで僅かに気力を取り戻して逃れようともがく。

　だがシガノもまた長年マウント（物理）を取り続けた技を使う──下半身を利用した巧みな体重移動によってミキヤを乗りこなし、決して逃がそうとはしない。

「二人で一つのおやつをわけあって、懐かしいわ」
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「覚えてるよ、毎日のように、おやつを強制的に半分奪い取られて……良い思い出っぽく言ってるけれど、それ全然良い思い出じゃないからな！」

　苦々しくミキヤは口元を歪ゆがめた。

　思い出すと本当に嫌になって来る。

　どうして自分はこんな暗黒幼おさな馴な染じみの依頼を引き受けたのだろう、こんなことならメイド喫茶になど来るのではなかった。

　そもそもどうしてメイド喫茶に来てしまったのかそうだミヤのメイド姿に釣られたからだしまったこれでは怒るに怒れない殆ほとんどただの自業自得じゃないか──

　そうだミヤがいた、まさに最後の希望だ。

「あ、すみません、わたしはそろそろ会場の方の準備に戻りますね」

「嘘うそだろマイシスター！」

「え、嘘じゃないですけど」

「お疲れさま、仕事中に連れ出して悪かったわね」

「はい、裏口の鍵はどうしましょうか」

「開けておいて構わないわ」

「裏口があったのかこの店！」

　実は奥に向かって逃げれば正解だった。

　今更になって実は逃げ道があったことを知ったミキヤが叫んだ。

　くすくすと悪魔はその絶望を嘲るように今も笑う。

「残念だったわね、ご主人さま」

「ぐううううううう！」

　ご主人さま、の一言が、最高に挑発的であった。

　ミキヤにとっては信じがたいことに、妹はそんな二人をどこか微笑ほほえましいものでも見るように眺めつつ、普段と何ら変わらない微笑みを浮かべていた。

「それでは、お二人はごゆっくりどうぞ」

「いやいやいや待ってミヤ！　行かないで！　助けてマイシスター！」

「兄さん」

「うん？」

「ファイトです！」

「わかったお兄ちゃん頑張る、いや無理、これは頑張れない助けて！」

「あはは」

　助けを求めて懸命に呼びかけるが、ミヤは軽く手を振り店の奥へと消えて行った。

　しばらくして、裏口のドアが閉まる音がして、本当にミキヤの希望は潰ついえた。

「これで二人きりね」

「な、何をするつもりだ」

　震えを押し殺してミキヤは問うた。

　ぐい、と、彼女はミキヤのネクタイを引っ張り、唇と唇が触れ合うほどの至近距離で、残酷な瞳に愉悦の色を宿し、蒼あお褪ざめた顔を、真まっ直すぐに見詰める。

「とりあえず、二人でお菓子でも食べましょうか？」




　特訓（笑）が終わる頃にはすっかり空が夕焼け色に染まっていた。

「ふぅ……満足したわ」

「おまえだけ、な」

　この時間の学生街は今夜の食事を求める生徒と寮への家路を急ぐ生徒たちが交錯し、二つの人の流れが出来上がっている。

　ミキヤとシガノは寮へ向かう側の流れに乗って歩いていた。

　夕暮れに長い黒髪を揺らし歩くシガノの顔は心なしかつやつやとしており、対照的にミキヤはぐったりとした様子で肩を落として歩いている。

　当たり前だが、シガノはもうメイド服ではなく黒いセーラー服に着替えていた。

「これで明日の私は全力を尽くせるというものよ」

「そうあって欲しいね、犠牲になったおれのためにも」

　ふと、ミキヤが足を止めた。

　学生街に立ち並ぶ店と店の間、狭い路地にふと視線を向ける。

　そこには暗がりが広がっている。

「どうしたのよ」

「いや、なんか動物の呻うめき声ごえみたいなのが聞こえたような……気のせいか？」

「さあ、私には聞こえなかったけれど」

　あるいは明日に大会が控えていなければ、一応調べてみたかもしれない。

　シガノと一緒でなければ路地を覗のぞいてみるぐらいはしたかもしれない。

「まあ、気にするほどのことじゃないか」

「そう、なら行きましょう」

　一度首を捻ひねるが、さして気にせず、ミキヤは再び歩き出した──

　──暗がりの中では一人の男が彷徨さまよっていた。

　顔は見えない。

　紙袋を頭に被かぶっている。

　紙袋の奥からくぐもった声がする。

「魔法とは意思の力だ意思とは願いであり望みであり欲望だ欲望欲望は魔法であり魔法魔法魔法魔法魔法魔法魔法魔法魔魔魔魔魔魔魔魔魔魔魔魔魔魔魔魔魔魔魔魔魔魔魔──」

　壊れてしまったかのように同じ言葉を繰り返している。

　よろめくように歩いていた。

　目だけが、ぎらぎらと、異様な輝きを宿して光っていた。

　狂ってしまったように、壊れてしまったように、歩いていた。

　しかし、もしも、男を注意深く観察すればそれが一つの方向に向かっていることがわかっただろう。

　壁にぶつかり、ぶつかったことに気付かずもがき、ゴミに躓つまずき、立ち上がることを忘れてもがきながらも、一つの方向に向かって前進していた。

　学生街の中央に向かって這はいずるかのように、ゆっくりと、進んでいた。

「近こ近こ近こ近こ近こ近こ近こ近こ近こ近こ近こ近衛このえミキミキミキミキミキミキミキヤヤヤヤヤヤヤヤ──」

　風が吹く。

　びょうびょうと、不吉な獣の鳴き声のように。

　呪じゆ詛そを乗せて。

　翌日は見事な快晴だった。

　大メイド大会会場の学生街中央広場には白いテーブルクロスをかけた十卓のテーブルが並び、その片隅には運営本部と放送席が用意されている。

　その周囲をぐるりと囲むように観客席が用意されており、大会が始まる前から満員になる勢いで暇な生徒たちが押し寄せ既に盛り上がっていた。

　中には揃そろいの法被を着用したそれぞれのメイド喫茶のファンまでもがいた。

　むしろ多かった。

　思った以上の熱気に、本格メイド喫茶ヴィクトリアンの出場ご主人さまであるミキヤはちょっと引いた。

　いつも通りのブレザーと腰に杖つえをさした姿で会場、広場内を歩いている。

「ええと……ヴィクトリアンのテーブルは十番か」

　コスプレメイドにネコミミメイドに球体関節の自動人形コツペリア──歩きながら他店からの出場メイドを見れば、なるほどこれは盛り上がるのも当然の美少女揃いであった。

　一方、ご主人さまの方は男女の割合が半々程度であろうか。

「遅かったわね」

「時間通りだよ」

　十番のテーブルには既にメイド服に着替えたシガノが待っていた。

　長い黒髪にホワイトブリム、薄い胸に純白のエプロン、すらりと長い足をロングスカートで覆い隠しアンバランスな黒いハイヒールで武装している。

「なかなか強敵が多そうだな」

「そうね」

　しゃらりと長い黒髪をかき上げてシガノは肯定した。

「たとえば、六番のテーブルはロボメイド喫茶『オートマトン』」

「ふむ」

「理由は知らないけど錬金術のケラ先生が出場しているわ」

「なにやってんだあの教師」

　それもヴィクトリアンのような正統派メイド服ではない。

　頭にはカチューシャ、胸元が大きく開いたセクシーなメイド服にミニスカート。

　王道か邪道かならば間違いなく邪道に位置するであろうセクシーメイドである。

　ケラちゃん先生のあどけないとすら思える美貌と一種の質量兵器である巨乳と相まって凄すごいことになっている。もはや凄すぎて目が逸そらせない。

　というか、間違いなく衣装と乳の相乗効果を狙った人選だ。

「ありなのか、教師が出ても」

「店の母体が錬金術部だから顧問のケラ先生はセーフ、ということなのでしょうね」

　わりとギリギリな判断のような気がする。

　というか向こうに気付かれた気がする。

　子供がするように、こちらへ向けて両手を振っている。

　ミキヤは苦笑を浮かべて軽く手を振ふり返かえした。

「おれは全然知らないんだが、他にはどんなメイドがいるんだ？」

「そうね……演劇部員としても有名なコスプレメイド喫茶『みみくりー』の柏かしわ木ぎヨウカ、薬を爆発させたことは数知れず本格魔女喫茶『ういっちがーでん』の妃きさきルイ、風紀委員を兼任しているメガネっ娘こ喫茶『サバエ』の新にい村むらアザミあたりは手て強ごわいでしょうね」

　しゃらりと、シガノは長い黒髪をかき上げる。

「でも、本命はあの一番テーブルね」

　対角線上の最も遠い位置のテーブルを目線で示す。

「昨年の優勝店でもあるネコミミメイド喫茶『ストレイキャット』の朽くち木きトウカ」

「こんな大会を毎年やってるあたり、やっぱこの学園ってどうかしてるよな」

　代表メイドの朽木トウカは明るい茶色、金色に近い髪色をした胸の豊かな女生徒で、猫耳と猫尻尾がついた日本風のいわゆるミニスカメイド服を着ていた。

　連覇に向けて気合が入っているのか、今も愛想よく観客席に向けて手を振っている。

「まあ、私たちには関係のない話よ」

　シガノは言った。

「やれるだけやるだけだもの」

「確かにな」

　ふっ、とミキヤは口元に笑みを浮かべた。

「今日は頼むぞ、シガノ」

「任せておきなさいな、ご主人さま」

　シガノもまた口元に、珍しく、爽やかな微笑ほほえみを浮かべた。

　やがて大会開始の時刻がやって来る。

　その頃には満員御礼となり客席も完全に埋まっていた。

　放送席でマイクのスイッチが入り、司会の声が響く。

「それでは、ただいまより『見せつけろ主従の絆きずな、メイド喫茶対抗大メイド大会』を開催いたします！」

　満員の観客席から歓声が湧き、どこからともなく花火が打ちあがった。

「……なにやってんだうちの妹は」

　メイド服を着たミヤが放送席に座っていることに兄は驚いた。

「司会はわたくし、中等部三年、メイド服が似合ってたという理由で昨日いきなり抜ばつ擢てきされた近衛このえミヤがお送りします。解説実況その他諸もろ々もろの賑にぎやかし枠にはこちらの──」

『ども、学園長やでー』

「こんなイベントに学園長を呼んでよかったのかわたしにはさっぱりわかりません！」

『ま、お休みやし細かいことは気にせんでえーやろ』

「実に神しん智ちらしい適当な回答をありがとうございます。それではまず大会ルールについて説明させていただきます」

　いきなり抜擢された割には達者な様子でミヤは司会を続けた。

「お題は全部で五種目、一種目につき最高百点として合計点を競っていただきます。そして本日の採点役を務めるのがこちらの百人の暇人、もとい、メイド好き！」

『暇人とメイド好きってどっちがマシなんやろな』

　放送席背後に位置する雛ひな段だん状の特別席に並んだ百人の審査員たち。

　仮面、被かぶり物もの、紙袋、覆面、メイク、手段は様々だがいずれも顔を隠していた。

「えーと……どうして審査員の皆さんは顔を隠しているのでしょうか」

『それだけガチで審査に取り組んでいる、ということやないんかな』

　彼らは一言も言葉を発さず、至って真剣な態度で審査せんと会場を見詰めている。

　もうなんかそれだけで一つの出し物になりそうな異様な空間が出来上がっていた。

「段々とこのイベントの方向性がわからなくなってきましたが、深く考えずに最初のお題を発表したいと思います──」

　じゃかじゃん、と、効果音が響いた。

「第一ラウンドは──『おいしくなーれ♪　ケーキにひみつのおまじない』対決です！」

『つまりどういうことや？』

「手元の資料によりますと、これは学園メイド喫茶の名物である『メイドさんがケーキに魔法（マジ）をかけてくれるサービス』で競うそうです」

『うちの学園、ほんまに妙なサービスがあるなあ』

「こちらのケーキは錬金術部と魔女部が共同開発した魔力に反応して味や色合いが変化する特殊な調味料が混ぜられており、まさにメイドさんによって味が変わるという一品になっております。逆に言うならば、メイドさんがご主人さまのことを理解していれば理解しているほど好みの味になる──のかもしれません！」

『メイドの、ご主人さまに対する感情がダイレクトに反映されたケーキってわけやね。これは面白いなあ』

「ちなみに採点方法はご主人さまが満足しているか否いなかを、ケーキを食べた際のリアクションでこちら百人のメイド好き審査員が判断する方式となっています」

『おっ、丁度、各テーブルのケーキの準備が出来たみたいやね』

「それでは早速、第一テーブルから審査を始めましょう──」




「よし、無理だ棄権しよう！」

「何を言ってるのよ、安心なさい美お味いしいケーキを食べさせてあげるわ」

「安心できねえよ！」

　審査が始まり最後になる第十テーブルの椅子の上でミキヤは叫んだ。

「何な故ぜなら、おまえが、お題を聞いた瞬間におれを縛り上げたからだ！」

　厳密には光の鎖──グレイプニルで椅子に縛り付けられた状態で叫んだ。

　因ちなみにシガノはケーキと一緒に用意された『おまじない♪』のメモを読んでいる。

　ケーキの準備はあらかじめ終わらせておき順番が来たら食べさせるという流れである。

「とりあえず、加減がわからないから全力で魔力を込めてみるわ」

「もうその段階で惨劇の予感しかしない！」

　むしろだからこそ、問答無用でシガノはミキヤを縛り上げたのだろう。

　そして傍かたわらのテーブルに置かれた何の変哲もない苺いちごのショートケーキに──構えた。

「いっくよー♪」

　両手の指を合わせてハートマークを作り、膝と膝を合わせてえっぐい内股になり、満面の笑みを浮かべて、きゃぴっと声まで一オクターブは高くして、シガノは唱える。

「ケーキさん、ケーキさん♪　美味しくなーれ♪」

「ぶほぉ！」

　目の前で心の準備もなしにそんな衝撃的な光景を見せつけられたミキヤが笑ってるのか困っているのかよくわからない顔で盛大に噴き出した。

　シガノが作ったハートからキラキラと光の粒が降り注ぎケーキを包み込んで輝く。

「おっ、おおっ！」

　思ったよりちゃんとしたケーキが食べられるかもしれないとミキヤは思った。

　魔力──シガノの意志が込められた光の粒を吸収した何の変哲もない苺いちごのショートケーキは、見る間に、夜を溶かして注ぎ込んだような暗黒色に染まり切る。

「うおおおおおおい！　な、なんだ、これ本当に食べても大丈夫なのか！」

「へえ、こんな風になるのねえ」

「感心している場合か！　明らかに食い物の色をしてないんだが！」

「それでは続きまして十番テーブルです」

　よりにもよってそのタイミングで審査の順番が回って来た。

　心の準備をする暇もない。

「待て、ギブ、ギブアップ！　怖い怖い怖い！　なんだこれ怖い！」

「はい、あーん」

「あああああああん！」

　司会と賑にぎやかしと百人の審査員と無数の観客が見守る中、シガノは暗黒色のショートケーキを一口分だけフォークに刺してミキヤの口元に近付ける。

　さり気なく、左手でミキヤのネクタイを掴つかんでいた。

　逃げようにも逃げられない、ミキヤは顔を引きつらせながらも全てを諦め口を開けた。

　シガノ色に染められたシガノ味に調整されたシガノのケーキが運び込まれる。

　最初に感じたのは、爆発に似た衝撃であった。

　強すぎる味は遅れてやって来た。

「あっ、あっ、あっ、甘っ、アッメええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええ！」

　その甘さはもはや暴力！

　トゥーレ魔法学園にいたインドからの留学生が土産としてくれた世界一甘い菓子グラブジャムン──甘いドーナツを油で揚げてさらにだだ甘いシロップに漬け込みたっぷりと甘みを吸わせた調理方法を聞いているだけで口が甘くなる菓子より甘い！

　どろっどろに溶かした砂糖を直接内臓に塗り込められているように甘い！

　上からのしかかって直接砂糖を流し込まれているように甘い！

　粘っこくねちっこくある種の執念すら感じさせ舌に纏まとわりついて甘さが消えない！

　意思を持つ糖分が全身に絡み付いているような錯覚すら覚えて甘い！

「うおおおおおああああ！　お茶！　頼むお茶ああああああああああああ！」

「はい、どうぞ」

　鎖で縛られていた体が甘み以外の何かを求めて勝手に暴れだし転げ落ちそうになる。

　シガノがすかさず、紅茶を流し込んでくれなければそうなっていただろう。

　ストレートの紅茶を飲み干せば少しはマシに、なったりはしなかった。

「お、おおおおおお……」

　ぐでっ、と、ミキヤは天を仰ぐように、椅子に体重を預けた。

「ふふっ、効果は抜群といったところかしら？」

「べ、別の意味でな」

　ミキヤは恐怖と戦慄を覚える。

　一体、どういう感情をこめたらこんな舌の壊れそうなケーキになるのか。

　何が恐ろしいって、お題はまだ一つ目で、残り三つもあるということである。

　果たしてこの大会が終わるまで自分は無事にいられるのかとすらミキヤは思った。

　そしてミキヤがぐったりしている間に第一ラウンドの得点が発表される。

「それでは第一ラウンドの結果を発表します。まずはトップ──第一テーブルのネコミミメイド喫茶『ストレイキャット』が九十六点！　九十六点です！」

　おおー、と観客席からもどよめきに似た感嘆の声が漏れた。

　百人の審査員たちも自身の審査に満足そうに頷うなずいている。

『ほー、これは素直に大したものやねえ』

「審査員コメントによると、非常に安定した質の高さ、派手ではないが心からの満足を提供していることがご主人さまの安らいだ表情から察することが出来た、そうです」

　再び歓声、そして拍手が送られる。

　第一テーブル、栗くり色いろの髪をしたネコミミメイドは感謝するように丁寧に一礼する。

「続きまして第二位……これは意外です。ご主人さまの絶叫が響き渡り会場を笑いの渦に包んでいた第十テーブルの本格メイド喫茶『ヴィクトリアン』が九十二点！」

　客席にざわめきが起こる。

　学園長も怪け訝げんそうに首──というか体全体を傾かしげた。

『見ていて面白かったのは確かやけど、大会の趣旨とずれてるんとちゃう？』

「早速コメントを読んでみましょう……えー、あらかじめ主人を縛っておく手際の良さと食べる前から全てを理解していたようなご主人さまの表情から二人の間にある深い絆きずなと理解を感じられた、とのことです」

　コメントに対する反応は賛否両論のようであった。

　高得点を知らされた当のミキヤすら完全に理解不能である。

「ど、どういうことだ」

「ふふっ、予想した通りね」

　しゃらりと長い黒髪をかき上げ、唇の端に微笑ほほえみを浮かべてシガノは腕組みをした。

「目が肥えている審査員たちならば、ただの無む茶ちや振りを勝手に深読みして良い感じに解釈してくれると信じていたわ」

「なんてギャンブルなことを……待て、それはここから先も無む茶ちや振りを続けるという」

「これが、絆きずなの勝利よ」

「おまえ、絆って称すれば大抵のことは通ると思ってないか？」

　勝ち誇るようなシガノの態度にミキヤは思わずぼやいた。

「あら」

　くすりとシガノが笑う。

「まさか本当に、深読みだけだと思っているの？」

「──」

　一瞬、どきりとした。

　不意に、リフレインする、始まりのミヤの言葉。

　シガノさんは昔からずっと兄さんのこと好きなんだと思いますよ──

　いや、しかし、だが、まさか──

　あの甘すぎるぐらいに甘ったるいケーキにそんな感情がこめられていたのか？

　微笑ほほえむシガノの表情からはその真意など見抜くことはできるはずもない。

「さあ、第二ラウンドも勝ちに行きましょうか」

「……」

　曖昧にミキヤは頷うなずいた。

　因ちなみに第一ラウンドの最下位は、おいしそうなので自分で食べちゃいました──とのたまったケラちゃん先生である。




「第二ラウンドは『どきどき、メイドさんの耳かきたいけつー！』」

『これは……そのまんまやね？』

「そのままですね。ただし、ご主人さま側は無防備な姿を晒さらすことになりますから、当然、メイドとの信頼関係が大切になってくるわけです」

　耳掃除タイムは十五分、全テーブルが合図と共に同時に開始する。

　審査は同時進行かつリアルタイムに行われるため、いつ、審査員に見られるかわからず一瞬たりとも気が抜けない過酷な戦いでもあった。

「信頼関係もなにもあったもんじゃねえな！」

「あら失礼なご主人さまだこと、私はご主人さまのことを信じているわよ」

「おれがおまえを信じられないんだよ！」

　そして案の定、ミキヤは鎖で縛られたままであった。

「せめて、この鎖をどうにかしろ！」

「はいはい、ご主人さまはおとなしく膝枕されなさいな」

　訴えは鮮やかにスルーされる。

　シガノにネクタイの根元を掴つかまれ、膝の上に頭を、半ば無む理り矢や理り、乗せられる。

　一瞬、花の蜜に似た、甘い、シガノの香りがした。

　メイドさんの膝枕。

　布地越しに感じる太ももの感触。

　か細いと言えるほどに手足が細く、小柄で、胸も薄い体つきのくせに、太ももは意外なほどにむっちりと肉がついている。否いな、ただ肉付きが良いだけではない、しっかりと鍛えられた引き締まった柔らかさで、低反発枕の如ごとくミキヤの頭を受け止める。

　以前──その両足で挟んで投げられたことを考えれば、六年の間に、特に下半身を重点的に鍛えていたのだろう。

　あるいはそれもまたメイド服の魔力であろうか、たとえそのメイドの中身が悪魔にも匹敵する暗黒幼おさな馴な染じみ柊ひいらぎシガノだとわかっていても胸が躍る。

（くそっ、なんてことだ！）

　不安を抱き、ちらと、ミキヤはシガノを見上げた。

「ふふっ──」

　にんまりにまにま、悪魔は、まるでミキヤの心を見透かしたように笑っていた。

「そう、ご主人さまはこういうのがお好みなのね？」

「い、いや、そういうわけでは」

　ぞわぞわぞわりと、ミキヤの背筋に悪寒が走る。

　しゃらりと長い黒髪をかき上げ、シガノが身を屈かがめる。

　ほとんど、耳元に唇を当てるようにして、悪戯いたずらめいて、吐息のように囁ささやく。

「変態」

「──ぐっ！」

　ぞわぞわぞわ、と、先程とは別の理由で背筋が震えた。

　ミキヤは遅れて気付く。

　柊シガノの顔に浮かんだ悪魔の微笑ほほえみは、光の鎖で拘束され身動きの取れないミキヤに対して完全な優位を取り好きなように料理できる愉悦の微笑だと。

（落ち着け、おれは天才魔法使いだ、この程度で心を揺らしてはならない──）

　そして無情にもゴングが鳴り、第二ラウンドの耳かき対決が始まった。

「さあ、始めましょうか変態ご主人さま」

　死神の鎌の如く、シガノの耳かきが閃ひらめいた。

「……」

「……」

「……」

「……」

「……」

「……」

（ふ、普通だ！）

　そう、まさかの普通の耳掃除であった。

　耳かき特有のこそばゆさ、心地よさは、当たり前のこと。

　むしろ、その耳かきあしらいは上手とさえ言える。

　ケーキの件でひどい目にあったから警戒しすぎていたのか。

　思わず、ミキヤの警戒が緩みは──しなかった。

　ないと見せかけて、実はある。

　油断を誘っておいて一気に。

　シガノならば十分にありえることだ。

　さり気なく、再び目線でシガノを見る。

　シガノの、黙って動かずできれば眠っていてくれたら美しい顔から、悪魔の微笑ほほえみは消えていなかった。

　ミキヤは理解する。

　つまり、これは魔法使い同士の精神戦であり神経戦である。

[image: ]

　隙を見せれば、あの耳かきの餌食になる。

　具体的になにをどうされるのかは想像がつかないけど！

　とにかく全神経を集中してシガノの動きを感じ取る。

　逆に言えば、こうして油断しない限り、シガノは普通に耳かきを続けるしかないのだ。

　生真面目な性格であり忍耐強いミキヤにとっては他た愛あいのないことである。

　この勝負は勝ったな、と大会とは全く関係のないところでミキヤは確信した。

　油断と言うならば、それこそが油断であっただろう。

（なにぃ──！）

　まさか、ただ頭を支えているだけの左手が手持無沙汰だとでも言うのか。

　シガノが、ミキヤの頭を撫なでていた。

　耳かきの心地よさと合わせて、恐るべき天上の安らぎをミキヤに感じさせる。

　耐えられない。

　ミキヤは強く奥歯を噛かみしめた。

　悪魔の耳かきに屈してしまいそうになる。

　やっぱり大会とは全く関係のないところで敗北に絶望しそうになる。

　じわじわと心をへし折られて行くような絶望的な撤退戦はしかし永遠ではない。

　何な故ぜなら耳かきには終わりがあるからだ。

「こんなものかしらね」

（逃げ切った！）

　胸中でミキヤは快かい哉さいを叫んだ。

　シガノは耳かきの後ろの柔らかいところ（梵ぼん天てんと呼ぶ）で最後に一撫でした。

　一撫でして、告げた。

「じゃあ、次は反対側ね」

「なん……だと？」

「当たり前でしょうに、時間も余っているからやるわよ」

「……それはそうだな」

　なんという論理的な説得力だろうか。ミキヤに反論の余地はなかった。

「くっ、仕方ない。向きを変えるから起こしてくれ、つうか鎖を解け」

「あら、そんな必要はないでしょう？」

「なに？」

　疑問の声を無視し、シガノは光の鎖でぐるぐる巻きにされているミキヤを転がし頭の位置を入れ替えた。

「その手があった……！」

　そしてミキヤの眼がん前ぜんに闇が広がった。

　正統派メイド服に相応ふさわしい純白のエプロンという闇であった。

　目の前にあるのはシガノの腹部である。

　ちらと視線を上げれば、同じくメイド服に包まれた仄ほのかな胸の膨らみを下方から覗のぞき込こむような状態になってしまう。

「……え？　ちょ、ちょっと待てシガノ、この体勢は──」

「あら、なにか問題があるのかしら？」

　問われて言葉に詰まった。

　なにかが問題であるような気がするのだが、具体的にどう問題があるのかと言われたら非常に返答に困るのだ。

　目の前にあるのは単なる腹部である。

　強いて言うならば、そう、密着感、だろうか。

　視界がエプロンに塞がれたことにより膝枕という距離を否応なく感じてしまう。

「始めるから、動かないようになさい」

「……あ、ああ」

　気のせいか、声もより近くから聞こえるような気がした。

　まさか本当に顔を近付けて囁ささやいているとは思わなかった。

　ミキヤはシガノの性格と性質を大きく理解していながら一つ見落としていた。

　悪魔の如ごとく微笑ほほえみながら、裏腹に、丁寧に柔やわく、優しく、心地よい耳かきを提供する──メイドに相応しい表現をするならばご奉仕している。

　シガノにとって、ミキヤの猜さい疑ぎと葛藤こそが何よりの愉悦になるのだと。

「ふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふ──」

　ミキヤは気付かなかった。




　そして──

「第二ラウンドのトップは──第十テーブル本格メイド喫茶『ヴィクトリアン』が……え？　すごい、九十八点です！」

　客席から感嘆の声が上がり、一斉に、第十テーブルに視線が集まった。

　堂々と、薄い胸を張り、シガノがしゃらりと長い黒髪をかき上げる。

『これは理由が気になるな』

「早速審査員のコメントを紹介します。『特筆すべきは耳掃除を行うメイドさんの表情、心からご主人さまへのご奉仕を喜んでいるのが見て取れた』、『ちょっとＳ入ったメイドさんも良いよね』、『おれもやってもらいたい』、『むしろメイドさまとお呼びしたい』などなど、審査員の本性が見えて来ました」

　第一ラウンドで審査員に強く存在感を植え付けたシガノは、この第二ラウンドの高得点で完全に勝負の流れを掴つかんだ。

　続く第三ラウンドの『愛をこめて、ケチャップお絵かき対決』、第四ラウンドの『盛り上がれゲーム対決』を無難にこなし総合得点で優勝候補のストレイキャットに次ぐ位置をキープする。

　余談だが最下位はそのフリーダムが災いし好き放題やりすぎたケラちゃん先生である。

　かくて勝敗は最終──第五ラウンドにもつれ込むこととなった。

「最終ラウンドは『メイドさんいらっしゃーい、主従の絆きずなをアピール対決』です！」

『ほうほう、で具体的にはどういう内容なんや？』

「まず一組ずつ会場前方に設けられたステージに上がっていただきます。そして、わたしがインタビューを行い、最後にアピールタイムとなっております」

『アピールタイムにはなにかお題があるんかな？」

「ありません、いわゆる自由形、思い思いに主従の絆をアピっていただきます！』

『そこで、どれだけ、審査員に絆を印象付けられるかって勝負なわけか』

　果たしてどんなアピールが飛び出してくるのか最終ラウンドに期待する観客席が盛り上がりを見せる、一方、ミキヤはその内容を聞いた段階で絶望の予感しかしなかった。

（こいつのことだ、絶対にろくでもないことを考えている！）

　圧倒的な負の信頼である。

　ちらと隣のシガノを見れば、案の定『なにをやっても良い』と御免状をいただき目をきらりと光らせて口元に美しい──ミキヤにとっては悪魔のような微笑ほほえみを浮かべていた。

「それでは順番に行きましょう！　トップバッターは現在総合一位──」

　しかしミキヤの絶望を他よ所そに大会は進み、あっという間に出番がやって来る。




「お待たせしました！　それでは今大会のダークホース、本格メイド喫茶『ヴィクトリアン』のメイドさんとご主人さまの登場でーす！」

「ごきげんよう」

「……ど、どうも」

　司会のミヤ（メイド服）に呼び出されて二人はステージに上った。

　これ見よがしに、まるで熱烈な恋人同士のように腕を絡めて。

　十分に温まった観客席からは一斉に口笛が、そしてブーイングが飛ぶ。

（おい、これ本当に大丈夫なのか！）

（大丈夫よ、私の作戦を信じなさい）

　それが一番信用できないと言いたげに、ミキヤは苦々しい表情を浮かべた。

　言うまでもなく落ち着かない、光の鎖による拘束は解かれたが代わりに直接繋つながれているようなものだ。純白のエプロン越しに当たる仄ほのかな膨らみの感触が特に落ち着かない──でいると、気のせいか、ますます強く押し付けられた気がする。

（ほら、笑顔を忘れているわよご主人さま）

（わ、わかっているよ！）

　これはアピール対決なのだから、当然、笑顔は欠かせない。

　如才なく、美しく、可か憐れんに、どこか満足そうにシガノは微笑ほほえんでいる。

　ミキヤは若干引きつりながらも観客席に向けて笑顔を向けた。

「あはは、それでは早速インタビューの方を始めさせていただきます」

「ええ、よろしくお願いするわね」

　仕方ないなあ、とでも言いたげな微妙な苦笑を浮かべてミヤがマイクを向けた。

　事前の打ち合わせでインタビューは主にメイドのシガノが答えることになっている。ミキヤとしてはそれも不安だったが、この大会の主役はあくまでメイドである。

　この大会自体が、無駄に十店舗もある店の宣伝を兼ねているのだから仕方がない。

「正統派メイド喫茶『ヴィクトリアン』の魅力とはなんでしょうか」

「温故知新。流行に流されずぶれることのない正統派として、いついかなる時も変わらない安らぎを提供することかしら」

　インタビューの内容も直接的間接的に店のアピールになるものが多い。

　必然、ミキヤはあまり意味はないだろうが観客席に笑顔を振りまくぐらいしかない。

（うん？）

　審査員に一人、奇妙な人物が混ざっているような気がした。

　ゆらゆらと、何か、妙に体が揺れている。

「ところでお二人は生徒会長に立候補しているそうですが」

「ええ、負けた方が副会長となりその後の生徒会活動を支えるという約束で」

「だからそんな──」

　インタビューが進み、いつの間にか雑談に近くなっていた。

　慌てて、そんな約束はしていないとミキヤは口を挟む。

　挟もうとした。

（ぐおおおおおおああああああああ！）

　関節が軋む、声も出ないような痛みに襲われ、ミキヤは胸中で絶叫した。

　シガノはくすくすと小さく笑う。

　傍はたから見ればそれは、積極的な女子と照れている男子の姿にしか見えなかっただろう。

　その仄ほのかな胸を押し付けるように、観客席に見せつけるように絡めた腕は単なるアピールだけではない、ミキヤに余計なことを喋しやべらせないための布石であったのだ。

（──ッ！）

　ミキヤは改めて戦慄した。

　この状況を作り出すことこそがシガノの本当の狙いだったのだと気が付いた。

　シガノが一方的に言い出した『負けたら副会長』の約束を、公衆の面前で改めて宣言し、ミキヤに否定させないことで既成事実化させるつもりだ。

　シガノが言った通り、勝っても負けても二人で生徒会活動をすることになる──

（この女、大会を利用して、外堀を埋めるつもりだったのか！）

　思わずシガノの顔を、その、真冬の夜のような瞳を見た。

　笑っていた。

　今頃気付いたのかと笑っていた。

　悪魔の悪魔らしい悪魔的な嫌がらせ、シガノが生徒会長に立候補した本当の目的。

「知らなかったの？　幼おさな馴な染じみからは逃げられない──と」

　唇の動きだけで、声も出さずに、柊ひいらぎシガノはそう言った。

　勝とうが負けようがミキヤが逃げられない状況に追い込む。

　六年のブランクを埋め尽くすように、六年分のうさを晴らすように、六年分の退屈を満たすように、徹底的に、ミキヤとあるいはミキヤで遊ぶために。

　それが、シガノが選挙に立候補した真の目的だ。

（上等だ──そんなことで、その程度で、おれの心が折れると思ったのか！）

　ミキヤは強く、おまえには負けないと、燃えるような眼まな差ざしをシガノに向ける。

　この選挙は、柊シガノを打ち倒し過去のトラウマを乗り越えるための儀式だ。

　打ち倒し、打ち勝ち、そして勝ち続ける。

　古来、王が自らを戒めるために道化師を傍そばに置いたように。

　二度と屈さぬ強い心を持つために、柊シガノという悪魔を傍に置く。

　まさかドイツの師がそこまで考えて神しん智ちに送り込んだわけではないだろう。

　だが、結果として、近衛このえミキヤには圧倒的な成長の機会が与えられた！

（師よ、あなたに感謝します！　このろくでもない学園に送り込んでいただいて！）

「それではアピールタイムになりますが」

「そうね、本当は優勝のご褒美にあげるつもりだったのけれど」

　ミキヤの燃える眼差しを受け止めて、シガノは上目遣いに見つめ返す。

　インタビューに応じながらも二人の世界を築き上げるように。

「ご褒美ですか？」

（……ご褒美ってなんだ？）

　そう言えば、そんなことを言っていたような気がする。

　無論、いつもの戯言として聞き流していたけれど。

「どうぞご主人さま、お受け取りなさいな」

　そう言って、シガノが唇を寄せた。

（え？）

　客席が一斉にどよめいた。

　ミヤすら驚いたような顔をしていた。

　ホワイトブリムを乗せた美しく長い黒髪が揺れる。

　するりと首筋に腕を回して、背伸びをして、間違えようもなく、唇を寄せる。

（え？　マジ？　え？　え？　いやいやいやいや、これはやり過ぎ──）

　混乱するミキヤはしかしすぐに気付いた。

　拘束が解けている、体が自由に動かせる。

　シガノにしては不注意なことに、あるいは、あえて、そうしたのだろうか。

　彼女の腕を振りほどいて逃げることは容易たやすかった。

　シガノの唇がすぐ傍そばにある。

　呼吸が聞こえ、鼓動を感じられるほどすぐ傍にある。

　氷で作ったような美貌は常と変わらず。

　細い、折れそうなほどに華きや奢しやな肩が、微かすかに震えていた。

　ミキヤは──




　ドンッ、と、




　シガノを突き飛ばした。

　強く身を寄せていたからこそ、強く、為なす術すべもなくシガノは突き放される。

　踊るように、長い黒髪が揺れ、なびき。

　驚きよう愕がくから、諦念、そして絶望へとその表情が変わる。

「お、おまえ──」

「おまえおまえおまえおまえおまえおまえおまえおまえおまえのせいだせいだ──」

　ぐらりと、ミキヤの体がよろめいた。

　赤い血を流しながら、白い、ステージの上に、力なく崩れ落ちて行く。

　絹を裂き心臓を抉えぐるようなシガノの悲鳴が会場に響く。

　客席がどよめきに満ち、慌てた様子で風紀委員が駆けて来る。

　いつの間に、そこにいたのか。

　紙袋を被かぶった男が、倒れ伏したミキヤの前に立っていた。

「──誰、だ、よ？」

「──見つけ、た」

　まともではなかった。

　全身から黒い、泥のようなものを垂れ流していた。

『あかん──近付くな、あれは呪じゆ詛そや！』

　学園長が叫んだ。

　何かが、紙袋の内側から溢あふれた。

　制服の胸元をぶち破り泥が溢れた。

　ミキヤの目に、真黒な穴が映った。

　心臓の位置に、ぽっかりと、穴が開いていた。

　深い洞のように、底なしの沼のように、光さえ吸い込む本物の闇のように。

『おおおあああああああああああああああああああああああああああああああ』

　それは吠ほえた。
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　呪われた館には悪魔が住んでいる。

　そんな話を聞いた。

　だから、決して、近寄ってはいけない。

　そう忠告されていた。

　結局のところ、子供っぽい好奇心になるのだろうか。

　塀の割れ目を見つけて忍び込んだ。

　古く、古く、そして広大な館。

　目の前には山さん査ざ子しの小路が伸びている。

　小路は館を通り過ぎ、呪われた輩の奥の奥へと導いて行く。

　世界の果ての果てのように、静かに、物悲しい風が吹いていた。

　風に吹かれて、忘れられたように小さな離れの小部屋が佇たたずんでいた。

「──」

　思わず、息を呑のんだ。

　窓辺には天使がいた。

　長い黒髪、端正な横顔、赤い唇。

　凍り付いたような瞳で、時が止まったような世界で、静かに空を見上げていた。

　一際強い風が吹いて、天使が振ふり返かえる。




「うおあああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　忘れたくも忘れがたい過去。

　全てがあそこから始まったと思えばこれ以上ない悪夢。

　ミキヤは悲鳴と共に体を起こし。

　起こした途端に激痛が走り、今度は痛みが理由で叫ぶことになった。

「いってえええええええええええええええええええええええええええええええええ！」

「よかった、目を覚ましたんですね」

「あ、う、うん？　ミヤ？　ここは？」

　若干、意識が混乱しているらしきミキヤは痛みに顔をしかめつつも周囲を見回す。

　つんとした消毒液の匂い、三方をカーテンで仕切られた狭い空間、上半身は裸で、胸に包帯を巻かれ、白いパイプベッドの上に寝かされている。その枕元で、制服姿の妹が椅子に座っている。

　わかり辛づらいが、まだ、昼間のようだ。

　妹が心から安あん堵どしたように、薄く、目尻に浮かんだ涙を拭う。

　ずきりと痛んだのは傷口か、それとも心だろうか。

「本当によかった……一週間も意識が戻らなくてさすがに心配しましたよ」

「心配かけたみたいだな……一週間？」

　はっ、と、ミキヤは気付いた。

「シガノは！　あと、選挙はどうなった、お、がぁっ」

「落ち着いてください、順番に説明しますから、ね」

「あ、ああ……すまん」

　胸の、傷口を押さえて、息を荒らげる。

　痛まし気に、気遣うように、兄の肩にそっと手を乗せてミヤは言う。

　銀色の髪、豊かな胸元、見慣れた妹の姿に疲労の色が見えた。

　少し迷うようにその瞳が揺れている。

　ミキヤは力を抜き、息を吐き、肩に置かれた妹の手に触れた。

「まず、なにがあったか覚えていますか？」

「メイド大会で優勝して、それから、確か、紙袋を被かぶった妙なのが……ああ」

　頭痛を堪こらえるような顔をして考えていたミキヤが不意に唸うなる。

「思い出した、あいつ、水晶ヶ池の時の環境テロリストか」

「はい。風紀委員の地下牢ろう獄ごくから脱獄して以来、行方不明になっていました」

「なんてこった」

　記憶の中にある紙袋は、まあ環境テロリストでこそあったが、やっていることはほとんどしょうもない悪戯いたずらレベルで、魔法使いとしても、中の下、程度だったか。

　だが、あの、禍まが々まがしい、黒い、泥のようなものに塗まみれた姿は──

「『呪じゆ詛そ』、と学園長は呼んでいました」

「呪詛……？」

　聞き覚えはあるが思い出せない。

　目覚めたばかりでまだ頭が回っていない兄に対してミヤが補足する。

「狗いぬ神がみや蟲こ毒どくのような呪いに呪いを重ね編み上げた大呪術、のことだそうです」

「物もの凄すごく平たく言えば大規模で深刻な呪いってことか」

「身も蓋もないですけど、要するにそういうことだと思います」

　頷うなずいて、ミヤが説明を続けた。

「学園長によれば、あれは複数の呪いが一つの器に集まり魔力的な歪ゆがみを引き起こした内部に一種の異界を形成するに至った蟲毒型の『呪詛』──内側で呪い同士が食い合いをして一つの巨大な呪いになろうとしている卵のようなものだと言っていました」

「蟲毒型か、それは、確かに厄介だな」

　徐々に頭が回り始める。

　実際に対処したことはないが、蟲毒型の呪詛の厄介さは聞き覚えがある。

「それで、シガノはどうした？」

「……シガノさんは」

　言いい辛づらそうにミヤが口を濁す。

　ミキヤは軽く手を振り先を促す。

「言ってくれ、あいつがここにいないってことは何かがあったってことだろ」

　より正確に言うなら、あの悪魔が弱っているミキヤという絶好の獲物を見過ごすことは決してないという信頼にも似た確信がある。

　ミヤは言った。

「呪詛に飲み込まれました、倒れた兄さんを鎖で投げ飛ばして」

「……マジか」

「……マジです」

「……マジかー」

　ミキヤは嘆息し、わしゃりと灰色の髪をかいた。

「学園側の対応は？」

「現在対策協議中です」

「一週間も経たってるのにか？」

「手を出しあぐねている、というのが本当のところだと思います」

「だろうな、下手に手を出せば、呪いに取り込まれるのがオチだ」

　蟲こ毒どく型の呪じゆ詛その厄介な点はその貪欲さにある。

　満ちた呪いそのものが呼び水となり新たな呪いを呼び寄せ、巨大化すれば呪いどころか近寄るものを片っ端からブラックホールの如ごとく取り込んでさらに巨大化する。

「いっそ、食い合いが終わって一つの強大な呪いになってれた方が対処できる」

「……そういうことだと思います」

　痛まし気にミヤは頷うなずいた。

　はは、と、ミキヤは乾いた声で笑った。

　つまり、柊ひいらぎシガノは見捨てられたのだ。

「なあ、この場合、選挙はどうなる？　もうすぐ開票日だよな」

「延期か、中止か、もしくは……」

「対立候補なしで、事実上、おれの不戦勝か？」

「……多分」

　はは、とミキヤは乾いた声で笑った。

　このままベッドで眠っていれば勝手に師からの課題は達成される。打ち倒すべき宿敵である暗黒幼おさな馴な染じみも勝手に呪詛に飲み込まれてリタイアしてくれた。

　まったくなんて楽な話だろうか──

「あいつは、本当に、おれへの嫌がらせをやらせたら天下一だな」

「兄さん？」

　突然、何を言い出すのかとミヤが怪け訝げんそうな顔をした。

　ミキヤは勝手に一人で頷き納得する。

「間違いない。あの女は選挙に勝てないと踏んで嫌がらせのために降りたんだ。おれが不戦勝なんて実感の湧かない勝ちでは納得できないことを百も承知でだ」

　痛みを堪こらえてミキヤは立ち上がった。

　ハンガーに吊つるされ、壁際のフックにひっかけられていた制服を手に取る。

「その後の展開も簡単に予想がつく、わざとらしくおれを会長扱いして棚ぼたで手に入れた立場だとことあるごとに皮肉を言う、いや、あいつなら言わずに態度で伝えるな」

　スラックスをはき、ワイシャツを着て、赤いネクタイを締める。

「あの腐れ幼馴染の作戦通りに、惨めな勝者になるなんて冗談じゃない」

　ブレザーを羽織り、ベッドサイドに立てかけられていた杖つえを腰にさす。

　右腕にはめられた無骨な腕輪──生徒会長代行の証あかしをちらと見て少し笑う。

「まったく幼おさな馴な染じみなんてろくなもんじゃない」

　白いカーテンを開けて、歩き出す。

　慌ててミヤがその腕を掴つかんだ。

「待ってください兄さん。胸の傷だって完全に塞がってないのに」

「心配するな、兄はこれでも第五階かい梯ていの天才魔法使いさまだ」

　それに、と、ミキヤは妹に対して微笑ほほえみかける。

「あいつの送り迎えはおれの仕事だからな」

「……本当に、もう、兄さんは」

　しょうがないなあ、と言いたげに苦笑してミヤは頷うなずいた。

「でも正直、兄さんならそうするだろうと思ってました」

「つうか行かないとあっちからやって来て大暴れしやがるからな、それなら迎えに行く方が絶対にマシだ」

　冗談めかしてミキヤは肩をすくめる。

　ミヤが掴んでいた腕を放す。

　保健室を進み、妹の視線を背中に受け、振ふり返かえらず、ドアを開けた。

「やっほー、ケラちゃん先生だよー」
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「うっわああああああががががががががががががががががががががが！」

　ドアを開けた途端、ケラちゃん先生がいてミキヤは悲鳴を上げた。

　悲鳴は途中から苦く悶もんの声に変わったが、蹲うずくまりも膝をつきもしなかった。

　廊下に差し込む日差しの下、輝く硝子ガラスの瞳にエナメルの肌。

　青いマントを羽織った自動人形コツペリアはどこか眠たげな空気を纏まとって微笑む。

「な、なにしてるんですか、ケラ先生」

「見張りです」

　ブイサインをしてケラ教師は答えた。

「学園長から、ミッキーがやらかさないように見張ってろと言われました」

「そうですか」

　ミキヤは狼おおかみを思わせるその鋭い目を細めて腰の杖つえに手を伸ばした。

　ケラ教師は剣けん呑のんな空気に気付いているのかいないのか、四次元とも称されるほどに豊かな胸の谷間へ指を差し込み、取り出した小瓶をミキヤに押し付ける。

　ガラスの小瓶に、どろっとした赤い、溶かしたルビーを思わせる液体が入っている。

「造血作用に鎮痛作用にその他諸もろ々もろ、栄養もたっぷり入った先生特製のお薬です。半日は効果を保証しますよ」

「……」

　ミキヤは怪け訝げんそうに眉根を寄せ、じっとケラ教師を見据えた。

　自動人形コツペリア特有の整った顔立ちに、どこか作り物めいた印象が残る笑顔。

　にこにこと笑っている。

「因ちなみに、学園広場の『呪じゆ詛そ』は、風紀委員が二十四時間態勢で見張ってます」

　まあ、あれは『呪詛』が外側に溢あふれないように見張ってるんですけどね──と、ケラ教師は補足した。

　ミキヤは自分の体の状況を冷静に把握している。

　叫ぶだけで、動くだけで、胸の傷口が激しく痛む、ぼろぼろの体だ。

　ならばと、意を決してミキヤは小瓶の薬を飲み干した。

「──むっ！」

　胃の腑ふがカッと熱くなるのがわかった。

　熱──エネルギーが胃の腑から全身に浸透し、熾おき火びのようにちろちろと燃えている。

　傷口の痛みが小さくなっていく。

　力が漲みなぎる、そう、感じる。

「さっきも言いましたけど、あくまで半日も保てない一時しのぎですからね」

「十分です、助かりました」

　ぺこりと頭を下げる。

　ケラ教師が道を譲る。

　ミキヤは女たちを残して歩き出す。

　その姿が、見えなくなると、入れ違いにケラ教師は保健室に入った。

「お疲れさまです妹ちゃん」

「別に疲れてませんよ、兄さんの世話なんていつものことですから」

「そうですかー、先生はミッキーの見張りで疲れちゃいましたよ」

　言って、ばゆゆんとその豊かな胸を揺らすように伸びをした。

「先生は見張りどころか見逃してますけどね」

　ミヤは保健室の床に、一辺が二メートルはある巨大な紙を広げていた。

　靴を脱いで、紙の上に膝をついて、何事か──知識があるものが見れば、大がかりな使い魔の制作に用いる魔法陣を描いているのだと気付いただろう。

「だいじょーぶですよー、見張れとは言われましたが止めろとは言われてませんから」

「学園長に怒られません？」

「だいじょーぶですよー、学園長だって、本気で止めるつもりはないですから」

　ケラ教師はミヤの横を通り過ぎ先程までミキヤが眠っていたベッドにダイブした。

　ごろんと、だらんと、横になり、一心不乱に作業するミヤを眺めている。

「妹ちゃん妹ちゃん」

「なんですか先生、暇なら手伝って欲しいんですけど」

「先生はあの薬を作るために珍しく徹夜なんかしてお疲れだから嫌です」

「そうですか、じゃあ黙っててください」

「妹ちゃんって階位はいくつでしたっけ？」

「第二階かい梯ていですけど」

「んー、第二階梯ですかー。つまり順当に行けば高等部入学と同時に第三階梯ですね」

「まあ多分そうなりますけど」

「普通ですねー」

「まあ、わたしは兄さんのおまけで魔法使いしてるようなものですから」

　ケラ教師は、ミヤの描いている精緻な魔法陣を眠たげな瞳で見詰めて独り言を漏らす。

「妹ちゃんなら、もっと上を目指せると思うんですけどねー」

「はい？　すみません、聞こえなかったんですけど」

「大した話じゃないですよー、妹ちゃんのパンツが見えてるだけです」

「そうですか、忙しいんで後にしてください」

「はーい」

　ケラ教師は目を閉じた。

（あー、この布団、ちょっとミッキーの匂いがしますねー）

　そして程なく本当に眠りに落ちた。




　一方、ミキヤは物陰に隠れて学生街中央広場を観察していた。

　広場は封鎖され、魔法的な結界と風紀委員による物理的な警戒態勢が敷かれている。

　封鎖の中央にあるは、無論、あの『呪じゆ詛そ』だ。

　どろどろに溶けた泥のような何かが直径三メートルほどの球となり宙に浮いている。

　どろどろと、ぐちゃぐちゃと、ねちゃねちゃと、醜悪に蠢うごめいている。

　奇怪な、この世ならざる生命の卵か、はたまた繭のようだ。

　見ているだけで精神が汚染され、気分が悪くなるようだ。

　警備中の、精神を保護する護符を首から下げている、風紀委員たちですら顔色が悪いのは、無理もないことであろう。

　名前の通り学生街の中央にあるにもかかわらず、生徒たちは近寄ろうともしていない。

　果たして、あの『呪詛』の内側がどうなっているのか。

　外からでは窺うかがい知るすべもない。

　確かなのは、シガノがあの『呪詛』に飲み込まれたということであり。

　シガノを救うためにまず風紀委員の目を逸そらして上う手まく突入しなければならない。

「まー、そこでねー」

「おれたちが囮おとりになるって話っすわー」

「……」

　物陰に隠れて中央広場を観察するミキヤの背後には二人の紙袋がいた。

　正確には二人が、物陰から中央広場を見ていたところをミキヤが見つけた。

「あんなんでも、おれたちにとっては大事なリーダーっすからねー」

「なんとか助けてやりたいよなーって思ってるんすけどねー」

「普通に考えて、おれたちじゃ無理だよなー？」

「どう考えても無理ゲーだよなー」

　相変わらず緩い口調とだらーっとした喋しやべり方かただったが、その目は……紙袋に隠れて見えないが、真剣である、ような、気が、しなくもない。

「てことで図ずう々ずうしいことは承知なんですけど依頼させてくれないっすかねー」

「大した報酬も支払えなくてマジごめんって感じなんすけどー」

　そう言って差し出したのは、『票』と刻まれたコインの詰まった小さな布袋である。

　この二人なりに苦労してかき集めたのだろうと、見ればわかった。

「まー、無理なら、無理で仕方ないすわー」

「あんなん見たらなー、絶対に助けてくれとは言えないっすわー」

「……おまえらなあ」

　そんな場合でもないだろうに、ミキヤは少し笑ってしまった。

　マイペースというか、達観しているというか、変な奴やつらだと笑ってしまった。

「ったく……わかったよ。約束はできないが努力はする」

　わしゃりと灰色の髪をかき、ミキヤは差し出された布袋を受け取った。

「十分ですわー」

「お願いするっすわー」

「ほんじゃ、ちょっくら」

「囮おとりになって来るっすわー」

　依頼が成立し、紙袋の二人組は互いに頷うなずき、そして、物陰から飛び出した。

　風紀委員が気付き、すかさず二人に警告を飛ばす。

「そこの二人、止まるであります！　中央広場は現在閉鎖中であります」

「知ってる知ってる」

「まあでも、しょうがないよなー」

　二人は止まらない。

「ほんじゃーまー、かるーく」

「おいでませい、『すねこすり』！」

　止まらないどころか、魔法まで使い、風紀委員に抵抗した。

「きゃあっ！」

　すねこすり──名前の通り相手のすねをこすって転ばせるという妖怪である。

「はいはい、じゃんじゃん行くよー」

「はい、すねこすり、すねこすり、すねこすりったらすねこすりー」

　それを紙袋たちは、次々に召喚しながら、結界の周囲を逃げ回る。

「こ、こいつら、ふざけているのでありますか！」

　風紀委員の一人が応援を呼び、残りの面々が制圧にかかった──

「上出来だ──」

　その隙に、ミキヤは狼おおかみのように身を屈かがめて一気に広場を走り抜けた。

　視線の先、穢けがらわしく、そして禍まが々まがしい、黒い、泥の塊。

　迷うことなく、躊躇ためらうこともなく、ミキヤは蠢うごめく汚泥の『呪じゆ詛そ』の内へと飛び込んだ。




　狂気、怨えん嗟さ、妄もう執しゆう、孤独、苦痛、煩はん悶もん、飢え、渇き、そして絶望──

　泥は無数の負の感情を煮詰めたような臭いがした。




　そして早速、ケラちゃん先生の作った薬の効果を実感する勢いで全力疾走していた。

「うおおおおおおおおおおおおおああああああああああああああああああああああ！」

　長い長い螺ら旋せん階段を、下から上へと、決死の形相で駆け上がる。

　果てすら見えぬ長大な螺旋階段、アラバスターを思わせる雪白の石で築かれ、その一段一段に精緻な彫刻が施された芸術品は──今まさに、呑のみ込こまれんとしていた。

『オナカヘッタオナカヘッタオナカガヘッタオナカがへったへったへったへったへったへったおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！』

　黒い、汚泥の、巨大な、口だ。

　目も顔もなにもない飢えの化身──巨大な球に切れ込みのような口があるだけの、子供の落書きのようなデザインをしている。

　この巨大な『呪じゆ詛そ』を構成する呪いの一つが、その衝動に任せて螺旋階段を貪り喰くらいながらミキヤを追いかけて来ていた。

「ちくしょう、いきなりにもほどがある！　こんなもんどうしろってんだ！」

『オイチイオイチイオイチイオイチイオイチイオイチイオイチイオイチイ──』

　当たり前だが、呪詛と会話が成立するわけもない。

　巨大な、しかし、幼児的な声で、無意味な叫びを繰り返している。

　彼我の距離は、段数に換算して、十段程度しかない。

「くそが！　サラマンダーよ、焼き払え！」

　階段を駆け上がりながら、腰の杖つえを抜き、魔法を使う。

　召喚されたサラマンダーは、命令に従い、人の頭ほどもある火球を放つが──

「ちくしょう！　図ずう体たいがデカすぎて効いちゃいねえ！」

　僅かに、呪いの一部が欠けたが、それだけだ。

　勢いは止まらず、螺旋階段は食われ、ミキヤは足を止められない。

　ミキヤがその気になれば竜の熱線に匹敵する、それ以上の炎は使える。

　しかし、それだけの規模の魔法を使うにはそれなりの準備と詠唱と精神集中が必要であり、この状況でそんなことをしている余裕はない。

　逆に、走りながらでも使える程度の簡単な魔法では足止めにもならない。

　このままではじり貧だ。

　螺旋と直進、どちらが速いかなど言うまでもない。

　今も、じりじりと、差は縮まりつつある。

　十段の差が九段に、九段の差が八段に、八段の差が──

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ──』

　ぐっ、と、一瞬、飢えの化身が、動きを止めた。

『オッナガズイダァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア！』

「なんじゃそりゃあああああああああああああああああああああああああああああ！」

　伸びた、と表現するべきだろう。

　ためを作り、ばねの如ごとく、跳ねた。

　八段の距離など、もはや一瞬にして消滅した。

　食われる。

　食われて、呑のみ込こまれる。

「あああああああああ、こうなりゃ自や棄けだああああああああああああああああ！」

　八つ当たり気味に叫び、杖つえを振るう。

「シルフよ！」

　空気が炸さく裂れつする音がした。

　風の爆弾とでも呼ぶ一撃が、ミキヤの体を斜め上方へと吹き飛ばす。

　螺ら旋せん階段に沿うように、吹き飛ばされ、激突する。

　鈍い衝撃が全身を襲い、遅れて痛みがやって来る。

　しかし、ここで止まってはいられないし、何一つ安心はできない。

　飢えの化身により螺旋階段が砕かれていたことが幸いし思ったよりも高く跳べた。

　稼げた時間は僅かだが、多少は、複雑な魔法を使える。単純な、風を吹かせ、石を動かし、水を呼び、火を灯ともすだけではない複雑な命令を精霊に下すだけの余裕がある。

　問題はどうやってこの状況を切り抜けるかだ。

　一いちか八ばちかの算段をつけ、ミキヤは叫んだ。

「ノームよ──この階段を、いや、階段と壁の接触面を切り離せ！」

　土の精霊が召喚される。

　ミキヤの具体的かつ的確な命令を精霊は忠実に履行する。

　土の精霊が螺旋階段の縁に沿って走る。

　アラバスターに似た白石の階段が一段ごと、切り離されて落ちて行く。

　下から上へ、化身の顎あぎとが迫るよりも早く、崩れて行く。

「んでもってもう一度、シルフよ、おれをぶっ飛ばせ！」

　そしてミキヤは風の爆弾で自身の体を再び上方へと向かって吹き飛ばした。

「ぐぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎ！」

　ノームによって切り離され落下する階段に激突し、痛みを堪こらえながらも、上に跳ぶ。

　これなら、螺旋対直進ではなく、直進対直進の速度勝負になる。

　そして直進同士の速度勝負であれば、ミキヤとシルフの方が上だ。

　後は、ミキヤの体が限界を迎える前に、この螺旋階段を抜けられるかどうかだ。

　もはやそれは賭けであり。

　果たして、ミキヤは賭けに勝った。

「見えたぞ──空だ！」

　長い螺旋階段を抜けた果てには、似つかわしくもない青空が広がっている。

　逃げ続けているだけでは埒らちが明かない。

　だから倒すしかない。

　しかし倒すには火力が足りなかった。

「ウンディーネよ、凍いてつけ！」

　欲しかったのはこの位置関係と、この環境──すなわち空だ。

　魔法によって、自身の周囲に、空中に、無数の氷が浮かぶ。

「シルフよ、踊れ！」

　風の乙女が巡る、風によって、かき回され、氷同士がぶつかり合う。

　そして発生するそのエネルギーを、古来よりこう呼んだ。

　風と水の精霊による合わせ技。

　詠唱と集中の不足を自然現象で補い放つ乾けん坤こん一いつ擲てきの必殺。

「おれの手持ちじゃ、こいつが一番破壊力のある魔法だ」

　杖つえを掲げ、今、まさに、螺ら旋せん階段をぶち抜き現れた飢えの化身へと振り下ろす。

「落ちろ──神鳴り！」

　雷鳴が轟とどろき、轟ごう音おんが響き、破壊が振り下ろされた。

『──────────！』

　末期の叫びすら残さず、それは、雷に焼き尽くされて落ちて行く。

　落ちて行くのはミキヤも同じだ。

　どん、と、螺旋階段を抜けた、屋上とでも呼ぶべき場所に落ちる。

　立ち上がる体力もなく、大の字に寝転がり、息を整える。

　さすがに無理をしすぎたのか、半日は保もつと言われていた体がぎしぎしと痛む。

「あんなのが、あと一匹でも出て来たら終わりだな」

　できれば、そうなって欲しくはない。

　ぼやきながら、ミキヤは身を起こした。

「……あん？」

　青空の下、どことも知れぬ白い空間。

　視線の先に、部屋が、あった。

　見覚えのある、古い、部屋だ。

　決して近付いてはいけないと言われていた、古い屋敷の、そのまた奥の、忘れられたように静かな離れだった。

　放課後のたび、休日のたびに、その部屋をミキヤは訪れた。

　杖を、再び、腰にさす。

　白い空間を歩いて、進む。

　近付けば近付くほどに、確信が生まれる。

　記憶に従い、ドアを開ける。

　記憶の中にあるように、彼女の部屋が広がっていた。

　かつては殺風景な部屋だと思った。

　今ならば、死を間近に控えた老人の部屋だと思うだろう。

　窓際に置かれた寝台、数冊の本、空っぽの棚。

　それで終わりだ。

　寝台の上で、シガノが眠っているところまで記憶通りだった。

　この海の底に沈んだような部屋で彼女はいつもミキヤを待っていた。

　白いワンピース。

　風に、眠る黒髪が揺れていた。

　いつかのように寝台の傍かたわらに立ち、静かに、その寝顔を見詰める。

　悲しいほどに美しい寝顔だった。

　機能停止した人形のように、水晶を刻んだ彫像のように、季節外れの雪のように。

　ただ、ただ、静かで、美しい。

　月も、星も、雲も、時の流れすら消えた夜空のように。

　吸い込まれる。

　気が抜けたように、ミキヤの口元から無意識のため息が零こぼれ落おちた。

「……この顔とこの境遇で、中身が悪魔ってのはねえだろ」

　急に泣きたくなった。

　色んな意味で泣きたくなった。

　出会いは風の中。

　窓辺から空を見上げる横顔。

　遠い眼まな差ざし。

　揺れなびく美しい黒髪。

　息を呑のみ、声をかけるのも忘れて、ただ見詰めていた。

　勇気を出して、声をかけた。

　一緒に遊ぼうと、彼女に向かって、手を伸ばした。

　あれはきっと、初恋で、一ひと目め惚ぼれだった──

「迎えに来るのが遅い」

「へ？」

　ぐい、と、ネクタイを掴つかまれた、犬の首輪よろしく引っ張られる。

　寝台に引きずり込まれ。

　手品のように、鮮やかに、天地が、逆転する。

「まったく──人の寝顔を眺めてため息なんて良い趣味をしているわね」

「お、おま、おまえ、え？　な、え、なななな、なに？　え？」

　部屋の様子すらも一変していた。

　死を待つ老人のもののようだった部屋が、今では、様々な物で溢あふれている。

　でん、と、衣装箪だん笥すが増えている。

　衣装箪笥から服が溢れている。

　空っぽだった棚には、無数の、雑多な、統一感など全くない、少年漫画から古びたペンギンのぬいぐるみからよくわからない小石まで日記を並べるように陳列されている。

　無造作に数冊放られていた本はお菓子の作り方から魔法の参考書まで文字通り積み上げられており、何枚もの付箋が貼り付けられ読み込まれているのが一目瞭然だ。

　くすりと、悪魔は笑った。

　文字通りの意味で、上に乗りマウントを取り。

「眠り姫には目覚めのキスと相場が決まっているでしょうに、気の利かないこと」

　抜けるように白い肌に、黒い布地、左腕の無骨な腕輪。

　シガノ自身もまた白いワンピースから黒いセーラー服へと、衣装が変わっていた。

　窓辺に柔らかな風が吹き。

　しゃらしゃらと、彼女の長い髪が揺れていた。

　見慣れた、あまりにもいつも通りの、悪魔の微笑ほほえみ。

　思わず、それに安心してしまったのは、幼おさな馴な染じみの悲しさだろうか。

　傷の痛みも忘れてミキヤは叫んだ。

「お、おまえのどこが眠り姫だ！　とんだ寝たふり姫じゃねえか！」

「あら微妙に上う手まいようで大して上手くもないことを言うのね」

　声が震えているのは痛みのせいでトラウマを刺激される体勢だからではない。

　きっと、多分。

「まあ、私としても、ただ待っていただけの眠り姫と一緒にされるのは不本意ね」

　ミキヤに跨またがったまま、シガノは薄い胸を張り長い黒髪をかき上げる。

「私なら、のこのこやって来た何も知らない王子を確実に捕まえて二度と逃がさないだけの罠わなを並べて待ち構えるわ」

「いや、眠り姫の場合は魔女の呪いなんだから仕方ないだろ」

　つうかそんなお姫さまは嫌だよ。

　魔女より性た質ちが悪いじゃねえか。

　そう思ったが、口にはしない程度にミキヤは賢明であった。

「で、あなた、何しに来たの？」

「助けに来たんだよ！」

　思わず叫んでしまう程度に愚かで、すぐ失言に気付く程度にはやはり賢明であった。

　にまにまと、シガノが笑う。

「あらあら、そんなに私のことが心配だったなんてかわいらしいことを言うわね」

「やかましいわ。外でどれだけ時間が経たってると思うんだ、一週間だぞ！」

　ミキヤは自や棄け気味にやはり叫ぶ。

「開票日だってもうすぐだ！　おれは延期も中止も不戦勝もごめんだ！　正々堂々とおまえに勝たなければ気が済まないし納得が出来ない！　だから迎えに来たんだ悪いか！」

「悪くはないわね、期待していたほどに面白くもないけれど」

　シガノが肩をすくめた。

「まあ、それなら、丁度良いタイミングだったかもしれないわ」

「あん？」

「私だって何もしていなかったわけじゃないわ。鬱陶しい『呪い』どもを、片っ端から叩たたき潰つぶして綺き麗れいに掃除してやった」

「やっぱりおまえ眠り姫じゃねえよ」

「黙りなさい、あなた、大きな口の化け物を倒したわね」

「倒したよ、さっきな」

　大変だった、と、ミキヤはぼやく。

「あれが最後の一匹よ、この『呪じゆ詛そ』の中で、互いに喰くらい合っていた『呪い』の」

　学園長曰いわく、『呪詛』とは呪いと呪いが重なり合った呪いの複合体である。

　その『呪詛』を構成する呪いの最後の一体が倒されたということは、つまり──

「なんだよ、『呪詛』はもう終わったってことかよ」

　安心したようにミキヤは息を吐く。

　気が抜けたように安あん堵どする。

「ふふっ、そうね、『呪い』は、あれが最後の一匹よ」

「──！」

　ぞわりと、悪寒が過よぎった。

　シガノの肌が、目の前で、黒く、黒く、染まって行く。

「ああ、ごめんなさい、そろそろ、限界みたいね」

「な、なんで、おまえが」

「だから、良いタイミングだと言ったでしょう」

　風が吹く。

　風が吹き荒れる。

「私が倒すわけにはいかなかった。あれを倒せば、この『呪詛』は完了してしまう」

「あ……ああ！」

　思わず、ミキヤが叫びをあげる。

　これは狗いぬ神がみや蟲こ毒どくのように呪いに呪いを重ね編み上げた『呪じゆ詛そ』である。

　シガノが蹴散らした『呪い』は、ミキヤが焼き払った『呪い』はどこへ行くのか。

「性た質ちが悪いわよねえ。呪いを倒せば呪いに染まるなんて」

　珍しく、自嘲的に、彼女は微笑ほほえむ。

　歪ゆがんだ、歪いびつな、捻ねじ曲まげられたような、微笑を浮かべる。

「『呪詛』の中で、全ての『呪い』が潰し合って、私だけが残った」

　取り込まれた、『呪詛』の中に。

　されてしまった、『呪詛』の欠片かけらに。

　そして今や、柊ひいらぎシガノこそが、『呪詛』そのものである。

　黒く、呪いに染まり切る、その寸前に、シガノは告げた。

「依頼よ、生徒会長代行──この私を倒して学園を救いなさい」

　爆風。

　ミキヤは弾はじかれ、床の上を転がり、吹き飛ばされた。

「ったく……今日は、あっちこっちにぶつかってばかりだなおい」

　そんな軽口でも叩たたかなければやってられない気分だった。

　狼おおかみを思わせる鋭い顔を痛みに歪めてミキヤが立ち上がる。

　懐かしき、過去の記憶の部屋は、消え去っていた。

　黒い渦巻くような空の下、何もない白い空間だけが広がっていた。

　長い黒髪、黒く染まった肌、黒いセーラー服を身に纏まとい、柊シガノが佇たたずんでいた。

「さあ──遊びましょうか」

「おまけに、最後はおまえと殴り合いかよ」

　ミキヤは腰の杖つえを抜いた。




　皮肉な話である。

　呪いの対象であるからこそ、呪いに汚染されることはない。

　倒せば呪われる『呪詛』を倒しても、『呪詛』に染まることはない。

　問題は、どうやって、この柊シガノを倒すかである。

「形なきもの、月の影、束縛し、縫いとめる──踊れ、グレイプニル！」

　黒く染まったシガノの手に、黒い光の鎖が握られる。

　左から右、無造作に、だが、凄すさまじい速さで薙なぎ払はらう。

「シルフよ！」

　召喚したシルフで起こした風に乗るようにして、ミキヤは高く、上に跳ぶ。

　依頼で共闘をしたことはあるが、こうして正面から戦えば抱く感想も変わる。

「ちくしょう！　なんて、やり辛づらい、武器だ！」

　まず、間合いが広い。

　これが本物の鎖であれば長ければ長いほど重くなり取り回しや持ち運びに難が出来る、物理的に体力的に必然的に扱える長さには限界が生まれる。

　魔法で創られた光の鎖には、当然、そんな欠点はない。

　好きな長さで、好きなだけぶん回せる。

　相手に合わせて必要に応じて間合いを選べるのだから実質的に射程距離は無限だ。

「対処法はわかってるんだよ！　間合いを詰めて殴り倒せば──ってうおおおお！」

「アハッ──アハハハハハハハハハハハハハハ！」

　黒いシガノが哄こう笑しようする。

　あるいは呪いに染められた影響か、感情のタガが外れたように笑っている。

「逃がさないわ！」

　ぎゅん、シガノが手首を捻ひねり、軽く腕を振るうだけで、黒い鎖は方向を変え、下方から、鎌首をもたげた蛇の如ごとくミキヤを追尾する。

　この攻撃の自由度が、第二の強みだ。

　シガノは、ほとんど、否いな、一歩も動いていない。

　動かないまま、腕を振るうだけで、縦横無尽の攻撃を可能にしている。

「サラマンダー！」

　跳躍したミキヤは必然落下する。

　落下するミキヤへと迫り来る黒い鎖を、杖つえにサラマンダー──炎を纏まとわせて弾はじく。

　小規模な爆発で鎖を弾き、自身もまた、弾かれ。

「狙いよし、角度よし、もう一発サラマンダー！」

　背後で爆発を起こし、爆発によって加速し、自分自身を射出する！

　シガノに手が届く距離まで、間合いを詰めた。

　着地というか落下、立ち上がらず、そのまま地面に手をつきノームを召喚する。

「棺ひつぎの如く閉ざせノーム！」

「甘いわね！」

　相手を土の棺に閉じ込め無力化を狙う。

　その鼻先に、ハイヒールの鋭い、踏みつけるような蹴りが飛んで来た。

「ぬおあっ！」

　召喚を中断、地べたを転がり避よける。

　避けた勢いを利用して膝立ちに、体を起こす。

　起こした。

　再び蹴りが来る。

「ほら、ほらほら！　どうしたの！　逃げ回るだけかしら！」

「くそっ！　なんつう！　足癖の、悪さ、だ、よ！」

　鎖を掻かい潜くぐり間合いを詰めたと思えば、嵐のような蹴りが襲いかかる。

　ハイヒール──靴という武器を容赦なく使って、小柄な体たい躯くを独こ楽まのように回転させ、蹴りつけ、蹴り抜き、振り回し、叩たたきつけ、蹴り上げて蹴り落とす。

　立ち上がったばかりの不安定な姿勢で、避よけて、受け止めて、避けて、避けて、防いで、避けて──体勢が崩れる、びしり、と、足に痛みが走る、ローキックが一発、入った。

「ぐうっ！」

「残念でした」

　すかさず、そこに、大技、蹴り上げからの蹴り落としが来た。

　踵かかと落としが、肩口に突き刺さる。

　苦く悶もんの呻うめき、膝をつく、すかさず追撃の蹴り。

　蹴り飛ばされて、白い床の上を転がる。

「ち、ちくしょうが」

「他た愛あいがないわね、もっと抵抗してくれないと私が楽しめないのだけど？」

　せっかく距離を詰めたのに、蹴りの嵐で突き飛ばされる。

　床の上に膝をついて、黒いシガノを睨にらむ。

　くすくすと、口元に手を当て優雅な程に黒いシガノが笑う。

「うるせえ、スカートでぶんぶん足を振り回してんじゃねえよ！」

　気になるだろうが、と、完全な八つ当たりでミキヤは毒づく。

　見えているかと言えば、実際のところ、見えていないし見る余裕もない。

「ふぅん？」

　黒いシガノがその瞳を細めた。

　口元に挑発的な、からかうような笑みが浮かぶ。

「これがそんなに気になるのかしら？」

「なっ──」

　絶句するミキヤの前で、黒いスカートをたくし上げて見せる。

　長い黒髪、黒く染まった肌、黒い制服、黒いスカート。

　黒一色の姿に違たがわぬ黒色。

　思わず、目を逸そらしてしまった。

「アハハ、おバァカさんっ！」

「──うるせえ！」

　十分すぎるぐらいに自覚がある。

　致命的な隙になるとわかっていたのに、反射的にそうしてしまった。

　風を切り、再び、黒い光の鎖による一撃が飛んで来る。
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　縦に振り下ろす、殴りつけるような一撃。

　避よければすかさず、横に薙なぎ払はらう一撃が追いかけて来る。

　たった二発で、もう、遠い。

　ミキヤの間合いは外され、完全に鎖の間合いになる。

「サラマンダーよ！」

「それで？」

　遠距離から放つ火球は牽けん制せい程度にしかならず、容易たやすく撃ち落とされる。

　撃ち落とし、即座に攻撃に転じる。

「どうしろってんだこんなの！」

　白い大地に這はい蹲つくばるようにして鎖の一撃を避よける。

　近寄れば蹴り、遠ざかれば鎖。

　単純だが隙がない。

　生半可な遠距離攻撃は鎖で弾はじかれ、生半可ではない遠距離攻撃は使う暇を与えない。

「嫌になるな、たった六年で、この完成度か」

　ミキヤの師は言った、魔法とは意思の力であると。

　ならば、シガノの意思の強さとはいかほどのものなのか。

　意思が願いであり、願いは望みであり、望みが祈りならば。

　彼女が鎖の魔法に辿たどり着ついた願いと望みはなんだったのか。

「喜びなさいな、私は、こんなに元気になれた！」

　悪魔が笑う。嗤わらい、哄笑う。

「これで思い切り遊べるわね」

「ああ、全くだな！」

　くるり、叫び、ミキヤは背を向けた。

「戦術的に一時撤退！」

　シルフを召喚し、加速し、逃げる。

　この白い大地がどこまで続いているのかわからないがとにかく逃げる。

　逃げて逃げて、距離を置いて、大規模な魔法を使う時間を稼ぐ。

「その程度で、本当に、この私から逃げられると思っていたの？」

「なにっ」

　声は、上から聞こえた。

　ミキヤは絶句した。

　あたかも自分の投げた柱に乗って移動するような理不尽。

　中空にレールのように黒い光の鎖を這はわせ、その上に乗り、空中を疾駆していた。

「そ、そんなことまで出来るのかよ！」

「残念だったわね」

　軽く、シガノが、足元の鎖を踏む。

　鎖の先端が直角に曲がり、伸びて、まっしぐらに落ちて来る。

　このままでは、上からの鎖によって吊つり上あげられてしまう。

「舐なめるなあ！」

　あえて、ミキヤはそのまま突っ走った。

　むしろ速度を上げた。全力で、逃げる、否いな、立ち向かうために走る。

　下手に速度を緩め、鎖を避よけようとする方が捕まっていただろう。

　事実、シガノの鎖は狙いを大きく外して、白い大地に突き刺さる。

「ざまあみやがれ」

「ふぅん、そう、そうなの、また逃げるのね──」

　黒いシガノの瞳に、危険な光が宿ったことに、ミキヤは気付かなかった。

　背後の、一度は回避した鎖が、なおもしつこく追いかけて来る。

　まさしく獲物を追う蛇のように、大地を恐るべき速度で這い進んでいる。

「本当にどうしろってんだこんなもん！」

「そうね、大人しく捕まってしまうのが一番じゃないかしら」

「捕まったらどうなりますか！」

「それは、私の機嫌しだいでしょうね」

「冗談じゃねえ……ん？」

　声が、近い。

　そう思った時にはもう遅かった。

　風を切る音がした。

　首だけで背後を振ふり返かえった。

　柊ひいらぎシガノ。

　揺れなびく黒髪。

　はためくスカート。

　輝くハイヒール。

　飛び蹴りの姿勢で、突っ込んで来る。

　左腕の無骨な腕輪に黒い光の鎖が繋つながっている。

　グレイプニルで、自分自身を、ぶん投げたのだとミキヤは理解した。

「物理法則を少しは守れやあああああああああああああああああああああああああ！」

「物理法則？　魔法使いのくせに下らないことを気にするのね」

　理不尽な蹴りが、盛大に、ミキヤをぶっ飛ばした。

　自身の加速もあり白い大地の上を盛大に、ごろごろごろごろごろごろっと。

　十メートルだか二十メートルだかぶっ飛んだであろう。

　シルフの加護がなければ全身がひどいことになっていたはずだ。

「だが、とにかく、これで距離は稼げた──」

「と、思っているなら甘いわね」

　間髪入れずに、迫り来る鎖の一撃。

　完全に不意を突かれた形だ。

　まさか、ここまで的確に、起き上がりを狙って来るとは予想していなかった。

　反射的に、決して手放さなかった命綱でもある、杖つえで払いのけた。

　黒いシガノが残酷に美しく微笑ほほえむ。

「──捕まえた」

「しまっ──」

　払いのけようとした、杖を支点に、光の鎖が加速した。

　意思を持つ蛇のように、杖に絡み、腕を這はい、肩口を通り、首筋に絡みつく。

「いつか、言わなかったかしら」

　シガノの魔法──異能にも似た光の鎖が持つ、最も、強力な特性。

「何者も、私の鎖からは逃れられない」

　触れたら捕える。

　一度捕えれば二度と逃さない。

　防御不可能。

　杖つえで受ければ杖ごと、光の鎖は絡みつき、絡め取られる。

「ぐおっ」

　首の鎖が、引っ張られる、引ひき摺ずられる。

　体が宙を舞う。

　大きく、弧を描くように、吊つり上あげられて、叩たたきつけられる。

「ごはあっ！」

　肺の空気が残らず絞り出され、全身に鈍い痛みが走る。

　完全に、胸の傷が開いて血が滲にじむ。

　ポケットに突っ込んでいた布袋が飛び出して会長コインが零こぼれ落おちる。

　両足でミキヤの体を挟むように、シガノが立っている。

　長い黒髪をしゃらりとかき上げ、黒く染まった肌に笑みを浮かべる。

　勝ち誇るような眼まな差ざしで、ミキヤを見下ろしていた。

「気分はいかが？」

「ははっ」

　ミキヤは笑った。

「面白いよ、たかが遊びで勝ち誇ってるおまえがな」

「あら、かわいらしい挑発だこと」

　むしろ面白がるように、黒いシガノは腰を下ろした。

　ミキヤの体に跨またがり、首に巻き付けた鎖を引き、絞る。

「ご褒美に、少しだけ、いじめてあげる」

「ぐっ、これが、少し、かよ」

「ふふふ」

　上体を浮かし、苦痛に歪ゆがむミキヤを眺めて、やはり彼女は美しく笑う。

　ミキヤの肉体が体力的な限界を迎えつつあることを黒いシガノは見抜いている。

　むしろ、しぶとく粘った方だろう。

「それで、次はどうやって逃げるつもりかしら？」

「さあ、な」

「言ってごらんなさいな、全部、叩たたき潰つぶしてあげるから」

「……」

　ふと、ミキヤが口元に笑みを浮かべた。

　黒いシガノが眉根を寄せた。

「この距離だな」

「ふぅん？」

「最初から対処法はわかってるんだ。要するに距離の問題なんだよ」

「日本とドイツぐらいの？」

「いいや、手が届くか、届かないかだ！」

　瞬間、ミキヤは最後の力を振り絞った。

　狼おおかみの如ごとき瞳に力を込め、右腕を伸ばし、黒いシガノの襟元、スカーフを掴つかんだ。

　スカーフを掴み、黒いシガノを、引き寄せる。

「え？」

　驚いたように、黒いシガノが、瞳を見開いた。

　なまじ、柊ひいらぎシガノだからこその、油断。

　意識の外側にあった、不意。

　シガノが振り回す側でミキヤは振り回される側。

　シガノが上に乗る側でミキヤが下に敷かれる側。

　シガノが捕まえる側で──ミキヤが逃げる側。

　この瞬間だけ立場が逆転した。

　意外なほどに黒いシガノからの抵抗はなかった。

「眠り姫には、目覚めのキスと相場が決まってるんだったな──」

　捕まえるということは、同じだけ捕まえられるということだ。

　逃がさないのは、こちらの方だと、言わんばかりに。

　強く、彼女を、引き寄せた──




　ごしかぁぁぁぁん、と、思い切り、全力で、黒いシガノの頭に自分の頭を叩たたきつける。




「っっっっっっっっっっっ──！」

　声にならない悲鳴を上げて、シガノが大きくのけぞった。

　のけぞったが、ミキヤはまだ、掴んだそのスカーフを放さない。

　逃がさない。

　ミキヤはスカッと爽やか、一矢報いてやったぜ超気持ちいい──と言わんばかりの笑みを浮かべて、テンションも高く宣言する。

「こいつはおまけだ！」

　再度、もう一発、強烈な、目の奥で火花が弾はじけるような頭突きを叩き込んだ。

　ぐわんぐわん、と、脳みそまで揺れているような気分だった。

　それはきっと、シガノも同じであろう。

「な──何するのよ！」

「へぶはっ！」

　お返しの一発が飛んで来た。

「ま、おま、それは、反則だろ、鼻っ、鼻に当たるかとっ」

「殴って良いのは殴られる覚悟があるものだけよ」

「いや、それは普段のおまえにこそ言いたい！」

　シガノの二発目がミキヤの額、のちょっと下の方に叩たたき込こまれる。

　鼻血が出そうなぐらい痛い。

「こいつはおまけよ！」

「なっ、舐なめんなぁあああああああああああああああああああああ！」

　互いの三発目。

　口付けよりも熱烈に、無駄に意地を張って、互いに悶もん絶ぜつする。

　互いに、鎖もスカーフも掴つかんでいられず、どう、と仰あお向むけに倒れ込む。

　白い大地の上に、大の字になって、二人揃そろってぶっ倒れる。

　くらっくらする頭と、じんっじん痛む額を押さえて顔をしかめる。

「へっへっへっ、やったな、おい」

「ええ、そうね、やってくれたわ、それだけは感謝している」

　苦々し気に、渋々と、不ふ貞て腐くされたように、シガノが礼を言った。

「正直、私の作戦が伝わっているとは思わなかったもの」

「何年幼おさな馴な染じみをやってたと思うんだ、おまえが自己犠牲なんて考える殊勝な奴やつじゃないことはよくわかってるよ」

　呪いに染まっていたはずの肌は、処女雪を思わせる彼女本来の色に戻っていた。

　具体的には、あの強烈な頭突きの一発目で、戻っていた。

「どんな火でも永遠に燃え続けることはできない。それどころか、激しく燃え盛るほどに、燃え尽きるのも早くなる」

　故に、柊ひいらぎシガノという形で完成してしまった『呪じゆ詛そ』は、近衛このえミキヤという標的を呪い、争うことで、その身を燃やした。

　燃やして、燃やして、ミキヤを燃やし尽くせぬままに、燃え尽きようとしていた。

　ミキヤとシガノの粘り勝ちだ。

「……大体、あの流れで、どうして、頭突きなのかしら」

「そりゃな、おまえは眠り姫じゃないし、おれは呪いを解く王子でもないからな」

　殴り合いと追いかけっこに精を出した、単なる、幼馴染だ。

　そう嘯うそぶいて、痛みに顔をしかめながら、のろのろと、ミキヤは立ち上がった。

　立ち上がる体力など残っていない、気力だけで無む理り矢や理りに体を動かす。

　あれは本当に限界の、全てを絞り出した、ぎりぎりの粘り勝ちだった。

　最後の、頭突き三発がなければもうちょっと余力が残っていたかもしれない。

　しかし、まだ一つ、依頼は残っている。

　呆あきれたようにシガノは言った。

「お人ひと好よしね」

「依頼されたからな」

　冷静に考えれば名前も知らない相手だというのが、ミキヤは少しおかしくなった。

　可能性は低い。

　シガノから弾はじき飛とばされた『呪じゆ詛そ』の残ざん滓しの中に紙袋が生き残っている、かもしれない、僅かと呼ぶにも僅かな可能性だ。

　果たして、ミキヤは見つける。

　今にも消えそうな弱々しい呪いの欠片かけら。

　放っておけば時間と共に消えてしまうだろう。

　否いな、否、あっけなく、なんともなく、何一つなく。

　呪いの欠片は消えた。

　一つの『呪詛』が、完全に潰ついえた。

「ああ」

　覚悟していたとはいえ、殆ほとんど、見ず知らずの相手とはいえ。

　気分が良いものではない。

　最後の一線が切れて、無む理り矢や理りに動かしていた体から力が抜ける。

　足元が揺れた。

　白い大地が揺れていた。

　一つの『呪詛』によって構成されていた世界が終わろうとしていた。

　揺れる体を支えることも出来ず、後頭部から倒れて行く。

「あなたのせいじゃないわ」

「わかってるよ」

　シガノの胸に、抱き止められていた。

　青い空が、広がっていた。

「悪いな、シガノ」

「なにがよ」

「帰りのことを考えてなかった」

　ミキヤが苦笑した。

　くすりと、シガノが笑う。

「まあ、仕方ないわね」

「そうかい」

「一緒に死んであげるわ」

　抱き止める腕が、少しだけ、強くなったような気がした。

　離れないように、離さないように。

　ただ空を見上げる。

　こんな時にか、それとも、こんな時だからこそか。

　余計なことを思い出す。

「なあ」

「なに」

「おまえさ──」

　言いかけて、首を振る。

　今更だと、首を振る。

「なんでもない」

「そう」

　今更、問いかけるようなことでは、ないだろう。

　答えがどうあれ、このろくでもない幼おさな馴な染じみが初恋の相手であることは変わらない。

　六年も離れて、それでもまだ、終わりもしないし忘れもしない初恋だった。

　乗り越えられない初恋トラウマだった。

　その時。

　見上げる青い空に。

　どこからともなく、一羽の白い鳩はとが飛んで来た。

『おー、おったおったー、あれ近衛このえくんと柊ひいらぎさん違うか？』

『どうもー兄さん、どうせこんなことになるだろうと思って迎えに来ましたよー』

　折り紙製の、三人ぐらいは乗れそうな、巨大な鳩。

　その頭の上に一冊の『本』がいて、ページの隙間から伸ばした触手を振っている。

　その声に反応したわけでもないだろうが、少し離れたところで地面が開いた。

　かぱっと、白い地面が開いて、紙袋を被かぶった学生服の男が姿を見せた。

「ふはははははは！　なんかもう呪いに呪いが重なってどうにもならんし気が付いたら妙な世界に閉じ込められていたから全力で隠れていたがどうやら助かったようだな。何がどうなったのか全くわからんがとにかくよし──むう！　そこにいるのは生徒会長代行の近衛ミキヤに柊シガノ！　まさか、貴様らこんなところまで追いかけて来たのか、いえ、むしろこんなところまで捕まえに来てくれてありがとうございます助けてください！」

　姿を見せるなり、何ら迷うことなく見事な土下座を披露して見せた。

「……」

「……さすがに、この学園の生徒だけあって、しぶといわね」

　ミキヤはぽかんと口を開けていた。

　シガノすら呆あきれたように目を丸くした。

「ハハッ──」

　やがて、その開けた口から、笑いがこみ上げて来た。
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　開票は予定通りに行われた。

　二人の生徒会長代行が選挙期間内に集めた『票』が計測されその結果が発表される。

　一見すれば、両者の票はほぼ互角。

　しかし数字は常に公平に、そして無慈悲に判断を下す。

　選挙の勝者は柊ひいらぎシガノだった──




「……納得いかん」

「あら、一体、何が不満なのかしら？」

　選挙が終わり、生徒会長が正式に決定した数日後のこと。

　ミキヤとシガノの二人が学園の廊下を歩いていた。

　古い、飴あめ色いろの艶つやを成した板張りの廊下に、午後の陽光が降り注ぐ。

　降り注ぐ陽光を浴びて、しゃらりしゃらりと揺れる長い黒髪が輝いていた。

　くすりと、口元に悪戯いたずらっぽい微笑ほほえみを浮かべて彼女はミキヤを見上げる。

「ねえ、新生徒会長の近衛このえミキヤ閣下？」

「それだよ、おれは選挙に負けた。おまえが余計なことをしなければだ」

「心外ね。私は、ただ、公平を期したまでだわ」

「それで、依頼の報酬として、自分が負けるだけの『票』を支払ったと」

　ぎろりと、ミキヤは苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔で隣を歩くシガノを睨にらみつける。

　平然と、シガノは微笑みかける。

「これでも感謝しているのよ、危険を顧みず私を助けに来てくれたことを」

「むっ」

「だから、それ相応の『票』を支払うのは当然のこと。立場が逆なら、あなただってそうしたでしょう？」

「……ああ、それは認めるよ」

　結果発表の直後、シガノが異議を唱えた。

　あの『呪じゆ詛そ』の中での依頼の話を持ち出して『票』を譲り。

　ミキヤが生徒会長の資格を得た。

「でしょう、だから、素直に生徒会長になってしまえばよかったのよ」

「素直に受け入れられるわけがないだろうが、そんなもの！」

　はっきり言えばプライドの問題である。

　譲られた生徒会長など、奇くしくもミキヤが危惧した通りの惨めな勝者だ。

　不戦勝よりもなお悪い。

　だからこそ、ミキヤはそれを回避するために全力で生徒会長の座をシガノに譲り。

　シガノもまた、それは出来ないと突っぱねてミキヤに譲り。

　何な故ぜか当初の目的であったはずの生徒会長の座を候補の二人が意地を張り合って譲り合うという珍妙なる光景が繰り広げられた。

　その結果、仲裁に乗り出した学園長の判断により──

「『ならもう二人で生徒会長すればええんとちゃう』、ってどういうことだよ！」

「区別のために生徒会長黒ノワールと生徒会長赤ルージユなんて、なかなか洒落しやれた二つ名がついたわね」

　面白がるように言ってシガノは肩をすくめた。

　ミキヤは頭を抱えて、ぐるぐると枷かせをつけられた狼おおかみのように唸うなる。

　二人の腕には、代行の証あかしであった無骨な腕輪が、今は生徒会長の証として輝いていた。

「うおおおおおおおおおおおおおおおあああああああああああああああああああああ！」

　師からの課題こそクリアしたが、引き分けという曖昧な形に終わったせいでシガノに勝利してかつてのトラウマを打ち破ることは叶かなわなかった。

　むしろミキヤの感覚としては完全敗北に近い。

　やり場のない想おもいは叫びとなりミキヤの口から迸ほとばしる。

　もしも隣にシガノがいなかったら、床の上でのたうち回って叫んでいたところだ。

「全く、仕方ないわねえ」

　不毛と言えばあまりに不毛、徒労と言えば純然たる徒労。

　シガノは珍しくも僅かな憐れん憫びんを込めた眼まな差ざしを向け。

「えいっ」

「ぐおっ！」

　唐突な、そして容赦のない足払いでミキヤを板張りの廊下に転がした。

「な、なにをしやが──」

　ダンッ！

　見事にすっ転んだミキヤが体を起こそうとするよりも速く、シガノはハイヒールの踵かかとで、その顔の真横、スレスレを掠かすめるように、踏みつけた。

　ぞっ、と、ミキヤの背筋に悪寒が走り、思わず動きを止めてしまう。

　しゃらり、と、彼女はミキヤを見下ろして優雅に長い黒髪をかき上げる。

「壁ドンという行為を知っているかしら」

「……いや、わりと素でわからん、なんだそれは？」

「そう、概おおむねこのような行為のことよ」

「よくわからんが、一種の威圧もしくは威嚇だということは理解した」

「一般的には一種のご褒美、もしくは萌もえるシチュエーションとして流行しているわ」

「どうなってんだよ日本の流行！」

「つまり、そういうことよ」

「待て、今のやり取りでおれに何かを理解しろと言うのは無理がありすぎる」

「単細胞生物にも匹敵する理解力を持つ天才魔法使いであるあなたにわかりやすく説明するならば、たまには飼い主としてご褒美をあげると言っているのよ」

「たった一つの台詞せりふでどれだけ納得できないポイントを用意するつもりだ貴様は！」

　叫び、ふと、眉根を寄せた。

　思い切り怪け訝げんそうな顔と声で、ミキヤは問いかける。

「ご褒美？」

「なにか私に言いたいことがあったのでしょう？」

「は？　あ、ああ！」

　この悪魔は『呪じゆ詛そ』の中で終わりを覚悟し二人で青空を眺めていたあのシーンの続きをしようと言うのか──あんな生き残った今では思い出したくもない黒歴史筆頭になりかねない恥ずかしいシーンの続きを！

　しかしシガノはあくまで悠然と、傲慢に、まさしく悪魔のように微笑ほほえんだ。

「一分だけ、素直になってあげる」

　だからなんでも言いなさいと、文字通りの上から目線で彼女は告げた。

「いや、きゅ、急に言われても困るんだが……」

「いーち、にー、さーん──」

「もう始まっているとな！　わかった、ちょっと待て、待て、えーと……」

　あの極限状態ですら言えなかったことを日常の一コマで言えとは実に無む茶ちや振り。

　ミキヤは助けを、あるいは答えを求めるように視線を右往左往させる。

　聞けるわけがない。

　今更。

　おまえ、おれのことが好きだったのか？

　なんて、聞けるわけがない。

　むしろ、素直な答えが返って来るとか恐ろしすぎる。

「おまえ──」

　口から零こぼれ落おちそうになった言葉を、しかし、ミキヤは飲み込んだ。

　窓から、微かすかな春風が吹き込み、目の前で黒いスカートが僅かに揺れる。

「──わりとパンツが見えてることが多いから気を付けた方が良いぞ、今とか」

「ふぅん」

　にんまりと、カウントダウンを中断してシガノが笑った。

「随分と紳士的だこと」

「やかましい、目のやり場に困るんだよ困るので気を付けてくださいお願いします！」

　正直なところ、自分でも何を言っているんだと思っていた。

　しかし、ぱっと思いついたのが、そんなことであり。

　無理して言うぐらいなら何も問わなければ良かったと気付いたのは後の祭りである。

「真面目な顔して、見るものは見てたのね」

「ぬぐっ、い、いや、だからだな、あくまで、見えていただけで」

　むしろ墓穴を掘ったのだと気付いたが、やはり後の祭りである。

　くすくすと愉快そうに笑い、唇の端を吊つり上あげて、シガノがしゃがみ込んだ。

　ミキヤの顔を覗のぞき込こむように。

　ごくりと、思わずミキヤは唾を飲む。

　直接的に上に乗られているわけではない、が、やはりその姿勢がトラウマを刺激する。

　恋心とは明らかに別の理由でミキヤの心臓を高鳴らせる。

　にぃ、と、悪魔は嗤わらった。

「そんなこと、とっくに気付いていたけれど、それが、どうかしたのかしら？」

「……は？」

「罠わなには、餌がつきものでしょう？」

　ぞわぞわ──と、帰国以来最大級の悪寒がミキヤの背筋を襲った。

　もしかして、おれは、一生、こいつに勝てないのではないか──

　魔法使いの本能が訴える。

　その瞬間だった。




『シャッギャアアアアアアアアアアア──』

「ああ！　映研に頼まれて用意したドラゴン二号をうっかり逃がしてしまった！　こんな時、颯さつ爽そうと駆けつけて、ドラゴン二号を捕獲してくれる生徒会長がいれば！」




　空を揺らすようなドラゴンの叫びと、ぶん殴りたくなるような学園生徒の叫びと、校舎の一部がぶち壊される派手な打撃音が聞こえたのは。

「……」

「……」

「……」

「……あははははははっ！」

　弾はじけるように笑って、シガノが立ち上がった。

　しゃらりと長い黒髪を揺らして、ミキヤに微笑ほほえみかける。

「仕方ないわね。呼ばれてしまったようだし行きましょうか」

「あ、ああ？」

　変わり身の早さに戸惑いながらも、先程の言動を追及する勇気を持てなかった。

　一度、大きく首を振り、勢いよく立ち上がった。

　ひょいと、当たり前のように、シガノがミキヤの肩に乗る。

　後ろから頭を抱くようにして、勝手におぶさる。

「ぐおっ、おい、こら、乗るな！　自分で歩け！」

「ふふっ──」

　そよ風のように彼女が耳元で囁ささやいた。

「六年も待ったんですもの、その気になるまでもう少し待ってあげるわ」

「……」

　変わらず、シガノに乗られることはトラウマであるが。

　はっきり言って、今もこのまま逃げ出してしまいたいが。

　強いて、逃げない理由をあげるならば。

　強いて、この選挙で得られたものをあげるならば。

　認めたくはないことだが、信じたくないことではあるが。

　困ったことに、どうかしたことに、全くもって理解不能なことに。

「さあ、走りなさい、犬の如ごとく奴隷の如く車の如く」

「やかましいわ！　このド腐れ性悪クソ幼おさな馴な染じみ！」

　この、肩の上の悪魔に抱いた初恋が終わっていないと再確認した現実だけだ。

「ちくしょう、プラスどころかマイナスじゃねーか！」

　暖かな春の空に走り出したミキヤの叫びが響き渡る。

　風は吹き、雲は流れ、怪獣は暴れ回り。




　学園は今日も平和であった。
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『一巻のあとがきって何を書けば良いのか困るよねってあとがき』










「と、いうことで担当さんのプロフィールでも紹介してお茶を濁そうかなと」

「読者が一ミリも興味がないことはやめてください、あるでしょう作品解説とか」

「貧乳小柄な性格の捻ねじ曲まがった黒髪ロング幼おさな馴な染じみにマウントポジションを取られる話」

「あ、はい」

　作品解説が一行で終わってしまったので代わりに表紙解説（個人的感想）をします。

　まず、素直に、主人公とヒロインの関係性や話の方向性を端的に示していて非常に良い表紙だなと思いました。特に『かわいらしいけれど邪悪な微笑ほほえみを浮かべ指先で主人公を摘つまんでいる』構図が──とか真面目な解説をすると辛つらいので趣味に走ります。

　個人的に注目するのは表紙の下側。

　帯がまだついているなら一度外してご覧ください──

　この、シガノの、太ももがとても好き。

　この！　シガノの！　太ももが！　とても好きなんだ！

　スレンダーな上半身とは対照的な肉付きのよろしさを感じる太もも、そこに繋つながる腰からのライン、ミニスカートとニーソックスに挟まれ絶対領域を形成しているところまで。

　とても好きなんだ！

　最初は『ハイヒールだし貧乳足キャラ！　踏みつけたり蹴ったりパンツが見えたりするキャラだ！』と思っていたけど、今ではすっかり貧乳太ももキャラになりました。

　なんだったらこの太ももに挟んでくれても構わない。

　むしろ挟め！

　以上！　あとがきを使って、言いたいことは言ったので謝辞に入ります。

　まず最初に！　毎度あとがきで好きに使わせていただいております担当編集さん！　原稿がギリギリになって本当にすみませんでしたああああああああああああああああ！

　イラストを担当していただいた鈍にび色いろ玄しずかさんにも、すみませんでしたあああああああ！

　今までヤバイヤバイと思ったことはありますが、今回は本が出ないんじゃないかと思うレベルでヤバかったので戒めの意味を込めてあとがきで謝罪しておきます。

（この超ギリギリで書いてるあとがきのネタにもなって一石二鳥だぜとか思ってないよ）





　　　　二〇一九年夏『本当に思ってないよ？　嘘うそじゃないよ？』葉は村むら哲てつ







電子書籍特典　書き下ろし短編

『ある放課後の生徒会長たち──と見せかけて設定解説しちゃうぞのコーナー』





「……今日は暇ねえ、あなたもそうは思わない？」

「思わない。つうか、おまえも生徒会長なんだからこの書類の山を片付けるの手伝え！」

「ふと思ったのだけれど」

「は、話を聞くつもりが全くないだと……？」

「十六歳で第五階梯魔法使いって凄いのかしら？」

「…………はい？」

「天才魔法使いと呼ばれているけれど、正直なところあまり実感が湧かないのよね」

「ああ……そうか、おまえ、魔法使いとしてはちょっと特殊なタイプだもんな」

「そうね、目覚めて即座に第四階梯、入学して気が付いたら第五階梯だったわ」

「威張るな威張るな、だから、おまえらみたいな異能者型の魔法使いは嫌われるんだ」

「有象無象の妬みに興味はないけれど、魔法使いの常識に疎いのは認めましょう」

「まあ、はっきり言えば……そうだな、十六歳で第五階梯は超すげえよ」

「ふぅん？」

「よくわからないって顔だな……んじゃ、ちょっと説明するか」

「書類の山はどうしたの？」

「余計なことは言うな。わかりやすく一般的な魔法使いのパターンを教えてやる」

「魔法使いの家に生まれた普通の魔法使い、ということね」

「そうだ、この場合はもちろん、物心ついたころから家で魔法教育を受けていたという前提になる。大体、八歳前後で魔法に目覚めて第一階梯『入門者』として認定されるな」

「最初は親に教育されるのね」

「私塾や予備校もあるが大体な。そして第一階梯になれば見事に魔法学園の入学許可が下りる。第二階梯までは普通にやって二年程度、第三階までは四年から五年ってところか」

「八歳で第一階梯として、大体、十四歳から十五歳で第三階梯ということね」

「そして第四階梯『熟練者』に到達すればとりあえず魔法使いとしては一人前だ」

「で、第三階梯から第四階梯まではどれぐらいかかるのかしら？」

「八年から十年、短くてな」

「長いわね」

「長いぞ、一つ階梯を上がるたびに、必要な年月は二倍されると思えば良い」

「一人前として認められるけれど、第四階梯がゴールというわけでもないのよね」

「むしろそこからが本当のスタートだ。専門分野を決めて、研究室に所属して、師匠の手伝いをしながら自分の勉強勉強勉強勉強勉強って毎日だよ」

「で、十年から二十年の丁稚奉公を経てようやく第五階梯『達人級』と」

「それと比べれば十六歳で『達人級』なら天才魔法使いだろうさ」

「ふぅん……でも、うちの学園だと生物部がドラゴンを召喚したりしてるわよ？」

「あいつらは制御に失敗してるから論外だ。まあ、体系化されて学習方法が確立されたと言ってもまだまだ個人の才覚やセンスによる部分が大きい分野だ。天才やら例外やら突然変異やらが現れやすい世界ではあるんだよ」

「で、その例外やら突然変異やらを集めたのが神智魔法学園と？」

「そういうことだ」

「第五階梯の魔法使いが凄いことはよく理解したわ」

「おう」

「それにしては、あなた弱くない？」

「…………はい？」

「第五階梯の天才魔法使いという設定の割には弱くないかしら」

「設定とか言うな、おれの努力の結晶を設定の一言で片づけるな！　そもそも階梯は魔法使いとしての技量や知識を証明するものであって強さと相関関係は……ない…………はず、なんだが、階梯が上がるほど化け物みたいな魔法使いが増える、のは、うん、認めざるを得ないな……うちの師匠なんぞ、マッチ棒一本あれば都市を壊滅させられるし」

「実際、あなた、同じ階梯の私に手も足も出なかったわよね」

「もしかして『呪詛』のことか」

「そうだけど」

「確かに、おまえのグレイプニルにぼっこぼこにされたのは認める……が、シガノよ」

「なにかしら」

「おれは今から、『四大』の魔法使い、いや、人間として物凄く常識的なことを言うぞ」

「聞いてあげましょう」

「火の玉だとか、風の刃だとか、土のハンマーだとか水の大砲だとかな──」




「──生身の人間相手にぶっ放したらまずいだろう普通に考えて！」




「あら本当に常識的だこと」

「とは言っても、あの時は切羽詰まってたからなあ……何度かサラマンダーの火球を撃った気はするが、やっぱり褒められたことじゃないよな」

「真面目ね」

「悪いかよ、そもそも魔法使いは軍人でも傭兵でもない……なんだ、にやにやして」

「別に、なんでもないわ」

「……今のは負け惜しみでもなければ言い訳でもないからな。そもそも、おれはおまえの作戦を見抜いて、それに付き合っていたわけで」

「わかってるわよ、ふふっ」

「だからなんだよ！」

「要するに『たとえ自分自身が傷ついても、大切な幼馴染を傷つけたくはなかった』という意味合いだと解釈したわ」

「いやいやいやいやいやいや！　なんだその不器用な優しさを隠しきれない不器用な男みたいな解釈は！　違うからな！　あくまで常識と倫理の話だからな！」

「ええ、もちろん、わかっているわよ」

「明らかにわかってねえよな！」

「ご褒美に私の椅子にしてあげる」

「罰ゲームじゃねえか！」

「頭と背中と膝の上、どれが良いかしら？」

「不穏過ぎる三択！　背中と膝の上はまだわかるけれど頭が明らかにヤバイ！」

「安心なさい──背中と膝の上もちゃんと危ないわ」

「何一つ安心する要素がない、つうか、それならこの書類の山を手伝え──」




　ドッカァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアン！




「──ってなんだ今の爆発ぅうううううううううううううう！」

「科学部か、錬金術部か、そんなところじゃないかしら」

「ええい！　これだから、書類仕事が終わらないんだ！」

「あら、律儀に助けに行くの？」

「それが生徒会長の仕事なんだから仕方ないだろうが、行くぞ！」

「はいはい、わかっているわよ──」




　赤と黒、二人の生徒会長は今日も学園のトラブルを解決するために走り回る。

　世界で一番混沌とした魔法学園の平和を守るために──


















今日も俺は暗黒幼馴染に立ち向かいます。




魔法使いたちの望みと願い




【電子特典付き】
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